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はじめに 

この年次報告書は，「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」及び「高知市男女共同参画推進プラン2016（以

下「プラン 2016」）」に基づき，本市の男女共同参画の推進に関する施策の実施状況を明らかにするために作成した

ものです。実施状況の公表は，男女共同参画社会の実現に向けた効率的かつ効果の高い施策を展開するとともに，

各事業の内容を市民にわかりやすく説明することで行政の透明性を高める手段です。 

男女共同参画社会を実現するためには，市民と行政が一体となって取り組む必要があります。そのためには，庁内

各課がこれまで以上に男女共同参画の視点をもって取り組み，市民の皆さまの理解を深め，協力を得ることが不可欠

です。 

プラン 2016の特徴 

(1) 施策の実施状況報告に対する評価

「プラン 2016」の推進に当たっては，前年度の施策の実施状況の報告について，推進委員会の評価を受けます。

(2) 評価と公表

推進委員会による評価の結果は，毎年度公表します。

(3) 男女共同参画の視点の浸透

各施策における，男女共同参画の視点からの考え方を明確にし，その浸透を図ります。

(4) 女性活躍推進への取組

「女性活躍推進法」の市町村推進計画として「女性活躍推進法」及びその基本方針に基づいた取組を実施します。

プラン 2016体系図 

めざす将来像男女がともに輝く男女共同参画社会の実現 

施策項目 施策の方向性 

1 男女共同参画の意識の高揚 (ア) 男女共同参画の意識の向上

(イ) 政策，方針決定過程への女性の参画拡大

２ 人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶 (ア) 人権が尊重される社会の構築

(イ) ＤＶ等暴力の根絶

３ 男女共同参画の視点による教育・学習の充

実 

(ア) 男女平等教育の推進

(イ) 青少年の心と体の健全な育成

(ウ) 生涯学習，スポーツ分野の男女共同参画の推進

４ 男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・

バランスの実現 

（※「女性活躍推進法」推進計画） 

(ア) 雇用等における男女共同参画の推進

(イ) ワーク・ライフ・バランスの促進

(ウ) 女性の職業生活における活躍の推進

５ 子育て・介護分野における環境の整備 (ア) 子どもを産み育てやすい環境の整備

(イ) 介護をとりまく環境の整備

６ 地域・防災分野における男女共同参画 (ア) 地域づくりにおける男女共同参画の視点の導入

(イ) 防災分野における男女共同参画の視点の導入

７ 男女の生涯にわたる健康支援 (ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
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 「プラン 2016」の効果的な推進と進行管理のために，PDCA サイクルに基づき，取組の継続的な改善と推進を

実施します。 

① 個別事業の実施

年度初めに事業の概要，目標を設定し，事業を実施します。

② 個別事業の自課評価

翌年度に個別事業の実施状況報告表にて，事業の報告及び自課評価を行います。

③ 施策の実施状況の報告

個別事業の実施状況，ソーレ事業（参考），数値目標の達成状況を取りまとめ，高知市男女共同参画推進委

員会に報告します。

④ 高知市男女共同参画推進委員会による評価

高知市男女共同参画推進委員会による評価を行います。

⑤ 事業担当課へ意見・提言をフィードバック

高知市男女共同参画推進委員会の意見・提言を事業担当課へフィードバックします。

⑥ 事業担当課から回答を提出

事業担当課から意見・提言に対する回答を提出します。

⑦ 高知市男女共同参画推進本部へ評価結果を報告

推進委員会による評価結果を高知市男女共同参画推進本部へ報告します。

⑧ 年次報告書として公表

年次報告表，施策評価表，個別事業の実施状況報告表等を取りまとめ公表します。

各表の見方について 

・年次報告表 ⇒ ２ページ

・施策評価表 ⇒ ３ページ

・個別事業の実施状況報告表  ⇒ ４～５ページ
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取

組

内
容

（
プ

ラ

ン

）

【数値目標の現状値】

【個別事業評価の分布】

【施策の主な実施状況】

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

施策の

方向性

（ア）男女共同参画の意識の向上

（イ）政策，方針決定過程への女性の参画拡大

（ア）男女共同参画の意識の向上

①市民向けイベント等での啓発活動を通じ，男女共同参画の理解促進を図る。

②ホームページや啓発誌等さまざまなメディアを活用し，効果的な情報発信を行う。

③定期的に市民意識調査を実施し，男女共同参画に関する実態把握を行う。

④「ソーレ」等と連携し，積極的な情報提供，啓発活動を実施する。

（イ）政策，方針決定過程への女性の参画拡大

①各審議会等の女性委員の比率向上に努める。

②「ソーレ」等と連携し，女性リーダー養成に関する講座等を実施する。

数

値

目
標

（
プ

ラ

ン

）

目標名 当初(27年度) 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 目標

「 社会全体」で男女の地位が「平等」だと

思う 人の割合（市民意識調査：５年毎）
50.0%以上

市の審議会等の女性委員の比率 30.0%以上

市の審議会等で女性委員がいない審議会数 10会以下

実

施

報

告

評価指標数(a)

自課評価の分布 A B C D E 事業数(b)

（ア）

（イ）

割合(%)　((a)÷(b))

（
参

考

）
ソ
ー

レ

事

業

事業名 実施内容

男女共同参画の意識の向上1
施策項目

【各表の見方】 

１ 高知市男女共同参画推進プラン 2016 年次報告表 （施策毎） 

項目名 説明 

①数値目標 数値目標の進捗状況について記載。 

②実施報告 個別事業評価（自課評価）の分布，施策の主な実施状況，ソーレ事業（参考）

を記載。 

① 
② 
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所管課

④ 　数値目標の達成状況

　【推進委員会　評価コメント・意見・提言】 【意見回答】

男女共同参画の意識の高揚

（評価の目安）

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No.

　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容）

② 　各事業の実施状況（事業の活動）

施策項目１

５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり

２・・不十分　  １・・全く不十分【推進委員会評価】

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮

③ 　各事業の実施状況（事業の成果）

評価項目 評価
（委員会平均）

推

進

委

員

会

評

価

①

0

1

2

3

4

5
①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫

２ 高知市男女共同参画推進プラン 2016 施策評価表 （施策毎） 

項目名 説明 

（１）全体評価 評価項目ごとの評価点を平均した施策に対する全体評価。 

（２）レーダーチャ

ート 

各評価項目の評価を可視化して表示。 

（３）項目別評価 評価項目ごとに５段階で評価。 

①施策の目的との合致

（施策に対する事業の内

容） 

施策の実現のために，選定・実施されている事業の妥当性につ

いての評価。事業名，事業概要を参照し，評価。 

②各事業の実施状況

（事業の活動） 

各事業の実施状況（事業の活動）についての評価。 

事業毎の目標に対する達成度評価Ａ～Ｅ（自課評価），達成度

評価の分布，実績等を参照し，評価。 

③各事業の実施状況

（事業の成果） 

各事業の実施により得られた成果についての評価。 

実績の分析を参照し，評価。 

④数値目標の達成状況 数値目標に対する進捗状況についての評価。 

⑤男女共同参画の視点

での工夫や配慮 

男女共同参画の視点からの工夫や配慮についての評価。男女

共同参画の視点の工夫・配慮（５項目），事業の実績，実績の分

析に記載された内容を参照し，評価。 

（評価の目安） 

５ 非常に良好 ４ 良好 ３ 概ね良好だが改善の余地あり ２ 不十分  １ 全く不十分 

（４）評価コメント・

意見・提言 

各施策の評価にあたってのコメント・意見・提言。 

（５）意見回答 推進委員会からの意見・提言に対する所管課の回答。 
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男女共同参画の視点か

ら実施できたこと

相手を思いやる気持ちや社会に向けたメッセージなど男女共同参画を身

近に感じられるような作品を募集できるようチラシ・ポスター作成時には文章

の表現・イラスト等について配慮した。

オーテピアでの図書企画展示の際には，「男女共同参画」「女性活躍」

「ワークライフバランス」「子育て」「介護」等を中心に本の選定をした。

事業費

（単位：千円）
58

実績の分析，

課題と今後の取組

オーテピアでの企画展示を行うなど，８月１日を

中心にした啓発活動により，市民に広く男女共

同参画について理解促進を図ることができた。

地域の祭りや講演会等で啓発ティッシュの配布

を行うことで，市民への意識啓発に努めた。

メッセージの応募数が年々減少しており，今後，

募集期間の延長や，コンビニへのチラシ・ポス

ターを設置することにより，応募数を増やすよう努

める。

事業の評価

（自課評価） A

目　標
【評価指標（活動

指標）と目標値】

・男女共同参画の日の事業として，メッセージ表

彰，企業表彰，パネル展示，啓発用横断幕の設

置を実施する。

実　績

男女共同参画ひとことメッセージ389通応募，８

通表彰。男女共同参画推進企業表彰　７社表

彰。「男女共同参画の日」パネル展の開催（１

回），オーテピアでの図書企画展示，啓発用横

断幕の設置（１箇所，てんこす）をした。

・市民に向けた情報発信・啓発の取り組みとし

て，市ホームページ，市広報紙「あかるいまち」

への掲載，啓発ティッシュ（2,500個)の配布を実

施する。

啓発ティッシュ（3,057個）の配布を実施した。市

ホームページや市広報紙「あかるいまち」（８月

号）へ掲載し，事業の周知を図った。企業表彰

は，市公式フェイスブック，「高知市労働ニュー

ス」へ掲載。（平成31年２月，平成31年３月配布

部数約1,500部）

事業№

/事業名
1 男女共同参画の日「８月１日」事業

事業概要

男女共同参画の日を中心に，パネル展示やメッセージ表彰・企業表彰などの啓発活動を実施し，市民等に男女共

同参画に対する理解を深めてもらうように努める。

※ ８月１日は，昭和58年本市にはじめて婦人（女性）担当を配置した日である。

男女共同参画の

視点

各事業の実施により，条例の理念及び「８月１日高知市男女共同参画の日」の周知を図るとともに，男女共同参画

の意識を浸透させる。

高知市男女共同参画推進プラン2016　平成30年度　個別事業の実施状況報告表

施策の方向性 (ア) 男女共同参画の意識の向上
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

ひとことメッセージ：啓発ティッシュへの折込

３ 個別事業の実施状況報告表 

年度当初

に記入 
① 

⑨ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② 
翌年度に

記入 

⑧ 
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男女共同参画の視点から実施とは

事業の実施にあたり男女共同参
画の工夫・配慮を行うことでさら
に有効性が向上するもの

●固定的な性別役割分担にとらわれず実施した
●対象者として男女双方を想定した，または双方にとって利用・参加しやすいよう配慮した
●文章の表現・イラストについて，男女共同参画に配慮した

観点 内容

事業そのものが男女共同参画
の推進に寄与するもの（すべて
の事業が対象）

●事業の企画・立案・実施にあたり，男女共同参画の視点を取り入れている
プラン2016の施策は，条例の基本理念に基づき推進。

【条例の基本理念（第3条から要約）】

(1) 男女の人権の尊重

(2) 社会制度・慣行が及ぼす男女の社会活動の選択に対する影響への配慮

(3) 施策又は方針の立案及び決定に共同して参画する機会の確保

(4) 家庭生活における活動と職場や地域等における活動の両立

(5) 男女の性と生殖についての相互理解・尊重と生涯にわたる健康生活の維持

(6) 男女共同参画の推進に関する国際社会の動向への留意及び協調

(7) 市民一人ひとりの主体的な取組

項目名 説明 

①事業概要 事業（取組）の内容を記入。 

②男女共同参画の視

点 

男女共同参画の視点での目的や，事業の結果が男女共同参画社会形成に与える影

響等を記入。 

③事業の目標【評価指

標（活動指標）と目標

値】 

評価指標【事業活動の結果が分かる指標（活動指標）】と目標値を可能な限り２項目以

上記入。目標値の設定がそぐわない，または困難な場合は，文言での目標を設定。 

④実績 目標【評価指標（活動指標）と目標値】に対する実績を記入。 

⑤男女共同参画の視

点から実施できたこと 

男女共同参画の視点から実施できたことを記入。 

※下の「男女共同参画の視点から実施とは」を参考に具体的に記入。

⑥事業費 事業費が算出できる場合はその金額，プラン 2016 の事業の括りで費用が算出できな

い場合は「-」，人件費のみ事業の場合は「０円」とする。 

⑦実績の分析，課題と

今後の取組 

事業実施により得られた成果及び分析から得た課題と今後の取組を記入。 

⑧事業の評価

（自課評価） 

事業を５段階で評価。 

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）  Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた） 

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）   Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）   

Ｅ‥事業未実施 

⑨写真・チラシ等 事業に関する写真，広報用チラシなどを掲載。 
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施策項目 施策の方向性
事業
№  事業・取組 担当課

1 男女共同参画の日「８月１日」事業 人権同和・男女共同参画課

2 市民向け男女共同参画の啓発・情報発信 人権同和・男女共同参画課

3 庁内向け男女共同参画の意識の浸透 人権同和・男女共同参画課

(イ) 政策，方針決定過程への女性の参画
拡大

4 審議会等の女性委員比率向上の推進 人権同和・男女共同参画課

5 市民啓発活動の推進 人権同和・男女共同参画課

6 地区人権啓発推進委員会や地域における啓発活動，人権
学習の支援

人権同和・男女共同参画課

7 児童虐待予防推進事業 子ども家庭支援センター

8 ＤＶ等被害者への支援体制及び防止啓発　 人権同和・男女共同参画課

9 男女平等教育の推進　 学校教育課

10 学校における男女平等教育の推進 人権・こども支援課

11 保育所職員の人権研修の推進 保育幼稚園課

12 市職員に対する研修 人事課

13 男女共同参画研修（市職員向け）　 人権同和・男女共同参画課

14 思春期保健指導（性教育）の充実・促進 学校教育課

15 思春期保健指導（性教育）の充実・促進 母子保健課

16 青少年の見守り相談活動 少年補導センター

17
携帯電話・インターネット有害情報に対する啓発活動の充
実

少年補導センター

18 スポーツ推進事業 スポーツ振興課

19 地域スポーツ振興のための指導者の育成　 スポーツ振興課

20 「高知市労働ニュース」の充実・情報提供拡充 産業政策課

21 雇用促進・就労支援 産業政策課

22 男女共同参画推進企業表彰 人権同和・男女共同参画課

23 ひとり親家庭等の相談及び就業自立支援 子育て給付課

24 市主催事業における託児サービスの充実 人権同和・男女共同参画課

20 【再掲】「高知市労働ニュース」の充実・情報提供拡充 産業政策課

22 【再掲】男女共同参画推進企業表彰 人権同和・男女共同参画課

31 【再掲】子育て家庭訪問支援 母子保健課

32 【再掲】ファミリー・サポート・センター事業の周知・拡充 子ども育成課

33 【再掲】保育時間の延長 保育幼稚園課

34 【再掲】地域における子育て支援・子育て相談 子ども育成課

35 【再掲】子育て環境の充実 保育幼稚園課

36 【再掲】介護予防の充実 高齢者支援課

37 【再掲】高齢者の生きがいづくり 高齢者支援課

38 【再掲】家族介護の支援 高齢者支援課

40 【再掲】高齢者の生きがいづくり 生涯学習課

25 男性職員の子育て参加の促進 人事課

26 技術系職員の女性の採用割合の向上 人事課

27 女性職員の活躍推進 人事課

28 女性消防職員増加に向けた取組み 消防局総務課

29 女性の職業生活における活躍の推進 人権同和・男女共同参画課

30 高知市総合評価落札方式評価基準による評価 契約課

22 【再掲】男女共同参画推進企業表彰 人権同和・男女共同参画課

31 子育て家庭訪問支援 母子保健課

32 ファミリー・サポート・センター事業の周知・拡充 子ども育成課

33 保育時間の延長 保育幼稚園課

34 地域における子育て支援・子育て相談 子ども育成課

35 子育て環境の充実 保育幼稚園課

36 介護予防の充実 高齢者支援課

37 高齢者の生きがいづくり 高齢者支援課

38 家族介護の支援 高齢者支援課

39 事業者向け研修会 高齢者支援課

40 高齢者の生きがいづくり 生涯学習課

41 地域コミュニティ再構築事業 地域コミュニティ推進課

42 安全安心まちづくり推進事業 くらし・交通安全課

6
【再掲】地区人権啓発推進委員会や地域における啓発活
動，人権学習の支援

人権同和・男女共同参画課

43 地域防災力の向上 防災政策課

44 地域防災力の向上 地域防災推進課

45 育児相談事業 母子保健課

46 妊娠期支援事業 母子保健課

47 健康教育事業（'食'や生活習慣の指導）の促進（成人） 健康増進課

48 健康相談（成人） 健康増進課

49 成人健康診査 健康増進課

31 【再掲】子育て家庭訪問支援 母子保健課

36 【再掲】介護予防の充実 高齢者支援課

37 【再掲】高齢者の生きがいづくり 高齢者支援課

40 【再掲】高齢者の生きがいづくり 生涯学習課

平成30年度　高知市男女共同参画推進プラン2016事業一覧

　１　男女共同参画
の意識の高揚

(ア) 男女共同参画の意識の向上

　２　人権の尊重と
DV等暴力の根絶

(ア) 人権が尊重される社会の構築

(イ) DV等暴力の根絶

　３　男女共同参画
の視点による教育・

学習の充実

(ア) 男女平等教育の推進

　４　男女共同参画
の視点によるワー

ク・ライフ・バランスの
実現

（※「女性活躍推進
法」推進計画）

(ア) 雇用等における男女共同参画の推進

(イ) 青少年の心と体の健全な育成

(ウ) 生涯学習，スポーツ分野の男女共同
参画の推進

(イ) 防災分野における男女共同参画の視
点の導入

 　７　男女の生涯に
わたる健康支援

(ア) あらゆるライフステージにおける心と
体の健康づくりの支援

(イ) ワーク･ライフ･バランスの促進

(ウ) 女性の職業生活における活躍の推進

 　６　地域・防災分野
における男女共同参

画

(ア) 地域づくりにおける男女共同参画の
視点の導入

　５　子育て・介護分
野における環境の整

備

(ア) 子どもを産み育てやすい環境の整備

(イ) 介護をとりまく環境の整備
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【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　年次報告表

取
組
内
容

（
プ
ラ
ン

）

【数値目標の現状値】

【個別事業評価の分布】

【施策の主な実施状況】

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

施策の
方向性

（ア）男女共同参画の意識の向上

（イ）政策，方針決定過程への女性の参画拡大

（ア）男女共同参画の意識の向上
①市民向けイベント等での啓発活動を通じ，男女共同参画の理解促進を図る。
②ホームページや啓発誌等さまざまなメディアを活用し，効果的な情報発信を行う。
③定期的に市民意識調査を実施し，男女共同参画に関する実態把握を行う。
④「ソーレ」等と連携し，積極的な情報提供，啓発活動を実施する。

（イ）政策，方針決定過程への女性の参画拡大
①各審議会等の女性委員の比率向上に努める。
②「ソーレ」等と連携し，女性リーダー養成に関する講座等を実施する。

数
値
目
標

（
プ
ラ
ン

）

目標名 当初(27年度) 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 目標

「 社会全体」で男女の地位が「平等」だと
思う 人の割合（市民意識調査：５年毎）

13.6% - - - 50.0%以上

30.0%以上

事業数(b)

市の審議会等で女性委員がいない審議会数
21会

〔120会中〕
22会

〔123会〕
22会

〔132会〕
22会

〔129会〕
10会以下

0.0%

（ア）男女共同参画の意識の向上（取組事業：３事業）
男女共同参画の日（８月１日）を中心とした，パネル展示や，ひとことメッセージ表彰・企業表彰などの啓発活
動を実施したり，市民向け啓発活動，情報発信として，年間を通じて各種テーマに沿ったパネル展の実施や，
放課後児童クラブ，市民会館等での出前講座を実施した。また，広報誌「あかるいまち」や市ホームページ等
へ関連記事を掲載した。
（イ）政策，方針決定過程への女性の参画拡大（取組事業：１事業）
市の各種審議会の女性委員比率向上及び女性委員がいない審議会数を減らすため，改選時期を迎える審
議会の担当課へヒアリング等直接働きかけを行ったり，庁内会議において，女性委員登用に向けての取組依
頼を行った。また，女性委員比率40％以下の審議会等の担当課へ取組に関する調査を実施した。
　数値目標の「市の審議会等への女性委員の比率」は，30年度実績が31.0%と目標(30.0％以上)を達成した
が，「市の審議会等で女性委員のいない審議会数は22会と改善しなかった。

0 0 4

男女共同参画推進事業 ●男女共同参画推進月間講演会　●男女共同参画講座

図書・情報資料室利用促進事業 ●テーマ別図書展示

●旭オンリーワン芸術祭　●じんけんふれあいフェスタ

出前講座事業

その他の啓発事業

●出前講座（サポーター講師，県内・県外講師）　●出前講座（ソーレ職員）　●ウエルカム
セミナー　●出前上映会

男女共同参画推進月間事業
●啓発広告（路面電車）　●啓発パネル等企画展示　●講演会概要掲載（ソーレ・スコー
プ，ホームページ）

男女共同参画に関する統計データ
収集・提供事業

●ホームページ「データでみるこうちの男女共同参画」

広報・啓発事業
●情報紙「ソーレ・スコープ」発行　●ホームページによる情報発信　●メールマガジン発行
●ＳＮＳによる発信　●開館20周年記念誌作成　●啓発パネル作成　●啓発パネル貸出
●啓発パネル企画展示

実

施

報

告

評価指標数(a) 3

E

（
参
考

）
ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容

図書・情報資料収集・提供事業 ●図書・DVDの購入・整理　●図書団体貸出　●新聞クリッピング

市の審議会等の女性委員の比率 27.5% 27.6% 29.1% 31.0%

割合(%)　((a)÷(b)) 75.0% 25.0% 0.0% 0.0%

1 0

自課評価の分布 A B C D

男女共同参画の意識の向上1
施策項目
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所管課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

数値目標，また，その目標値の設定そのものが適切であった
かという問題がありますが，５年間を通して，数値が改善する
よう努めてまいります。

ご意見いただきましたとおり，啓発後の受け手の反応をはか
ることは難しいところです。啓発をするにあたっては，媒体や，
方法，テーマ等に工夫をしていきたいと考えております。特に
平成30年度から開始したオーテピアでの企画展示や，令和
２年１月から開庁する新庁舎では，さまざまな工夫をしていき
たいと考えております。

　【推進委員会　評価コメント・意見・提言】 【意見回答】

29年度の課題として掲げていた「ひとことメッセージ」の応募数
の増加についての創意工夫の成果がみられず，半数近くに減
少しているのは事業活動としては不十分と言わざるを得ませ
ん。
また，昨年，推進委員から意見があった，学校への取り組みへ
の感謝の気持ちをどのように伝えたかの記述がありません。委
員の意見が反映されているのか疑問を感じます。

審議会の女性比率は，自ら定めた条例で努力目標ながら
40％以上としている状況で，早急に最低ラインの40％を達成
すべきであるし　女性がいない審議会が22会もあるのは問題だ
と思います。法的効力のある条例と考えると，早急に40％以上
を達成すべきと考えます。

ご意見のとおり，条例では40％以上を掲げていますが，まず
は，国が進めている202030運動（2020年までに指導的地
位に女性が占める割合を少なくとも30％程度とする）に合わ
せ，現プラン2016の数値目標を30%以上と設定しました。プ
ラン2016を策定した平成27年度当初は27.5%だったもの
が，平成30年度以降は30％台になり，少しずつ改善してい
ます。女性がいない審議会は22会と依然として多くあります
が，改選時期に個別に担当課にヒアリングを実施するなど減
少に努めていきたいと考えております。
この分野は，すぐに成果が出るものではなく，社会全体の意
識や環境が変わり，最終的に数字に表れてくる部分だと思い
ますので，直接的な取り組み以外にも，意識啓発や職場環
境の整備等各分野での取り組みも同時に進めていくことが必
要だと考えております。

ひとことメッセージの応募数につきましては，平成29年度から
平成30年度に半数近く減少しており，主な要因としては，締
切を５月上旬としたため，年度初めで学校行事と重なり，協
力を得ることが難しかった点があげられます。令和元年度
は，新たに川柳部門も構え，メッセージと合わせて495通の
応募がありました。今後も周知方法や，募集期間，応募内容
を工夫し，増加するように努めていきたいと考えております。
また，平成29年度の年次報告書に，取り組んでいただいた
学校に感謝の気持ちをお伝えできるように工夫したいと回答
しておりましたが，報告ができておりませんでした。受賞校には
学校掲示用に入賞作品の入ったラミネートを各学校に訪問
し，お礼を兼ねて配布しましたが，参加いただいた全校に対し
てはできておりませんでした。今年度からは，次年度の協力
依頼を兼ねて，参加いただいた全学校に謝意をお伝えした
いと考えております。

数値に着目すると低めの評価をせざるを得ません。

啓発活動は，発信で終わってしまい，受け手になかなか伝わっ
ていかないもどかしさがあります。年ごとに，ホットなトピックや出
来事を取り入れるような工夫ができれば良いと思います。

【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

男女共同参画の意識の高揚

（評価の目安）

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No.

施策項目 １

５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

【推進委員会評価】

評価項目 評価
（委員会平均）

推
進
委
員
会
評
価

3.54
① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 4.3

② 　各事業の実施状況（事業の活動） 3.6

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.5

③ 　各事業の実施状況（事業の成果）

3.0

3.3

④ 　数値目標の達成状況
0
1
2
3
4
5

①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

数値目標は，①市議会等の女性委員比率31％　総人員42人
減の中，女性は15人増加しており，いい傾向になっている。

平成30年度は，女性委員比率が31％と，数値目標の30％
以上を達成することができました。しかし，依然として女性委
員０の会が22会と多くあり，改選時期に個別に担当課にヒア
リングを実施するなどして，減少に努めていきます。

高知市の学校は，昭和40～50年代の児童生徒急増期に建
築されたものが多く，老朽化に伴い，トイレで「汚い・臭い・暗
い」といった状況が見られます。
一方で，家庭や商業施設等，児童生徒を取り巻く環境の中
ではトイレの洋式化が進んでいることから，学校のトイレについ
ても，洋式化・乾式化等の環境改善の必要性が生じていると
ころです。
現在，災害時に避難所となる学校に多目的トイレが整備され
ていない場合は，大規模改修を行う際に新設すること等を検
討をしています。今後，学校のトイレを改修するにあたって
は，学校環境改善を目的としたトイレの洋式・乾式化と併せま
して，必要に応じて，多目的トイレの新設について，計画的に
取り組んでまいります。
また，その他の公共施設につきましては，他都市の事例も参
考にしながら検討を進めてまいります。
トイレについては，LGBT当事者の間でも様々な意見があり，
専用の表示等をすることで，アウティング（暴露）につながると
いう考え方もあるため，慎重に検討していく必要があると考え
ております。

事業番号１～４，１を例にあげると目標の内容が毎年あまり変
わらず（テッシュ数は増），実績は配布場所の記載となってい
る。この記載では，過年度の反省に立ち，今年は新たにどういう
層に広げるのか，といった戦略を読み取ることができない。現実
には，質問してはじめて昨年度との違いが少し分かったが，そう
言う事では報告書としては不十分である。目標欄には，「今年
は今まで宣伝出来なかったこういう人たちに，こういう方法で知
らせたい」「そのためテッシュをX００枚増やし，○○にも配布す
る」などと，昨年との違い，今年の新たな取り組み等を明示的に
掲載すべきではないか。２・３・４事業の目標も事業の回数等が
示されているのみで，そういう回数がなにを意味するのか（前年
比増なのか，減なのか？増ならば何を何のために増やすの
か？），と言ったことを書きこみ，どう市民に啓発活動を広げよう
としているか分かるように書いてほしいと希望する。

実施状況報告表の記載につきましては，ご指摘いただきまし
たとおり，回数・場所のみの記載にとどまっており，目的や戦
略等までの記載ができておりませんでした。今後，記載を工
夫してまいります。

LGBTの方々への対応として，利用しやすいトイレを建築してほ
しい。（コンペなどで学校，公共施設等を中心に）
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【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　年次報告表

取
組
内
容

（
プ
ラ
ン

）

【数値目標の現状値】

【個別事業評価の分布】

【施策の主な実施状況】

No.

1

2

3

4

5

6

7

相談事業
●女性対象相談（一般，法律，こころ）　●男性対象相談（男性のための悩み相
談）

（
参
考

）
ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容

DV防止啓発事業 ●啓発パネル等企画展示　●講演会概要掲載（ソーレ・スコープ）

DV防止啓発事業 ●ＤＶ防止啓発講演会

他機関連携・共催事業 ●「女性の人権」講演会

相談関連講座 ●「ことば」による護身術

相談員スキルアップ研修
●フェミニストカウンセリングとDV～多様な相談者への対応～　●高知市の生活保
護行政～事例検討をふまえて～　●認知症と相談～認知症を知って相談に活か
す～

割合(%)　((a)÷(b)) 25.0% 50.0% 25.0% 0.0%

2 1

自課評価の分布 A B C D E 事業数(b)

実

施

報

告

評価指標数(a) 1 0 0 4

0.0%

（ア）人権が尊重される社会の構築（取組事業：２事業）
市主催の講演会の開催，研修講師の派遣など，様々な機会を活用し，啓発を行った。また，市内26地区に
設立されている地区人権啓発推進委員会，地域の女性学級や成人学級において実施される人権学習会等
への取組を支援した。
　数値目標の「市主催の人権啓発事業の参加者数」については，「部落差別をなくする運動」人権旬間の中央
講演会において，台風の影響により開催中止となったため，目標値にはやや届かなかったが，「人権週間」記
念講演会と地域講演会において，特に地域講演会は会場が高等学校だったことから生徒及び保護者を含め
て947人の参加があった。
（イ）DV等暴力の根絶（取組事業：２事業）
DV等に関する市民への啓発のため，パネル展の開催，市広報「あかるいまち」や地域情報紙「ミリカ」への記
事掲載を実施した。また，人権擁護委員と連携し，中学校・高校でデートDV学習会を行った。DV等被害者へ
の支援体制として，庁内及び関係機関との情報共有，連携強化を図った。
　特に，児童虐待に関しては，予防講演会の開催のほか，要保護児童対策地域協議会やケース連絡会議
等，関係機関と情報共有を密に行い，切れ目のない多様な支援につながるよう取り組んだ。

ＤＶについて誰（どこ）にも相談しなかった
人 の割合（市民意識調査：5年毎）

68.2% - - - -
30.0％
以下

市主催の人権啓発事業の参加者数 1,175人 1,964人 586人 1,275
年間

1,300人

相談員研修会 ●離婚と面会交流・養育費の取り決めに関する当事者支援について

施策の
方向性

（ア）人権が尊重される社会の構築

（イ）ＤＶ等暴力の根絶

（ア）人権が尊重される社会の構築
①市民への啓発及び学習の機会の提供を行う。
②さまざまな問題や悩みに応じた相談体制の充実に努める。
③セクシュアル・ハラスメント等あらゆるハラスメントを防止する啓発の充実を図る。

（イ）ＤＶ等暴力の根絶
①ＤＶ等に関する市民への啓発及び相談窓口等の広報，周知を図る。
②若年層を対象としたＤＶ等の予防のための啓発・学習の充実を図る。
③高齢者を対象としたＤＶ等の予防のための啓発の充実を図る。
④庁内外の関係部署・機関との連携を強化し，被害者支援の充実に努める。

数
値
目
標

（
プ
ラ
ン

）

目標名 当初(27年度) 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 目標

人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶2
施策項目

10



所管課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

一部の意識を持っている市民が研修などに参加して学んでい
ることで評価されているが，もっと広く市民に啓発して，学校や
地域で共に学ぶ機会を作り，特に家庭の中での人権尊重がで
きるよう家族みんなで学ぶことができるようなしくみを考えてほし
いです。

各地区の人権啓発推進委員会で人権学習会を開催してお
り，地域のコミュニティの中で，広く地域住民に声がけを行
い，学校等にもチラシを配布するなど，様々な層の方に参加
していただけるよう取り組んでいただいています。
推進委員会の活動以外にも，地域の女性学級での学習会
や，子ども向けの学習会等を実施しており，各家庭に持ち
帰っていただくことで，家庭での人権意識の向上につながるこ
とに期待しています。

啓発活動は，発信で終わってしまい，受け手になかなか伝わっ
ていかないもどかしさがあります。年ごとに，ホットなトピックや出
来事を取り入れるような工夫ができれば良いと思います。

ご意見のとおり，啓発後の受け手の反応をはかることは難し
いところです。
啓発活動にあたっては，媒体や，方法，テーマ等を工夫して
いきたいと考えております。特に平成30年度から開始した
オーテピアでの企画展示や，令和２年１月から開庁する新庁
舎では，さまざまな工夫をしていきたいと考えております。

児童虐待予防推進事業を，DV等暴力の根絶の中の一事業に
位置づけているが，重要で社会的関心も高い項目であるので，
施策の方向性の項目に設定してはどうかと思います。

市主催の人権啓発事業の参加者は，昨年度の実績586名か
ら，台風の影響で中止になったイベントがある中で，30年度は
目標に達成していないものの1275名と大幅に改善している点
は評価できる。ただし，単に市内の大規模高校で実施した結果
というだけであれば，次年度以降に小規模学校で実施した場
合に目標の参加者をどう確保していくのか課題が残ると思いま
す。

ＤＶは，外からは非常に見えにくいので，啓発事業の参加人数
によって成果を計るのはどうかと思うが，一つの指標としては参
考にはなる。実際にＤＶから逃れたい人に情報などが届いてい
るのか，最終的にはこの部分が大切である。女性だけでなく，
男性にも子どものうちからＤＶ根絶につながる学習ができるのが
理想。

啓発活動全般にいえることですが，啓発の効果をはかること
はとても難しく，本当に知ってほしい人達に伝わっているのか
わからない部分がありますが，継続した取り組みが大切だと
考えていますので，啓発の仕方を工夫しながら，引き続き実
施していきたいと考えております。
また，男性に対する子どもの頃からの学習につきましては，法
務局が実施するデートＤＶ学習会に市も同行し，啓発用パン
フレットを配布しています。中学・高校でのデートＤＶの学習会
の効果は大きいと感じていますので，今後も継続していきた
いと考えております。

推進委員会においても，委員の皆様からさまざまなご意見が
あったところですが，現プラン2016では，施策の方向性は変
えず，次期プランの検討項目とさせていただき，令和２年度
のプラン2021策定会議において，協議していきたいと考えて
おります。

市民に対する，幅広い人権課題の提起・啓発を目的としてお
り，地区人権啓発推進委員会，学校，事業者等の協力を得
て，より幅広い層に向けた事業を実施していく必要がありま
す。効果的な啓発活動を行うため，対象，テーマ，集客方法
等を工夫しながら，事業展開をしていくよう努めてまいります。

数値に着目すると低めの評価をせざるを得ません。 施策２の数値目標のうち１つは，５年毎に実施する市民意識
調査の結果となっており，毎年評価の対象となる数値目標と
しては適切とは言い難いと認識しております。そういった点も
次期プランでは見直しをしていきたいと考えております。

　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容）

④

4.2

　【推進委員会　評価コメント・意見・提言】 【意見回答】

③ 　各事業の実施状況（事業の成果）

2.8　数値目標の達成状況

② 　各事業の実施状況（事業の活動） 3.5

3.2

【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

人権の尊重とDV等暴力の根絶

（評価の目安）

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No.

施策項目 ２

５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

【推進委員会評価】

評価項目 評価
（委員会平均）

推
進
委
員
会
評
価

3.42

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.4

①

0
1
2
3
4
5

①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　年次報告表

取
組
内
容

（
プ
ラ
ン

）

【数値目標の現状値】

【個別事業評価の分布】

【施策の主な実施状況】

（ア）男女平等教育の推進

（イ）青少年の心と体の健全な育成

各学校における男女共同参画の視点での学
習の実施割合

100.0% 100% 100%

割合(%)　((a)÷(b)) 63.6% 36.4% 0.0% 0.0%

4

100%
100％を

維持

社会教育及び生涯学習の機会への参加者数

実

施

報

告

0 0 0評価指標数(a) 7

自課評価の分布 A B C D E 事業数(b)

11

0.0%

（ア）男女平等教育の推進（取組事業：５事業）
授業，学級活動，行事等における学校の教育活動全体を通じて，男女の区別なく編成された組織及び班
で，男女が協働する活動を行った。また，児童生徒の発達段階に応じて，互いの人権を尊重し，男女の平等，
相互理解・協力についての指導を行った。また市立小・中・義務教育・特別支援学校（59校）における人権教
育実践概要において「女性」の人権についての人権学習が計画・実施された。
　職員向けの研修として，保育所職員，市職員に対して人権研修や男女共同参画研修を実施した。

校区青少協推進指導員・推進委員の委嘱者
数

1,019人 932人 985人 964人
委嘱者数
を維持

31,178人 29,671人30,604人31,992人 33,000人

（イ）青少年の心と体の健全な育成（取組事業：４事業）
児童生徒が心身の成長・発達や心の健康について理解するために，各学校が性と生に関する「いのちの学
習」を実施する支援として，養護教諭研修会では性に関する指導の取組の啓発，体験型学習の実施の促進と
教材貸出，思春期教室（サポート授業）を実施した。また，青少年の見守り相談活動として，街頭補導や電話
相談を実施しており，両方とも件数は減少している。近年では学校等からＳＮＳでのトラブルの相談が多く寄せ
られており，子どもたちの行動パターンの変化を把握し，それに対応した効果的な街頭補導を実施していく必
要がある。また，携帯電話・インターネット有害情報に対する啓発活動として，児童生徒・保護者等を対象に出
前研修を行った。

（ウ）生涯学習，スポーツ分野の男女共同参画の推進（取組事業：２事業）
スポーツを通じ，高齢者・障がい者，男女ともに誰もがいくつになっても，健康づくり・生きがいづくりができる
よう，地区運動会やスポーツイベントを開催した。また，指導者養成教室では，新規認定及び更新にあたり，女
性の参画を促すように努めた。

施策の
方向性

（ウ）生涯学習，スポーツ分野の男女共同参画の推進

（ア）男女平等教育の推進
①職員・教職員を対象とした男女共同参画に関する研修等の充実を図る。
②初等中等教育において, 児童生徒の発達段階に応じた男女平等，男女共同参画についての教育・指導を行う。
③社会教育において, 男女共同参画に関する学習の機会を提供する。
④「ソ－レ」等各種団体が連携・共同し，研修や教育・学習支援を行う。
⑤男女共同参画に関する調査研究や情報収集・提供等を行う。

（イ）青少年の心と体の健全な育成
①総合的な教育・啓発を実施するとともに, 相談体制の充実に努める。
②青少年の発達段階に即した系統的な性教育の取組を推進する。
③不良行為等の課題のある青少年の早期発見・指導に努め, 非行初期段階での立ち直りを支援し，

関係機関と連携したきめ細かい相談体制の充実に努める。
④携帯端末等によるインタ－ネット利用に関して，学校，家庭，地域住民等と連携した教育・啓発を図る。

（ウ）生涯学習，スポーツ分野の男女共同参画の推進
①高齢者の社会活動や生涯学習の場への参加促進を図る。
②女性のスポ－ツ・運動習慣の促進に努める。
③女性スポ－ツ指導者の育成に努める。

数
値
目
標

（
プ
ラ
ン

）

目標名 当初(27年度) 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 目標

男女共同参画の視点による教育・学習の充3
施策項目
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No.

1

2

（
参
考

）
ソ
ー

レ
事
業

【再掲】出前講座事業
●出前講座（サポーター講師・県外講師）　●出前講座（ソーレ職員）　●ウエルカムセミ
ナー　●出前上映会

事業名 実施内容

【再掲】男女共同参画に関する統計
データ収集・提供事業

●ホームページ「データでみるこうちの男女共同参画」　●「高知の女性の生活史」販売
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所管課

少年補
導セン
ター

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

学校教
育課

【推進委員会　評価コメント・意見・提言】

社会教育及び生涯学習の機会への参加数ですが，当初
の数値よりＨ30年度は増加しており，いい傾向ですが，年
齢層がわかりません。定年後に始められた方が多くなって
いるとか，推進する上で詳細の把握が必要です。

９事業の男女平等教育　は「目標・実績，実績の分析，課
題と今後の取組」に関する報告事項が抽象的で，裏付け
をとることができない。理念は分るが，それを具体的行動
に落とし込む必要がある。次年度に向け改善を希望する。

市職員に対する研修を参加率向上の為，午前と午後に
行われている事は，大変評価できます。ただ，参加者231
名が全体の何パーセントなのかが不明です。

【意見回答】

評価いただきありがとうございます。全体数に対するの参加率につきまし
ては，令和元年度から記載するよう改めます。
なお，平成30年度は，対象者主査補・技査補級職員392名中，参加者
が231名で，全体の参加率は58.9％でした。

ＳＮＳを利用しての相談活動は行っておりませんが，児童生徒がＳＮＳを
通じて被害・加害両方の立場になる事案が報告されていることから，少
年補導センターとしてはＳＮＳの正しい利用方法や危険性等について今
後も学校の出前教室やＰＴＡ研修等で啓発を行っていきます。

ご指摘のとおり，数値目標とそれに関連する個別事業がなく，数値目標
の設定に不備があることを承知しておりますが，現プランの途中での設定
変更は考えておりませんので，ご理解のほどお願いいたします。

中央公民館分，地域の公民館分，生涯学習課，それぞれの主催事業
の参加者を合算していることから，年令別や性別等の把握はできていま
せん。また，今後も把握は困難な状況です。

今後，ＳＮＳの活用は進めるべきだと思います。

数値目標の達成に向けて、個別事業がどのように関連し
て成果を上げているのかわかりづらく、個別事業の取組内
容と数値目標があっていないように思います。折角の事業
活動なので、適切に評価できる数値目標を設定すべきだ
と思います。

学校での男女平等教育はとても重要です。思春期保健指
導の充実・促進と合わせ，数値化されていない目に見え
ない目標が多いですので，評価の基準を明確化していた
だきたいと思います。なかなか難しいとは思いますが，具
体的な，第三者でも理解できるような評価基準を設定して
いただきたいものです。

各学校は，文部科学省が定めた学習指導要領に基づき各学校の実態
に応じて，教育課程を実施しております。「各学校において，各教科等の
全ての教育活動において，男女の平等，相互理解・協力についての指
導を児童生徒の発達段階に応じて系統的に実施する」という目標で取り
組んだ結果を示す指標の一つとして，平成30年度高知市立学校の児
童生徒を対象に実施したアンケートがございます。小学校・義務教育学
校前期課程の児童を対象とした「あなたは，友だちとなかよく生活してい
ますか」という質問に対して肯定群は96.0％，中学校・義務教育学校後
期課程の生徒を対象とした「あなたは，自分や友だちを大切にしたり，他
の人に思いやりの心を持って接するよう努めていますか」という質問に対
して肯定群は95.1％，という回答の割合となっております。これらは，男
女の別なく互いを尊重し，相手を大事にする気持ちを持ちながら学校生
活を送っていることを示していると考えております。
　「高知市男女共同参画推進プラン2016」の実施期間が，2016年から
2020年までの５年間であり，来年度までの実施であることから，期間内
については現行の目標により実施してまいりたいと考えております。

【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

男女共同参画の視点による教育・学習の充実

2.9　数値目標の達成状況④

3.5　各事業の実施状況（事業の成果）③

3.6　各事業の実施状況（事業の活動）②

①
3.44

　男女共同参画の視点での工夫や配慮

施策項目 ３

全体評価
（No.①～⑤の平均）

　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容）

評価
（委員会平均）

評価項目No.

推
進
委
員
会
評
価

５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

（評価の目安）【推進委員会評価】

⑤ 3.2

4.0

0
1
2
3
4
5

①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　年次報告表

取
組
内
容

（
プ
ラ
ン

）

【数値目標の現状値】

【個別事業評価の分布】

【施策の主な実施状況】

（ア）雇用等における男女共同参画の推進

（イ）ワーク・ライフ・バランスの促進

無料職業紹介所における延べ支援者数

0 23

３社 ７社 累計30社

施策の
方向性

（ウ）女性の職業生活における活躍の推進

（ア）雇用等における男女共同参画の推進
①「男女雇用機会均等法」「育児・介護休業法」「次世代育成支援対策推進法」等の周知・浸透を図る。
②労働部門で男女間に事実上生じている格差の是正のための啓発を行う。
③男女の雇用促進，就労に関する支援，情報提供を実施する。
④企業等における女性登用を促進するための啓発を行う。
⑤関係機関の連携により，ひとり親家庭の自立を支援する。
⑥企業への男女共同参画の視点での啓発活動を実施する。
⑦職場でのハラスメント対策を促進するための啓発を行う。
⑧男女共同参画を推進する企業を表彰する。

（イ）ワーク・ライフ・バランスの促進
①ワーク・ライフ・バランスに関する啓発を行う。
②男性中心型労働慣行の見直しに関する啓発を行う。
③子育て支援の充実を図る。
④介護サービス・介護予防の充実を図る。
⑤生涯にわたる生きがいづくりの促進を図る。
⑥市主催事業における託児サービスを充実する。

（ウ）女性の職業生活における活躍の推進
①特定事業主行動計画に基づいた取組を実施する。
②企業等における女性活躍を促進するための啓発を行う。
③女性の就労に関する支援，情報提供を実施する。

数
値
目
標

（
プ
ラ
ン

）

6,426人 6,613人
6,000人以
上を維持

約300人

実

施

報

告

目標名

割合(%)　((a)÷(b)) 43.5% 52.2% 4.3% 0.0%

12

0.0%

目標当初(27年度) 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

311人 474人 537人

９施設 ９施設 ９施設 10施設

維持

（ア）雇用等における男女共同参画の推進（取組事業：４事業）
「高知市労働ニュース」において，「働き方改革」のお知らせや，高知市男女共同参画推進企業表彰の記事を
掲載し発行した。また，雇用促進・就労支援として，若者就職応援事業，女性のための就職応援セミナー，シニ
ア世代の再就職支援セミナーを実施し，参加者・就職者ともに目標を上回った。ひとり親家庭等の就業自立支
援は，利用者及び就業実績数が目標値を下回り，事業の周知に課題が残った。高知市男女共同参画推進企
業表彰では，７社を表彰し，今年度は新たに表彰企業をＰＲする「男女共同参画ニュース」を発行した。
（イ）ワーク･ライフ･バランスの促進（取組事業：12事業）
「男女共同参画ニュース」では，表彰企業の従業員の方々の声を取り上げ，職場の具体的な取組を紹介，企
業や関係機関へ配布し，ワーク・ライフ・バランスに関する啓発を図った。また，市が主催する講演会，研修会で
託児の設置を呼びかけ，定着してきている。ワーク･ライフ･バランスを促進するには，子育て・介護分野における
環境の整備を同時に進めていく必要がある（取組の詳細は「施策５」を参照）。

高知勤労者福祉サービスセンターの会員数 6,398人 6,314人

高知市男女共同参画推進企業表彰の表彰企
業数

- ２社

評価指標数(a) 10

自課評価の分布 A B C D E 事業数(b)

1 0

一時預かり事業（一般型）実施施設数 ９施設

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ･バランス4
施策項目
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No.

1

2

3

4

5

6

県民からの企画提案事業
●学ぼう防災～自閉症・発達障害の方を家族で守る、地域で守る～　●ランナーのための
セルフケアのお灸～走ることを楽しむ女性へ～　●子育てママの”ワクワク”応援プロジェクト
●あたたかい地域づくりをめざして～みんなで仲良くアンガーマネジメント～

（
参
考

）
ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容

ワーク・ライフ・バランス事業 ●大学生向けキャリア形成支援事業　●男性家事講座　●男性応援講座

【再掲】出前講座事業
●出前講座（サポーター講師，県内・県外講師）　●出前講座（ソーレ職員）　●ウエルカム
セミナー　●出前上映会

人材育成事業 ●女性の活躍応援講座　●エンパワメント講座

就業・起業支援事業 ●就労応援パソコン講座

（ウ）女性の職業生活における活動の推進（取組事業：７事業）
特定事業主行動計画に基づき，男性職員の育児参加に対する意識啓発，女性職員の意見交換会を行った。ま
た，技術系職員の女性の採用者数の拡大にむけて，広報やインターンシップ生の受け入れを実施した。女性消
防職員増加に向け，女性消防職員を起用したポスター・パンフレットの作成，採用説明会の開催等広報活動を
行った。

ソーレえいど事業

●第64回日本母親大会分科会　●「夜間もやってる保育園」上映と非正規で働く女性の働
き方アンケート調査　●ひろっしゅスペジャル講座　子育ては期間限定～イライラの感情とう
まくつき合おう～　●「ごはんが子どもたちを変えた！」大塚貢・食育講演会　●あっ　それセ
クハラです！～女性が堂々と#Me Tooと言える社会を目指して！～
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所管課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

契約課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

企業等における職場内の男女共同参画推進については，まだ
まだ，不十分であり，一部の企業ができているのみなので，今
後は，関係機関が連携して更に取り組みを強化してほしいで
す。

建設業において男女共同参画推進の表彰を受けていること
で入札における優位性があることから，男女共同参画推進
の取り組みの動機付けとなっています。今後も制度運用の
維持，周知を図っていきたいと考えております。

大切な項目。事業数は多いが，今は再掲・啓発が主となってい
る。高知には中小企業が多く育児休暇付与等が困難とされる
が，国の支援枠組みにより，実現の可能性が出てきた。市が中
小企業支援の独自事業を少しづつでも始め，希望を「見える
化」するなどし，ワークとライフ両立への道を切り開いてほしい。

この施策４は，「女性活躍推進法」の市町村推進計画として
の位置づけをしていることから，他の施策と重複する事業を
多く搭載しており，分かりずらさや伝わりづらさは否めません
が，次期プランでは，施策の整理を行い，分かりやすいもの
に改善していきたいと考えております。
また，現在，市では中小企業への具体的な支援事業はな
く，「高知市労働ニュース」等広報での啓発のみになってお
り，国が実施している両立支援等助成金のような支援事業
は現在は実施しておりません。ワークとライフの両立のために
は，企業にとって何が必要かを考え，ニーズに合った支援を
検討していきたいと考えております。

企業表彰について，表彰企業数だけでなく応募企業数も一つ
の指標となるのでは？

平成24年度から実施しております推進企業表彰の実績とし
ましては，応募数と表彰数に大きな差はなく，応募数をお示
しすることによる新たな効果は期待し難いところです。表彰企
業数が施策項目４において数値目標となっているところです
が，次期プラン策定時には指標について再検討したいと考え
ております。

男女共同参画が最も如実に表れる場面ですが，まだまだ望ま
しい状況には至っていないのが実情だと思われます。社会の景
色が変われば，自ずと啓発が進むと考えられるので，より踏み
込んだ政策が必要だと思います。企業表彰による入札加点
は，その意味でよい取り組みだと思う。

企業等への男女共同参画やワーク・ライフ・バランスの推進
にあたっては，推進企業表彰事業やソーレの出前講座があ
り，これらの周知・活用も含め，平成30年度は新たに表彰企
業を紹介する紙面「男女共同参画ニュース」を発行し，高知
県産業振興センターから県内企業への配布（１千部）及び
関係機関への配置等を行ったところです。今後も引き続き，
関係機関等と連携し，積極的に広報・啓発してまいります。

【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現

（評価の目安）

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No.

施策項目 ４

５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

【推進委員会評価】

評価項目 評価
（委員会平均）

推
進
委
員
会
評
価

3.42 ① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 3.9

② 　各事業の実施状況（事業の活動） 3.7

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.4

③ 　各事業の実施状況（事業の成果）

2.9④ 　数値目標の達成状況

3.2

個別事業で取り組んでいる内容と，数値目標の達成に向けた
取り組みの関連性がよくわかりません。各事業を評価できる数
値目標になるよう工夫が必要だと思います。
　例えば，男性市職員の育児休業取得率を１３％，自立支援
センターの利用者1,000名を目標にできなかったのかと思いま
す。

数値目標と個別事業との整合性が取れていない点につきま
しては，不備があることを承知しておりますが，５年間の経過
を見ていくという観点から，数値目標を途中で変更すること
は考えておりません。
数値目標の変更等は，次期プランを策定する過程で，委員
の皆様からご意見をいただきながら，検討したいと考えており
ます。

民間企業へ，行政としてワークライフバランスを浸透させていく
にはかなり時間がかかるが，地道に啓発や働きかけが必要。中
には，個別にテコ入れする必要のある業種もあるのでは。優良
企業表彰は目に見える形ので啓発の一環だが，表彰されるメ
リットも合わせて紹介すれば，努力する企業や応募企業は増え
るのはないか。初任者研修，新入社員研修等に，男女共同参
画の学習項目を入れてもらえるよう努力してほしい。

　【推進委員会　評価コメント・意見・提言】 【意見回答】

0
1
2
3
4
5

①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　年次報告表

取
組
内
容

（
プ
ラ
ン

）

【数値目標の現状値】

【個別事業評価の分布】

【施策の主な実施状況】

施策の
方向性

（ア）子どもを産み育てやすい環境の整備

（イ）介護をとりまく環境の整備

（ア）子どもを産み育てやすい環境の整備
①乳幼児の健全な育成環境の整備を図る。
②さまざまな保育サービス（一時保育，延長保育，病児・病後児保育）の拡充を図る。
③子育てに関する情報を積極的に発信する。
④「ソーレ」等において，子育て世代の男性を対象としたセミナーや講座を開催する。
⑤地域で子育てに関する支援を行う拠点を設置し，相談や助言，情報提供を行う。
⑥地域において，有償ボランティアによる相互援助活動を行う。

（イ）介護をとりまく環境の整備
①介護サービス・介護予防の充実を図る。（再掲）
②家族の介護をする人への支援の充実を図る。
③高齢者の生きがいづくりの促進を図る。

数
値
目
標

（
プ
ラ
ン

）

目標名 当初(27年度) 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 目標

乳児家庭訪問率 97.8% 97.6% 97.3% 96.9% 100%

12施設

認知症カフェ 開催箇所数 ３箇所 18箇所 23箇所 28箇所 10箇所

実

施

報

告

評価指標数(a) 4

自課評価の分布 A B C D E 事業数(b)

割合(%)　((a)÷(b)) 40.0% 60.0% 0.0% 0.0%

6 0 0 0 10

0.0%

地域子育て支援拠点事業 実施施設数 10施設 10施設 11施設 14施設

（ア）子どもを産み育てやすい環境の整備（取組事業：５事業）
出生後早期に家庭を訪問する子育て家庭訪問事業は，育児の孤立化を防ぎ，乳児の健全な育成環境の確
保をはかるために，全戸訪問を目標として取り組んだ。訪問率96.9％と目標にはわずかに届かなかったが，訪
問できなかった家庭へのフォロー率は100％であった。
　また子育てと仕事の両立支援として，ファミリー･サポート･センター事業，延長保育，地域子育て支援セン
ター事業，一時預かり事業の拡充に取り組んだ。平成30年度から地域子育て支援センターが３箇所新設され
たことにより，参加人数の増加につながった。一時預かり事業(一般型)全９施設では，目標（10,000人）を上回
る延べ11,058人の児童が利用した。
（イ）介護をとりまく環境の整備（取組事業：５事業）
高齢者自身の自立，いきがいや地域づくりにつながる，いきいき百歳体操やこうち笑顔マイレージ推進事業
等の介護予防活動に取り組んだ。また，認知症本人だけでなく家族の介護負担を軽減することを目的とした認
知症カフェを推進し，設置数は28か所で目標を上回った。
　高齢者の生きがいづくりの促進では，男女共に，高齢者の生きがいづくりと健康増進につながるような，「シニ
ア健康体操」「認知症サポーター養成講座」など，高齢者も含めた受講生同士の学習交流の場となるような講
座を実施した。

０人

いきいき百歳体操 実施箇所数 317箇所 345箇所 360箇所 366箇所 405箇所

待機児童数 43人 42人 73人 43人

子育て・介護分野における環境の整備5
施策項目
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No.

1

2

3

4 【再掲】ソーレえいど事業

●第64回日本母親大会分科会　●「夜間もやってる保育園」上映と非正規で働く女性の
働き方アンケート調査　●ひろっしゅスペジャル講座　子育ては期間限定～イライラの感情
とうまくつき合おう～　●「ごはんが子どもたちを変えた！」大塚貢・食育講演会　●あっ　そ
れセクハラです！～女性が堂々と#Me Tooと言える社会を目指して！～

【再掲】県民からの企画提案事業
●学ぼう防災～自閉症・発達障害の方を家族で守る、地域で守る～　●ランナーのための
セルフケアのお灸～走ることを楽しむ女性へ～　●子育てママの”ワクワク”応援プロジェクト
●あたたかい地域づくりをめざして～みんなで仲良くアンガーマネジメント～

（
参
考

）
ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容

【再掲】ワーク・ライフ・バランス事業 ●男性家事講座　●男性応援講座

【再掲】防災啓発事業
●防災教室（「ママとパパのための防災のおはなし～災害が起きたとき，小さな命を守るた
めに～」，「親子で学ぼう！災害が起きたときに役立つ、備えと行動」）
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所管課

高齢者
支援課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

人権同
和・男
女共同
参画課

事務所向け研修の視点は，とても大切なもので，方向性も十
分理解できます。付け加えると，取り組み（研修内容）に，要介
護者のニーズとして，介護者の性別もあることも考えられるの
で，まずそこをしっかり聞くというものが必要ではないでしょうか。

全体的に重要でかつ難しい事業によく取り組んでいると思いま
す。数値目標の達成にむけてさらなる事業に進捗を期待しま
す。なお，待機児童数0人に向けた具体的な事業をいれるべ
きだと思います。また，介護予防の充実で，昨年度の課題にあ
げていた，社会福祉協議会の体制等を含めた協議結果と改善
の方向性は示しておくべきだと思いました。

ファミリーサポートセンターは大変良い取り組みと思いますが，Ｐ
Ｒという意味で，数値目標を設定してはどうでしょか。

介護をとりまく環境整備については，共働き家庭での女性の負
担が大きいので，女性だけでなく男性も共に介護支援ができる
ように関係機関や企業等への働きかけが必要です。

4.1

② 　各事業の実施状況（事業の活動） 3.6

【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

子育て・介護分野における環境の整備

（評価の目安）

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No.

施策項目 ５

５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

【推進委員会評価】

評価項目 評価
（委員会平均）

事業所向け研修では，事例の生活歴やこれまでの役割，母親
としての役割や父親としての役割など，性別の違いによってのこ
れまでの生活背景なども踏まえて，その人自身のプライドを重視
したケア方法について学ぶようになっております。また，介護者
の性別によって，役割や立ち位置なども違うことから，それらにも
配慮しながら，声掛けの仕方などについても講師から具体的な
助言等も得られ，それを実践していくような研修内容となってお
ります。

3.5

④ 　数値目標の達成状況

　【推進委員会　評価コメント・意見・提言】 【意見回答】

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.4

③ 　各事業の実施状況（事業の成果）

3.0

推
進
委
員
会
評
価

3.52
① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容）

ご意見ありがとうございます。現プランでは，保育幼稚園課は３
つの個別事業を担当し，推進しております。数値目標の待機児
童数０人に向けた個別事業はありませんが，次期プランの策定
時において，数値目標を含めて個別事業の内容を整理したい
考えております。
また，高齢者の生きがいづくりにつきましては，現在高知市社会
福祉協議会に地域福祉コーディネーターが16名配置されてお
り，地域における活動の支援などを行っております。高齢者支援
課でも地域包括支援センターの再編・強化を行い，地域におけ
る互助活動の活性化や社会参加の促進など，生活支援体制
整備事業等活用しながら行うこととしております。
地域における住民主体の活動を進めるためには，それぞれの機
関が別々に活動するのではなく，連動し，それぞれの強みを生
かすことが重要であると考え，社会福祉協議会と協議を行い，
課題解決に向けた取り組みや協議の場での協働など，それぞ
れの強みを生かした活動を進めるよう協議を行っております。
旭地区におきましては，地域住民，社会福祉協議会，民生委
員・児童委員，地区内NPO法人等との活動を行っており，実際
の活動を通じ共に活動するための体制構築を進めていくこととし
ております。

ご意見ありがとうございます。現プランでは数値目標の変更及び
追加は考えておりませんが，次期プラン2021では，委員の皆さ
まのご意見をお聞きしながら，施策，数値目標，個別事業の整
合性がとれるような数値目標を設定するよう考えております。

女性だけでなく男性もともに介護支援ができるようにするために
は，男性中心型労働慣行の見直し等，企業の理解を促進して
いく必要があると考えております。企業表彰等の啓発事業を通
して，企業のワーク･ライフ･バランスや男女共同参画についての
理解が進むように，県やソーレとも連携を図りながら，企業に向
けての啓発に取り組んでまいります。

0
1
2
3
4
5

①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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生涯学
習課・
高齢者
支援課

母子保
健課

高齢者
支援課

№31子育て家庭訪問支援で事業の評価をAからBに変更され
ていますが，こんにちは赤ちゃん訪問事業は訪問率もよく，訪
問不成立の家庭に対する状況把握をされ，情報提供もされて
いる。子育ての悩みは，いくつになってもあるものです。継続的
な訪問を願います。

高知市はファミリーサポートも充実していますし，比較的子育て
しやすい環境だと思っています。高齢者に関しても，介護施設
の充足と共に，健康寿命延伸に向けての計画も具体化されて
きています。
高齢者の生きがいづくり講座への男性の参加がかなり少ない現
状があり，そのあたりをどのように打破していくかを検討していた
だきたいと思います。
№39事業者向け研修会の目標が，「研修参加事業所のうち，
一日の水分摂取量1500㏄以上の事業所割合を60％以上に
する」とあります。高齢者の水分摂取はとても大事ですが，この
ような目標設定の根拠が分かりません。事業に見合った目標
設定をお願いしたいものです。

平成30年度の事業への参加者の男女比は，約７：３で女性が
多くなっており，引き続き男性参加者を増やすための取り組みの
必要性を感じています。例年男性の参加者が比較的多い歴史
講座や防災をテーマにした講座に加え，日本酒飲みくらべ講座
や落語など，男性が興味を持ち参加しやすい講座について開
催しました。今後も新たな講座を検討していきたいと思います。
【生涯学習課】

人間は便・尿による排泄や汗，呼気等から1日に3000ml程度が
失われております。食事等から摂取できる分を1500ｍｌ除くと，
水分としては，1500ｍｌを摂取する必要があります。また，高齢
者は体重の50％が水分（体液）と言われており，例えば，体重５
０㎏の人の総水分量は，25Kg＝25000ｍｌです。尿や汗など体
外に排泄され，飲水や食事として取り入れられる水分量の１割
の2500ｍｌ，残りの９割はリサイクルされながら体内をめぐってい
ます。高齢者は，１～２％（250～500ｍｌ）失うと意識障害，２～
３％（500～750ｍｌ）失うと循環機能に影響するなど，脳の覚醒
水準や意識レベルに大きく影響してきます。そのため，体重や
既往疾患によって，必要な水分量は違ってはきますが，最低限
体内から失われる水分を補うために必要な水分量として1500
ｍｌを目標としております。研修の参加事業所の方々は，主には
認知症の人のケアを中心とする事業所ですが，認知症の周辺
症状の原因の一つに脱水や便秘などが影響していることが分
かっています。そのため，認知症の人への体調を整えるケアは，
認知症のケアの上でも重要であることから，目標値とさせていた
だいております。実際の受講生からは，水分摂取量を増やすこ
とで，周辺症状が落ち着き，認知レベルも改善したなどの報告
を受けております。【高齢者支援課】

認知症カフェは，認知症の人や家族がホッとでき，相談できる
場であることはもちろんですが，地域の誰もが集え，認知症に対
する理解を深める場であると考えております。若い世代にも参加
していただけるよう認知症サポーター養成講座などで普及啓発
に取り組んでいくよう考えております。
今年度は，「継続」していくことをテーマに「地域を変える認知症
カフェ」をテーマに認知症介護研究・研修仙台センターの矢吹
知之先生を講師にお招きして研修会も開催しました。地域にあ
たりまえのように認知症カフェがあり，運営が継続していくことが
重要であると考えています。幅広い年代の方が参加しやすい認
知症カフェとなるよう運営方法などについても検討していきたい
と考えております。

育児や発育発達の相談について，こんにちは赤ちゃん訪問事業
での関わり以降，訪問や電話（メール），来所といった方法で個
別に対応しているほか，子育てひろばや地域子育て支援セン
ター等に出向いての育児相談等も実施しております。当市では
妊娠期から子育て期にかけて身近な相談窓口となる子育て世
代包括支援センターを２か所設置しており，今後も市民周知を
図りながらタイムリーな相談支援を展開できるよう取り組んでま
いります。

認知症カフェの開催は，本人の不安や家族の介護負担軽減に
大変重要な事だと思います。持続するのは勿論ですが，認知
症にならない若い頃からの生活習慣等のセミナーを増やしてい
けばよいのではないでしょうか。
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【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　年次報告表

取
組
内
容

（
プ
ラ
ン

）

【数値目標の現状値】

【個別事業評価の分布】

【施策の主な実施状況】

30.9%

目標

高知市地区人権啓発推進委員会の女性役員
の比率

31.1%

100%

31.3% 30.4% 40.0%

22.5% 29.3%

施策の
方向性

（ア）地域づくりにおける男女共同参画の視点の導入

（イ）防災分野における男女共同参画の視点の導入

（ア）地域づくりにおける男女共同参画の視点の導入
①地域の各種団体における女性の参画・活躍を促進するための働きかけを行う。
②「ソーレ」等と連携し，女性リーダー養成に関する講座等を実施する。

（イ）防災分野における男女共同参画の視点の導入
①女性の視点による防災対策を推進する。
②防災に関する地域の女性リーダーの育成・増加を図る。

数
値
目
標

（
プ
ラ
ン

）

目標名 当初(27年度) 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

10.0%

実

施

報

告

評価指標数(a) 2 0 0 5

0.0%

（ア）地域づくりにおける男女共同参画の視点の導入（取組事業：３事業）
市民と行政の協働のまちづくりの仕組みづくりとして，「地域内連絡協議会」の設立及び「新コミュニティ計画」
策定を推進した。平成30年度は地域内連絡協議会の設立が３地域（全23地域），設立準備が２地域で，地域内
の団体が互いに連携・協力し合える仕組みができた。また，新コミュニティ計画の策定においても，地域の小学
生や各団体等女性を含めて多くの参画者があり，多様な意見を反映できた。
　また，安全安心まちづくり推進事業として，交通安全ひろばで「交通安全ショー」を，高知県研修保育まつりに
おいて啓発グッズを配布した。どちらも来場者数が1,000人を超えるもので，多くの参加者に啓発することができ
た。

（イ）防災分野における男女共同参画の視点の導入（取組事業：２事業）
地域防災力の向上に向けて，防災人づくり塾の開催，地域の講演会等への女性講師の派遣，男女共同参画
の視点を導入した避難所マニュアルの作成等様々な取組を実施した。講師の女性比率は59%で目標の40％を
超え，男女共同参画の視点を入れた講習会を実施することができた。防災人づくり塾においては，受講者の女
性の割合が３割にとどまり，女性の参画に課題が残った。
　数値目標の「市の防災分野において男女共同参画が図られている」と感じている人の割合については，目標
値は達成していないものの，29年度と比較して大幅に上がった一方で，役員に女性がいない自主防災組織の
割合は以前として減少しておらず，課題が残った。

割合(%)　((a)÷(b)) 40.0% 40.0% 20.0% 0.0%

2 1

「市の防災分野において男女共同参画が図ら
れている」と感じている人の割合

- - 27.0% 66.0%

自課評価の分布 A B C D E 事業数(b)

役員に女性がいない自主防災組織の割合 22.0% -

地域・防災分野における男女共同参画6
施策項目
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No.

1

2

3

4

5

6

7

防災啓発事業

●女性防災プロジェクト

（
参
考

）
ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容

防災啓発事業 ●地域での防災啓発　●啓発パネル等企画展示

【再掲】ソーレえいど事業

●第64回日本母親大会分科会　●「夜間もやってる保育園」上映と非正規で働く女性の働
き方アンケート調査　●ひろっしゅスペジャル講座　子育ては期間限定～イライラの感情とう
まくつき合おう～　●「ごはんが子どもたちを変えた！」大塚貢・食育講演会　●あっ　それセ
クハラです！～女性が堂々と#Me Tooと言える社会を目指して！～

【再掲】県民からの企画提案事業
●学ぼう防災～自閉症・発達障害の方を家族で守る、地域で守る～　●ランナーのための
セルフケアのお灸～走ることを楽しむ女性へ～　●子育てママの”ワクワク”応援プロジェクト
●あたたかい地域づくりをめざして～みんなで仲良くアンガーマネジメント～

ソーレフォーラム・団体企画イベント

ボランティア育成・活用事業

●ソーレまつり2019

●ボランティア活用事業　●ボランティア育成研修

●防災教室（「ママとパパのための防災のおはなし～災害が起きたとき，小さな命を守るため
に～」，「親子で学ぼう！災害が起きたときに役立つ、備えと行動」）

人材育成事業
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所管課

防災政
策課

地域防
災推進
課

防災政
策課

防災政
策課

【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

地域・防災分野における男女共同参画

（評価の目安）

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No.

施策項目 ６

５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

【推進委員会評価】

評価項目
評価

（委員会平均）

　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 4.2

② 　各事業の実施状況（事業の活動） 3.5

3.5

④

　【推進委員会　評価コメント・意見・提言】 【意見回答】

数値目標に対して一部改善が見られるものの，当初から後退し
ている項目もあり，目標達成にむけて改善・工夫が必要です。
一方で，各事業は徐々に成果がでており，最終年度の目標達
成にむけてさらなる活動を期待します。

ご意見いただき，ありがとうございます。
高い目標値を掲げておりますが，最終年度の目標達成にむ
けて，引き続き取り組みを推進してまいります。

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.3

③ 　各事業の実施状況（事業の成果）

2.7

推
進
委
員
会
評
価

　数値目標の達成状況

3.44 ①

地域づくりにおける男女共同参画の取り組みについては，防災
分野での取り組みを考えることで，広く地域住民に浸透すると思
うので，関係各課が連携して，更に，まだ進んでいない地域へ
の働きかけを強化して，取り組みを充実させてほしいです。若い
世代に関心を持ってもらえるようSNSでの発信ができるような広
報も必要です。

防災対策部における各種取り組みについては，高知市ホー
ムページへの掲載や，公式フェイスブックにより発信しており
ます。今後とも，男女共同参画の視点を踏まえた発信内容
の充実を図ってまいります。

南海トラフに備え，地域力と共に防災力は年々高まってきてい
ると実感しています。防災人づくり塾は，受講済みの方でも何度
も受講することができ，毎年大勢の方が真剣に勉強していて頼
もしい限りです。あと，地域で活動したいと意欲をお持ちの方が
多い中，活動する場が見つからない，学びを深めたいがそのよ
うな機会がないという方への対応も具体的に実践してほしいと
思います。人づくり塾参加は時間帯の問題から，いくら託児が
あっても，子育て中の女性の受講は厳しい現状です。今の若い
方は必ず南海トラフ地震に遭遇します。予算的に無理はあるで
しょうが，そのような方への検討も今後よろしくお願いします。

防災士資格を取得した後に活動する場として高知市防災士
連絡協議会があります。協議会の案内や活動内容の紹介を
引き続き行います。
本市の防災人づくり塾は平日の夕方に行っておりますが，高
知県が週末（土日）の短期集中型の講座を高知市内で毎年
実施しています。受講を検討している方には自身のライフス
タイルに合う方を選択していただけるようこれからもご案内い
たします。

防災人づくり塾の平日夕方開催は，子育て中の女性には参加
が困難である。30年度は若年層の参加により女性も多かったと
聞くが，子育て中の女性の参加がなければ防災目的は達成で
きない。３－４年に１回程度は土日等開催の塾を開く必要があ
るのではないだろうか。多忙な住民も多いので複数年度にわた
り受講しても必要な内容が受講できれば資格を付与するなど，
連続受講ができずとも学べる柔軟な仕組みも検討してほしい。

高知県が高知市内で毎年土日開催の講座及び防災士資格
取得試験を行っております。受講を検討している方には，本
市の防災人づくり塾（平日の夕方）と比較し，自身のライフス
タイルに合う方を受講していただくようご案内しております。
資格の付与については，資格を認証している日本防災士機
構が要件を定めていますので本市が仕組みを変更すること
はできませんが，託児サービスを継続する等して子育て中の
女性にも受講しやすい講座を行ってまいります。

0
1
2
3
4
5

①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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くらし・
交通安
全課・
防災推
進課・
地域防
災推進
課

防災政
策課

子育て中（特に乳児の場合）の女性は，いろんな防災学習が開
催されてもなかなか日程が決まっていると参加が難しいと思い
ます。　その反面，地域のふれあいセンター（ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ）
などには，育児中のパパ，ママが結構来られています。　そうい
う場所に家庭内で災害が起きた時の行動や備えのような内容
のリーフレットを置いたりしてはどうでしょう。

地域の各センターに各種ハザードマップを配置しております
が，備蓄の啓発等その他のリーフレットも置き，充実した情報
提供を行ってまいります。

「研修」や「イベント」を積極的に企画されているのは高く評価で
きます。これに加えて，「なかなか時間を取ることができない
人」，「家から出て行くのが難しい人」に対して，いかに情報を伝
えていくかという工夫もしていただきたいです。スーパーなどでの
パネル展などもご検討いただければと思います。

近年問題となっている特殊詐欺被害を防止するためには，
「１人で決めずに誰かに相談すること」，「詐欺の手口に関心
を持つこと」が必要であり，イベント等に参加できない方へこう
した情報を発信し，啓発することが特に重要と考えています。
いただいたご提案を参考に検討いたします。
【くらし・交通安全課】

ご指摘のありました集客力の高い施設におけるパネル展開催
につきましては，例えば「高知市シェイクアウト訓練フォトコンテ
スト」を，大型商業施設やオーテピアで開催した事例等がご
ざいます。今後とも，男女共同参画の視点を踏まえ，パネル
展の開催など，情報の伝え方を工夫してまいります。
【地域防災推進課】

防災対策部では広報誌やフェイスブック（平日は毎日，土日
祝日を除く）を活用して防災に関する情報を配信しておりま
す。今後も様々な媒体で情報が届けられるよう検討していき
ます。【防災政策課】
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【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　年次報告表

取
組
内
容

（
プ
ラ
ン

）

【数値目標の現状値】

【個別事業評価の分布】

【施策の主な実施状況】

目標名 当初(27年度) 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 目標

幼児健診受診率（１歳６ヶ月児健診） 87.1% 96.0% 97.8%

実

施

報

告

評価指標数(a) 3 0 0 9

0.0%

乳がん検診受診率 14.6% 18.4% 19.9% 19.1% 増加

自課評価の分布 A B C D E 事業数(b)

（ア）あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援（取組事業：９事業）
乳少期から老年期おいて，それぞれ時期に応じた心と体の健康づくりの支援を各種実施した。妊娠・出産・子
育て期の切れ目ない支援として，育児相談事業や妊娠期支援事業を実施。市内２ヶ所で実施している「子育て
ひろば」では，保健師，助産師，栄養士等専門職が様々な相談に対応し，参加者の満足度も高かった。また，
妊娠期支援事業である「パパママ教室」の満足度も高く，ニーズも高くなっていることから今後は受講定員等の
見直しを行っていく。
　一方，成人対象の健康教育事業の健康講座の回数や成人健康診査の各種検診受診率については，目標を
達成できておらず，参加者及び受診者を増やす工夫が必要である。成人対象の健康相談については，来所
や電話のみならず，量販店で実施するなど気軽に相談できるよう工夫したことで利用者が増加した。
　数値目標については，乳児健診受診率（１歳６ヶ月児・３歳児健診）は年々受診率が増加している。一方，子
宮頸がん検診及び乳がん検診受診率については，前年度より微減した。

割合(%)　((a)÷(b)) 33.3% 44.4% 22.2% 0.0%

4 2

施策の方向性

幼児健診受診率（３歳児健診） 81.0% 94.6% 93.5% 98.3%

増加

90.0%

子宮頸がん検診受診率 16.4% 15.5% 16.2% 15.4%

98.0% 90.0%

（ア）あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援

ア）あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
・幼少期・思春期
①乳幼児の発育や発達に関する保護者の育児不安の軽減を図る。
②自らの心身の健康の大切さを理解し，健康管理を実践する意識啓発及び支援体制の充実に努める。
③健全な心身の成長のための教育と相談体制の充実に努める。

・活動期・出産期・更年期
①妊娠・出産・子育てにわたる切れ目のない支援体制の構築を図る。
②子宮頸がん・乳がん検診の受診を促進する。

　･老年期
①介護サービス・介護予防の充実を図る。（再掲）
②高齢者の生きがいづくりの促進を図る。（再掲）

数
値
目
標

（
プ
ラ
ン

）

男女の生涯にわたる健康支援7
施策項目
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所管課

健康増
進課

母子保
健課

健康増
進課

健康増
進課

全体的には良好な事業推進を行っていると思います。　目標が
「増加」と曖昧な設定はどうかと思います。0.1％でも増加してい
れば目標達成になりますが，目指すべき数値（例えば10％増
加等）を明確にしたほうが，取り組む姿勢としては好ましいと思
います。
　子宮頸がんや乳がん検診の受診率が大幅に改善された状
況ではないのですが，受診率向上にむけた工夫が記載されて
いません。実際に取り組んでいるのであれば，そこはPRすべき
だと思います。

施策７の数値目標は「増加」となっておりますが，個別事業№49
「成人健康診査」では，子宮頸がん検診，乳がん検診の数値目
標を，前年度実績値と比較し受診率１％増に設定しています。
受診率向上にむけた取り組みについては，広報「あかるいまち」
への検（健）診日程等の掲載や，他団体（図書館，保険会社，医
療機関等）の協力も得た啓発活動の実施，また，子宮頸がん及
び乳がん検診の一部対象者への個別受診券や，国の補助金を
活用した無料クーポン券付き受診券の一斉発送を行うとともに，
検診未受診者に受診勧奨ハガキの送付を行い，受診率の向上
に努めてきました。今後は，受診率向上にむけた取り組み内容に
つきましても，実施状況報告表で報告させていただきたいと思い
ます。

　【推進委員会　評価コメント・意見・提言】 【意見回答】

健康相談の実績は評価できるが，数字としてどこまでいけば網
羅できているかは測りがたいので，現在，市民への「お知らせ」
は具体的にどうやっているのかが文面からは見えませんでし
た。

健康相談のお知らせは，健康増進課で電話や来所で随時実施
しているものについては，市のホームページの健康増進課の主な
業務内容に掲載しています。出張して実施する場合，量販店等
開催場所にお知らせの掲示，主催者作成のチラシへの掲載，県
の健康パスポートヘルシーポイントシール付与事業として実施の
際は，県への申請により健康パスポート専用サイトで掲示，などの
方法でお知らせをしています。

子宮頸がん検診受診率，乳がん検診受診率の目標値が欲し
い。個人情報保護の範囲で，市の検診で発見できたがん，治
療につながった率など，「検診を受けると良いことがある」という
希望につながる数値もできれば欲しい。

個別事業№49「成人健康診査」では，子宮頸がん検診，乳がん
検診の数値目標を，前年度実績値と比較し受診率1％増に設定
しています。
市の検診で発見できたがんの数については，今後，実施状況報
告表で報告させていただきたいと思います。なお，平成30年度に
おける市の検診でのがん判明者数は，胃がん９名，大腸がん33
名，肺がん２名，子宮頸がん３名，乳がん18名でした。

母子保健課として，出生前検査について，どう考え，どう伝えて
いるのか，また，そういった研修があるのか知りたい。妊娠，子
育ての時期だからこそ，知ってもらう必要があるのではないかと
思います。

出生前検査とは，胎児が生まれつき内臓の形の異常や染色体
異常（先天異常）をもっていないかなどを，わかる範囲で，お腹の
中にいる間に調べる検査です。検査をすることで，母体側の健康
状態も含め，生まれた後に問題となり得る症状への対応を考え
たり準備したりすることができる場合があります。しかし，この検査
には，胎児の生命にかかわる社会的および倫理的に留意すべき
多くの課題が含まれているため，遺伝学的専門知識をもった医
師などの遺伝カウンセリングを受けるなどして，夫婦でよく話あっ
てから受けるかどうかを決めていただく検査と認識しております。
そのため，行政機関では質問があれば対応はしますが，積極的
に情報提供は行っていない現状です。

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.1

③ 　各事業の実施状況（事業の成果）

3.0

【平成30年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

男女の生涯にわたる健康支援

（評価の目安）

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No.

施策項目 ７

５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

【推進委員会評価】

評価項目 評価
（委員会平均）

推
進
委
員
会
評
価

3.48
① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 4.3

② 　各事業の実施状況（事業の活動） 3.7

3.3

④ 　数値目標の達成状況0
1
2
3
4
5

①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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母子保
健課

母子保
健課

健康増
進課

妊娠高血圧症から透析に至る女性の数が多いことを知り，それ
を防ぐための対策が気になります。妊娠前からの血液検査や，
妊娠初期での予防のための正しい知識の啓発などはどうなって
いますか？

妊娠期の健康管理は胎児の発育のみならず産後の健康状態へ
の影響が大きく，大変重要です。母子健康手帳交付時に妊婦一
般健康診査受診の重要性を説明するなど，様々な機会を通して
妊婦さん自身が健康管理への意識を高め，行動出来るよう働き
かけをしているところです。また，こんにちは赤ちゃん訪問の機会
に母親に「女性健診」受診の啓発を行うなど，産後の女性の健
康の維持増進のための働きかけも行っています。

男女の生涯にわたる健康支援は，まず“親世代の健康から”だ
と思っています。健診の受診率が増加するような具体策を出し
てください。相談をしたい，体のことを聞いてほしいと思っている
方も多い中，健康相談を健診時にできるようご検討下さい。健
診の補助等はパートの方でも可能だと思います。若い時の健康
は老後の健康に繋がりますし，健康な子育てにも繋がります。

がん検診の受診率向上にむけた取り組みについては，広報「あか
るいまち」への検（健）診日程等の掲載や，他団体（図書館，保
険会社，医療機関等）の協力も得た啓発活動の実施，また，子
宮頸がん及び乳がん検診の一部対象者への個別受診券や，国
の補助金を活用した無料クーポン券付き受診券の一斉発送を
行うとともに，検診未受診者に受診勧奨ハガキの送付を行い，受
診率の向上に努めてきました。
健診場所での健康相談の実施については，女性健診当日保健
指導を実施しており，その際に全般的な健康相談も受けていま
す。

母親だけでなく，父親も共に子育てすることが重要であることを
妊娠期の早い時期から支援できるように関係機関や企業に働
きかけて理解してもらうことが必要です。

父親が妊娠期から，妊娠のみならず産後の母親の状態の変化に
ついて理解を深め，育児をイメージすることは大事であると考えま
す。働きかけの一環として母子健康手帳交付時に高知県版父
子手帳「パパの本」を配布したり，パパママ教室への参加を呼び
かけ，知識の習得だけでなく妊娠シュミレーターや沐浴等の体験
を通して，それらを具体的に考える機会の提供に努めているとこ
ろです。父親が育児を一緒に行っていくという環境づくりといった
点において企業等への働きかけはとても重要と考えますが，積極
的に取り組めていない現状です。
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　【推進委員会　評価コメント・意見・提言】 【意見回答】 所管課

施策の方向性と数値の整合性が十分に取れていない傾向
がある。施策の方向を示す数値は何か丁寧に考え，数値選
択を行ってほしい。また，ある程度根拠のある目標とし，理
想と乖離があるときには中長期目標を設定する等の工夫が
欲しい。

次期プランでの数値目標の設定の際には，施策の方
向性と数値目標との整合性，また，数値目標の活動
事業との関連性を十分に精査し，根拠のある数値目
標を設定していきたいと考えております。

人権同
和・男
女共同
参画課

数値目標の出し方をご検討いただきたいと思います。提示
された数値目標では評価できないものがあります。目標に
沿った数値目標を提示していただきたく存じます。
それと数値目標のない事業もあり，「④数値目標の達成状
況」の評価は難しい状況です。「③各事業の実施状況(事業
の成果)」は，数値目標をふまえた総括で評価できないもの
でしょうか。
あと，各事業の目標はできれば具体的に提示していただき
たいと思います。抽象的な目に見えない目標は，評価が難
しく思います。

次期プランでの数値目標の設定の際には，施策の方
向性と数値目標との整合性，また，数値目標の活動
事業との関連性を十分に精査し，根拠のある数値目
標を設定していきたいと考えております。
また，現行のプランでは数値目標に関連した個別事
業がないものもあることから，評価項目③の「各事業
の実施状況（事業の成果）」及び④の「数値目標の達
成状況」が評価しずらいところだと思われます。
また，個別事業の目標につきましては，具体的な目標
（数値などで客観的な実績が出るもの）をできるだけ
設定するよう努めていきたいと考えております。

人権同
和・男
女共同
参画課

全体に共通することではありますが，個別事業の取り組み内
容からみて，何故，プラン2016の数値目標を設定したの
か，疑問に思うものが見受けられます。事業の成果を数値
で評価するのであれば，数値目標と個別事業の関連がわか
る実施状況報告表の様式に変更してほしい。（報告表に関
連する数値目標を記載する欄を設ける。）　また，数値目標
は事業を適切に評価できる値を設定すべきだと思います。

次期プランでの数値目標の設定の際には，施策の方
向性と数値目標との整合性，また，数値目標の活動
事業との関連性を十分に精査し，根拠のある数値目
標を設定していきたいと考えております。
様式の変更につきましては，数値目標がどの個別事
業と関連しているのかわかるように，年次報告表及び
個別事業の実施状況報告表の変更を検討していきた
いと考えております。

人権同
和・男
女共同
参画課

　評価コメント・意見・提言（全体に関すること）
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個別事業の実施状況報告



プラン2016



【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

1 男女共同参画の日「８月１日」事業

施策の方向性 (ア) 男女共同参画の意識の向上
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業概要
男女共同参画の日を中心に，パネル展示やメッセージ表彰・企業表彰などの啓発活動を実施し，市民
等に男女共同参画に対する理解を深めてもらうように努める。

※ ８月１日は，昭和58年本市にはじめて婦人（女性）担当を配置した日である。

男女共同参画
の視点

各事業の実施により，条例の理念及び「８月１日高知市男女共同参画の日」の周知を図るとともに，男女
共同参画の意識を浸透させる。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

・男女共同参画の日の事業として，メッセー
ジ表彰，企業表彰，パネル展示，啓発用横
断幕の設置を実施する。

実　績

男女共同参画ひとことメッセージ389通応
募，８通表彰。男女共同参画推進企業表彰
７社表彰。「男女共同参画の日」パネル展の
開催（１回），オーテピアでの図書企画展
示，啓発用横断幕の設置（１箇所，てんこ
す）をした。

・市民に向けた情報発信・啓発の取り組みと
して，市ホームページ，市広報紙「あかるい
まち」への掲載，啓発ティッシュ（2,500個)の
配布を実施する。

啓発ティッシュ（3,057個）の配布を実施し
た。市ホームページや市広報紙「あかるいま
ち」（８月号）へ掲載し，事業の周知を図っ
た。企業表彰は，市公式フェイスブック，「高
知市労働ニュース」へ掲載。（平成31年２
月，平成31年３月配布部数約1,500部）

男女共同参画の視点
から実施できたこと

相手を思いやる気持ちや社会に向けたメッセージなど男女共同参
画を身近に感じられるような作品を募集できるようチラシ・ポスター作
成時には文章の表現・イラスト等について配慮した。
オーテピアでの図書企画展示の際には，「男女共同参画」「女性活
躍」「ワークライフバランス」「子育て」「介護」等を中心に本の選定を
した。

事業費
（単位：千円）

58

実績の分析，
課題と今後の取組

オーテピアでの企画展示を行うなど，８月１
日を中心にした啓発活動により，市民に広く
男女共同参画について理解促進を図ること
ができた。
地域の祭りや講演会等で啓発ティッシュの
配布を行うことで，市民への意識啓発に努
めた。
メッセージの応募数が年々減少しており，今
後，募集期間の延長や，コンビニへのチラ
シ・ポスターを設置することにより，応募数を
増やすよう努める。

事業の評価
（自課評価） A ひとことメッセージ：啓発ティッシュへの折込

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の意識の向上1
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

2 市民向け男女共同参画の啓発・情報発信

施策の方向性 (ア) 男女共同参画の意識の向上
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業概要

市民向け啓発活動，情報発信を通じ，男女共同参画の理解促進を図る。
○パネル展の実施（市庁舎・ソーレまつり）。
○図書の企画展の実施（オーテピア高知図書館）
○出前講座の実施（児童クラブ等）。
○市広報紙「あかるいまち」，タウン誌等活用による啓発
○ソーレ情報紙，講演案内等を来庁者に見てもらえるよう庁内窓口に配置する。（庁外はソーレから直
接配布）

男女共同参画
の視点

市民の男女共同参画の意識の浸透，理解促進を図る。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

啓発事業（パネル展，図書企画展，出前講
座，啓発記事）回数　年15回以上。
ソーレ情報紙，講演案内等を庁内窓口に配
置する。

実　績

・パネル展の開催（計７回）
①男女共同参画週間（H30.６)②８月１日男
女共同参画の日（H30.７）③防災週間（H30.
８）④男性の家事育児参画に関するパネル
展（H30.10）⑤ ＤＶ月間（H30.11）⑥ＬＧＢＴ
に関するパネル展（H31.１）⑦ＤＶ防止啓発
パネル展（H31.１ソーレまつり）
・放課後児童クラブ，市民会館等で出前講
座を実施。（計９回）
・広報紙「あかるいまち」や地域情報誌（フリ
ペーパー「my_rica　ミリカ」11月号へ啓発記
事を掲載。
・ソーレ情報紙，講演案内等を庁内窓口に
配置

人権同和・男女共同参画課のホームページ
に市の取組みについて紹介，報告する。

市ホームページへ「男女共同参画の日」表
彰式（ひとことメッセージ作品・企業表彰受
賞企業）や「高知市の男女共同参画行政」
等について掲載。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

女性の視点から考える防災パネル（仙台市のパネルを借用）や，男
女共同参画を身近に感じられるようなパネルを選定した。また，市民
会館や児童クラブ等で男女共同参画について出前講座を行うこと
により，理解促進を図ることができた。

事業費
（単位：千円）

62

実績の分析，
課題と今後の取組

パネル展，出前講座や地域情報誌への掲
載等，様々な事業を実施することで，子ども
から大人まで幅広く，男女共同参画の理解
促進を図ることができ，また，事業の紹介や
報告についても情報発信することができた。
啓発事業については，今後も男女共同参画
について考えるきっかけとなるよう工夫に努
める。
小学生だけでなく，中学・高校生への働きか
けも今後の課題とし，取組内容を検討する。

事業の評価
（自課評価） A オーテピア１Ｆで展示：上記③

男女共同参画の意識の向上1
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

3 庁内向け男女共同参画の意識の浸透

施策の方向性 (ア) 男女共同参画の意識の向上
事業
担当課

人権同和・男女共同参画課

事業概要

庁内向け啓発・情報発信を通じ，男女共同参画の意識の浸透を図る。
○プラン2016の個別事業における男女共同参画の視点を明確にし，市の施策における男女共同参画を推
進する。
○庁内掲示板で男女共同参画に関する情報発信を行う。
○ソーレ情報紙，講演案内等を各課に配布する。
○男女共同参画推進本部部局推進員会の活動を推進する。

男女共同参画
の視点

庁内における男女共同参画の意識の浸透を図ることで，男女共同参画に配慮した施策の実施につなげ
る。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

市の事業，また国や県，ソーレ等関係機関
の事業に合わせて，男女共同参画をテーマ
に庁内掲示板での啓発・情報発信（年７回
以上）を行う。

実　績

庁内掲示板での啓発・情報発信を以下のとお
り行った。（計12回）
○ソーレ講演等案内（６回）・・・子育て応援講
座，男性応援講座，DV防止講演会，男女共同
参画講座，防災教室，男性家事講座
○男女共同参画パネル展の開催案内（５
回）・・・男女共同参画週間，女性と防災，男性
の家事育児介護，女性に対する暴力，LGBT
○職員研修「男女共同参画の視点からのワー
クライフバランス」の実施報告（１回）
ソーレ情報紙を各課に配布した。(年４回）

男女共同参画推進本部部局推進員会を開
催する。活動報告は，庁内会議で発表し，
庁内掲示板で掲示する。

庁内各部の主査級以下職員18名で構成する
男女共同参画推進本部部局推進員会におい
て「性の多様性について～知る・学ぶ・考える
～」をテーマに３班に分かれて活動した。
各班のテーマ
○「多様な性を認め合う社会を目指して～性の
多様性に配慮した啓発活動・環境づくり～」
○「性の多様性について～知る・学ぶ・考える
～（課題：職場）」
○「学校におけるLGBTの現状と課題－新しい
人権課題の向き合い方を考える－」
活動報告は，男女共同参画推進本部幹事会
及び本部会で発表し，庁内掲示板で掲示する
とともに報告書を作成し，各部局へ配付した。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

職員が日々業務で使用する庁内掲示板において，ソーレの講座等
について，見出しや内容等を工夫しながら発信し，周知を行った。
男女共同参画推進本部部局推進員会は，テーマへの取り組みによ
り，男女共同参画の視点をもった人材育成に寄与できた。活動報告
は，庁内掲示板で掲示するとともに，各部局へ報告書を配付するな
ど，全職員に向けた男女共同参画の意識の浸透につなげている。

事業費
（単位：千円）

11

実績の分析，
課題と今後の取組

男女共同参画に配慮した施策の実施につな
げるためには，庁内における男女共同参画
の意識の浸透を図ることが重要である。庁内
の男女共同参画研修と合わせて，日頃から
の情報発信及び男女共同参画推進本部部
局推進員会の取組を行うことで，多方面から
推進することができた。
今後も引き続き男女共同参画の意識の浸透
を図るための啓発・情報発信を行っていく。

事業の評価
（自課評価） A

庁内掲示板に掲示

高知市男女共同参画推進本部部局推進員会

男女共同参画の意識の向上1
施策項目 事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

4 審議会等の女性委員比率向上の推進

施策の方向性 (イ) 政策，方針決定過程への女性の参画拡大
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業概要
市が所管する各種審議会の女性委員比率の向上及び女性委員がいない審議会等の数を減少させる
ため，調査，働きかけ等を実施する。

男女共同参画
の視点

政策・方針決定過程への女性の参画拡大の推進により,多様な市民の意見を反映させることができる。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

委員の改選時期を迎える審議会等の担当
課への働きかけを行う（９課14会）。

実　績

委員の改選時期を迎える審議会等の担当
課へ，庁内メール又は訪問して働きかけを
行った（９課14会）。

庁内会議の場(年２回），庁内掲示板（年１
回）で，審議会等における女性委員の登用
状況について周知する。

庁内会議の場（年２回）において，審議会に
おける女性委員の登用状況について周知
した。また，女性委員比率40パーセント以下
の審議会等の担当課（35課82会）へ取組に
関する調査を行った。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

課長級が集まる幹事会で働きかけを行うことで推進につなげた。
事業費

（単位：千円）
0

実績の分析，
課題と今後の取組

働きかけを行った会の女性委員数は５会で
増加（うち２会は40パーセント以上），５会で
維持，３会は減少，１会は終了となった。
女性委員比率０パーセントの会は，比率で
は増加（H29年度16.7パーセント→H30年度
17.3パーセント）したが，会の数は22会から
変わらなかった。専門分野や関係機関（充
職）に女性がいない，又は非常に少なく，女
性委員の選出が困難な状況にある会が多
い。また，庁内からの充職の場合に男性管
理職であることが多いという現状があり，庁
内における女性管理職登用の推進も必要。
今後も，改選時期に関係団体等の女性管
理職についての現状をアンケート調査する
などの情報収集をしながら，女性委員登用
拡大を推進していく。

事業の評価
（自課評価） B

男女共同参画の意識の向上1
施策項目 事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

広く市民一人一人の人権意識の高揚を図るために，高知市が重点
施策とする９つの人権課題の中からテーマを選択するとともに，市
民が参加しようと思えるよう講師選定にも配慮したイベント等による
市民啓発事業を実施した。また，就学前の子どもにむけた市内保育
園で実施された学習会では，男女の区別なく，自分や友達を大切
にする，思いやりの心をもつことを学べつような内容とした。

事業費
（単位：千円）

1,690

実績の分析，
課題と今後の取組

人権週間での記念講演会は，アンケート結
果からみると、「実体験に基づく話に共感
し、明るく前向きな生き方に勇気づけられ
た」等の意見が多く、参加者の満足度は高
かった。地域の講演会も，会場が市内の高
等学校であったため，学生，学校関係者等
で1,000人近くの参加者があり，若年層を中
心に広い世代に参加してもらうことができ
た。
今後，来場者の増加にむけ，各機関への周
知等広報の仕方の検討，アンケート結果を
参考に市民の関心の高い人権問題につい
てテーマにあげていくことが必要である。

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業概要
「部落差別をなくする運動」強調旬間及び人権週間において，人権課題に精通した講師を招聘し，講演
形式の啓発活動を実施する。また，関係機関と連携した人権相談の実施や，三角塔・桃太郎旗の設置
による広報をすることで人権意識の高揚を図る。

男女共同参画
の視点

市民一人ひとりが人権尊重の理念に対する理解を深め，社会全体の人権意識の高揚をはかる。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

市民を対象とした啓発事業への参加者数を
1,300人/年とする

実　績

・「部落差別をなくする運動」強調旬間　地
域講演会(30.7.13）67人参加
・「人権週間」記念講演会(30.12.6)261人
・地域講演会(30.12.11)947人

研修講師派遣回数を年間23回以上とする ・地域の公民館等での人権学習会(派遣実
績19回)
・就学前に子ども向けの人権学習会（市内
保育園８箇所)

事業№
/事業名

5 市民啓発活動の推進

施策の方向性 (ア) 人権が尊重される社会の構築
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

2
施策項目

人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

地区の女性学級での学習会や，「男女共同参画の日」イベントのひ
とことメッセージ募集の呼びかけを行った。

事業費
（単位：千円）

2,384

実績の分析，
課題と今後の取組

高齢化に伴い，委員の確保が困難な地区
が増えているほか，地域からのイベント参加
者も少ないという現状がある。
今後，委員の人材確保とイベント等のあり方
や手法等について検討する必要がある。

事業の評価
（自課評価） B

事業概要
市内26地区に設立されている地区人権啓発推進委員会，地域の女性学級や成人学級等において実
施される人権啓発活動，人権学習会等への取り組みを支援する。

男女共同参画
の視点

それぞれの地区で学習会の内容を検討する時に,男女共同参画の視点での内容を呼びかけていく。地
区人権啓発推進委員会の総会に出席し，「男女共同参画の日」イベントのひとことメッセージ募集の呼
びかけや男女共同参画推進のための話題提供を実施していく。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

地区人権啓発推進委員数(目標値1,050人)

実　績

市民一人一人が人権問題について，理解
を深め，差別や偏見のない地域社会を確立
することをめざし，地域に根ざした啓発活動
に取り組んだ。市内26行政区全てに人権啓
発委員会を設置。平成30年度末委員数
1,016人のうち女性374人　（平成29年度末
委員数1,029人のうち女性379人)

地区人権啓発推進委員会が実施する学習
会等の活動への参加延人数（目標値4,330
人）

参加延人数　4,928人
・学習会　98回　約2,000人
・子ども映画会　41回　2,928人

事業№
/事業名

6 地区人権啓発推進委員会や地域における啓発活動，人権学習の支援

施策の方向性 (ア) 人権が尊重される社会の構築
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

2
施策項目

人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

児童虐待予防講演会のチラシを保育園・幼稚園へ配布を依頼。一
時保育を設けたことで，保護者が夫婦で参加することに繋がった。

事業費
（単位：千円）

―

実績の分析，
課題と今後の取組

・要保護児童対策地域協議会の実施
関係機関とのケースの定期的な状況確認，
主担当機関の確認，援助方針の見直しや，
課題等について協議することができた。今
後も切れ目のない支援や多様な支援につ
なげることができるよう，関係機関と連携して
いく。
・児童虐待予防講演会
講師の実体験を踏まえた講演内容は，ネッ
トやSNSなど，子どもを取り巻く環境が非行
や犯罪につながりやすくなっていることや，
周囲で見守る大人としての役割について，
聴講者一人一人が見直す良い機会となっ
た。今後も聴講者の心に響くテーマで講師
を招き，児童虐待予防の啓発に努める。

事業の評価
（自課評価） A

事業概要

・虐待を受けている児童をはじめとする要保護児童の早期発見や適切な対応を図るために，関係機関，
関係団体及び児童の福祉に関連する職務に従事する者等により構成される「要保護児童対策地域協
議会」において当該児童に関する情報や支援についての考え方を共有し，適切な連携のもとで対応す
る。
・家庭や学校，地域など社会全般にわたり，児童虐待問題に対する深い関心と理解が得られるよう，ま
た，虐待の発生予防，早期発見・早期対応を推進するめ，児童虐待対応研修の実施や，広報誌，講演
等を通じて，一般市民や関係機関等に対し継続的な広報・啓発活動を行う。

男女共同参画
の視点

子どものいる家庭におけるＤＶは，児童の人権を著しく侵害し，その心身の成長や人格の形成に重大な
影響を与えるとともに，将来の世代の育成にも懸念を及ぼす問題であり，関係機関等が連携しつつ，適
切な対応に努める必要がある。母親が被害者である場合，長期の支配下で依存傾向が強く，判断能力
の低下や，経済的自立に段階的な対応が必要な場合があり，特に女性相談支援センターや母子生活
支援施設との連携が重要となってくる。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

実務者会及び新規ケース連絡会を毎月開
催し，関係機関との情報共有や援助方針の
見直し等を行うことにより，要保護児童等へ
の適切な支援を図る。

実　績

要保護児童対策地域協議会の実施(実務
者会議年24回・新規ケース連絡会年12回・
代表者会議年１回・個別ケース会議年355
回)

児童虐待についての正しい理解と認識を深
めることができるよう，児童虐待予防講演会
（年1回）を実施する。

児童虐待予防講演会を「高知市子育て応
援講演会」とし，平成30年10月28日に開
催。テーマ「大人が変われば子どもが変わる
～子どもの気持ちを理解する～」
（参加者70名,アンケート回収率87.1%）

事業№
/事業名

7 児童虐待予防推進事業

施策の方向性 （イ）ＤＶ等暴力の根絶
事業
担当課

子ども家庭支援センター

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

2
施策項目

人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

ＤＶ等被害者として男女双方を想定し，ＤＶカードの設置を男女両
方のトイレに行うほか，啓発紙面では，表現やイラストについて男女
共同参画に配慮した。

事業費
（単位：千円）

443

実績の分析，
課題と今後の取組

県等，関係機関との情報共有，連携，また
庁内会議を開催し，システムや情報の取り
扱い等について再確認し，連携強化を図っ
た。
若者から高齢者まで，幅広い年代へ啓発を
行うことができた。特に地域の学習会では，
高齢者へ向けて，ＤＶに関する相談窓口等
の周知を図ることができた。
パネル展示や広報誌，地域情報誌につい
て，今後さらに多くの来場者等に見ていた
だけるよう，創意工夫に努める。

事業の評価
（自課評価） C

事業概要
・緊急かつ重大な被害を未然に防止するため,スムーズな庁内・庁外の連携を図る。
・相談者の安全に配慮し，ＤＶ等被害者支援の知識や能力を持つ職員の育成に務める。
・市民へのＤＶ等に対する啓発を推進する。

男女共同参画
の視点

・被害者が配偶者等からの暴力で心身ともに傷ついていること，個別の状況があることに留意し，その人
の立場に配慮した対応を徹底する。不適切な対応により,被害者に更なる被害（二次的被害）が生じるこ
とのないよう配慮する。
・DV等について正しい認識が持てるよう,若年齢期からの啓発に努める。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

ネットワークシステムに係る庁内会議の場
（年１回）を設け，ＤＶ被害者を支援する関
係各課との連携，情報共有を図るとともに，
県主催の会議（年２回）へ出席し，庁外関係
機関との連携強化に努める。

実　績

・庁内ＤＶ等被害者支援ネットワーク会議開
催（Ｈ31.２.13）
・県主催のＤＶ関係機関連絡会議（Ｈ30.
８.27），ＤＶ対策連携支援ネットワーク会議
及び専門者研修会（Ｈ30.12.５）へ参加。

DV等の防止啓発のために，パネル展開催
（2回），庁内トイレへのDVカードの設置（24
箇所）を継続する。

・ＤＶ等の防止啓発のためのパネル展を開
催（計２回）①女性に対する暴力をなくす運
動パネル展（Ｈ30.11.12～16），②ＤＶ防止
パネル展（Ｈ31.１.27ソーレまつり）。
・庁内トイレへのＤＶカードの設置継続。

DV等の防止啓発のために，パンフレット・
ティッシュ等を配布する。3,000枚（個）

・ＤＶ等防止啓発に関するパンフレット・
ティッシュ等を人権擁護委員が実施する
デートＤＶ学習会（中学・高校合わせて６校
で実施），地域の学習会及びソーレまつり等
で配布した（計1,735枚（個））
・広報「あかるいまち」や地域情報誌（フリー
ペーパー「ミリカ」11月発行号）へ啓発記事
を掲載。

事業№
/事業名

8 ＤＶ等被害者への支援体制及び防止啓発

施策の方向性 (イ) DV等暴力の根絶
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

2
施策項目

人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女平等観に立ち，自分らしい主体的な生き方ができるような人間
形成を図ることは，学校教育が目指している主体的・対話的で深い
学びに向けた授業改善及び主体的な判断の下に行動する人間を
育成することに重なり，その実現に向けた取組が各校でなされてい
るところである。

事業費
（単位：千円）

0

実績の分析，
課題と今後の取組

学校の教育活動全体を通じて，男女が協働
する活動や場面において，教師が児童生徒
に，男女の別や親交に関わらず平等に関わ
るように声がけ等をすることで，児童生徒が
分け隔てなく関わりをもち，一人一人の個性
を尊重しながら学校生活を送れるような手立
てができている。このようなことから，人権尊
重・男女平等観に基づき，児童生徒一人一
人が活躍する場面が多く設けられ，こうした
取組を通して個性や能力を尊重し，児童生
徒が主体的に学び，考え，行動する教育の
推進が図られている。

事業の評価
（自課評価） A

事業概要
学校教育全体を通して，人権の尊重，男女の平等，相互理解・協力についての指導の充実を図るととも
に，自立の意識を育む教育，一人一人の個性や能力を尊重し，児童生徒が主体的に学び，考え，行動
する教育を推進する。

男女共同参画
の視点

自分らしい主体的な生き方ができるような人間形成を図るため，男女平等観に立った教育活動を充実し
ていく。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

各学校において，教科等（教科外，道徳教
育及び特別活動など）の全ての教育活動に
おいて，男女の平等，相互理解・協力につ
いての指導を児童生徒の発達段階に応じ
て系統的に実施する。 実　績

授業，学級活動，行事等における学校の教
育活動全体を通じて，男女の区別なく編成
された組織及び班で，男女が協働する活動
を行った。また，児童生徒の発達段階に応
じて，互いの人権を尊重し，男女共同の在り
方や男女相互の理解を図るとともに，男女
の平等，相互理解・協力についての指導を
行った。

事業№
/事業名

9 男女平等教育の推進

施策の方向性 (ア）男女平等教育の推進
事業
担当課

学校教育課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

教育・学習の充実3
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

各学校において男女平等・男女共同参画の意識が教職員等に十
分広まり，出席簿等における男女混合名簿の普及が，全ての市立
学校において実現している。

事業費
（単位：千円）

－

実績の分析，
課題と今後の取組

全ての市立学校において，男女平等や男
女共同参画を実現するための人権学習が
計画・実践され，児童生徒及び教職員の人
権意識の向上に寄与している。今後も，本
市の掲げる９つの人権課題の一つとして，
幼少期から継続した児童生徒の人権感覚
の育成・男女平等意識の向上に努めてい
く。

事業の評価
（自課評価） Ａ

事業概要
学校における男女平等に関する学習や男女共同参画についての学習を推進するため，人権教育に関
する情報提供や各学校への指導・支援を行う。

男女共同参画
の視点

次代を担う子どもたちが個々の個性と能力を発揮できるように育っていくために，子どもの頃から男女共
同参画を理解し，教育・学習の充実を図れるよう，指導・支援していく。

【重点項目】　●人権の尊重　 ●男女平等意識の形成 　●固定的性別役割分担意識の解消

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

市立小・中・義務教育・特別支援学校（59
校）において，男女平等や男女共同参画を
実現するための人権学習が計画・実践さ
れ，平成30年度末の人権教育実践概要に
おいて「女性」の人権の項目に，実績として
記載した学校の割合　100％

実　績

平成30年度末の各学校の「人権教育実践
概要」において，「女性」の人権の項目に，
学習を実施した記載がされている。
【記載した学校は市立小・中・義務教育・特
別支援学校59校で，実施率は100％】

事業№
/事業名

10 学校における男女平等教育の推進

施策の方向性 (ア）男女平等教育の推進
事業
担当課

人権・こども支援課

男女共同参画の視点による

教育・学習の充実3
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

保育所等の職員が，人権研修を通じて男女の人権尊重について学
び，子どもの頃から男女がそれぞれの違いを理解し尊重し合う心を
育てることの大切さについて学ぶことができた。

事業費
（単位：千円）

48

実績の分析，
課題と今後の取組

全９回で合計975人の参加があり，人権問題
に関わる学習を行った。今後も適切に事業
を実施する。

事業の評価
（自課評価） A

事業概要

人権問題に関わるさまざまな立場の講師の講演をとおして，人権問題に係る学習を進める。
・主催：保育幼稚園課
・対象：市内保育所職員（市営保育所は全員参加，民営保育所は，各園1名以上の参加），認定こども

園職員及び小規模保育施設職員

男女共同参画
の視点

・男女の人権が尊重される社会の実現を目指すには，幼児の頃から命を大切にする心や，男女がそれ
ぞれの違いを理解し尊重し合う心を育てることが大切である。
・子どもに関わる者が相互の人権を尊重し，男女平等について定期的に研修を行い，理解の浸透・意
識啓発に努める。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

人権尊重，男女平等の視点に立った研修
の実施（9回/年）

実　績

教育・保育施設職員の全職種を対象に平
成30年度は9回人権に関わる研修を行っ
た。
研修(講演)内容
①「子どもたちの心の居場所づくり」
②「身近な人権問題について」～同和問題
を中心に～
③「子どもの心の発達とアタッチメント」～児
童心理臨床活動を通して～
④「一人ひとりが輝く保育の環境」
⑤「鬼嫁の涙」～発達障害に向き合う人々を
取材して～
⑥「子育ち支縁」～気になる高知市の子ども
たち～
⑦「人権を大切にする子どもの育成を目指
して２」～「あさにのこころ」の実践から～
⑧「子どもの心の発達とアタッチメント」～児
童心理臨床活動を通して～
⑨「甘え・子育て」～心の響きあい　親子支
援～

事業№
/事業名

11 保育所職員の人権研修の推進

施策の方向性 (ア）男女平等教育の推進
事業
担当課

保育幼稚園課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

教育・学習の充実3
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女の人権に対する啓発等の研修を実施した。また，派遣研修に
女性職員を積極的に派遣した。

事業費
（単位：千円）

-

実績の分析，
課題と今後の取組

人権研修推進員研修については毎年受講
率が高い。職場人権研修の実施に真剣に
取り組む所属長の姿勢が伺える。人権研修
推進員研修は，台風対応業務などの影響も
あり，例年に比べ，受講率がやや低かった
が，目標は概ね達成できたと感じている。人
材育成の視点に加え，人権に対する職員の
意識啓発・能力発揮促進の視点からも，出
席を促していく。
また，その他の研修については，今後も適
切に事業を実施する。

事業の評価
（自課評価） B

事業概要
こうち人づくり広域連合と連携し，男女共同参画社会づくりに係る研修や人権研修を実施する。また，女
性職員の能力開発や意識改革のため，自治大学校や市町村アカデミーなど各種研修機関へ積極的に
派遣する。

男女共同参画
の視点

・男女の人権に対する啓発等，人権に対する市職員の意識啓発・能力発揮促進のために研修を実施
する。
・階層別研修や管理職の研修等に男女共同参画社会づくり研修を実施，全職員また意思決定権限の
ある管理職員の意識改革を促す。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

引き続きこうち人づくり広域連合実施の階層
別研修を受講することで，各階層での男女
の人権に関する啓発を継続する。

実　績

人権研修・・・階層別研修 （一般職員119
人，新任係長71人）・人権研修推進員研修
（88人）・職場人権研修（3,793人）

職員の意識改革のために，男女共同参画
セミナーへの２年目課長補佐級職員を派遣
する。

男女共同参画セミナー・・・２年目課長補佐
級職員研修（42人）

女性リ-ダ-職員育成のため，研修機関等へ
計画的に派遣することで女性職員の能力開
発の機会を継続する。

派遣研修・・・自治大学校・市町村アカデ
ミー「自治体リーダー・ステップアップ講座」・
国際文化アカデミー「女性リーダーのための
マネジメント研修」・日本経営協会「地方自
治体女性職員交流研究会」（各１名）

○派遣研修等報告会での女性職員の報告
（１回目３人，２回目５人）

○政策研究事業による派遣研修への女性
職員の参加（16人）

事業№
/事業名

12 市職員に対する研修

施策の方向性 (ア）男女共同参画の意識の向上
事業
担当課

人事課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

教育・学習の充実3
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

本研修を行うことで，職員が自分自身と職場におけるのワーク・ライ
フ・バランスについて考え，また，行政職員として男女共同参画に対
する理解を深めてもらう機会とした。

事業費
（単位：千円）

30

実績の分析，
課題と今後の取組

受講後のアンケートでは，「理解できた」「概
ね理解できた」を合わせて97.9％と男女共
同参画とワーク・ライフ・バランスについて，
理解を深めることができた。また，受講して
の感想では「ワーク・ライフ・バランスが進む
ことによって社会全体がプラスになると思うよ
うになった」「無意識にジェンダーにとらわれ
ていることに気がついた」「理想どおりには
いかない」などがあった。
人事課による「特定事業主行動計画」の取
組について周知することで，より効果的に実
施できた。
今後も引き続き，男女共同参画について職
員の意識を高めていく取組を継続する必要
がある。

事業の評価
（自課評価） A

事業概要 市職員に対する研修として，男女共同参画に関する研修を実施し，職員の意識啓発を促進する。

男女共同参画
の視点

市職員向けに男女共同参画をテーマにした研修を実施し，職員の男女共同参画の意識の浸透をはか
る。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

男女共同参画階層別研修を実施。〔30年度
は主査補・技査補（主事・技師含む）級職員
を対象に開催〕

実　績

高知市職員男女共同参画階層別研修で講
座「男女共同参画の視点からのワーク・ライ
フ・バランス」を開催。
対象：主査補級職員
参加者：231名

講師：森田　美佐氏（高知大学教育研究学
部人文社会科学系教育学部門　准教授）

同時開催：人事課による「仕事と家庭の両
立・女性の活躍応援プラン～ ワーク・ライ
フ・バランスを図りながら ～（高知市特定事
業主行動計画）」の周知

参加しやすいよう午前と午後の２回研修を
実施。

平成30年12月13日（木）
９：30～12：00，13：30～16：00
（同内容の講座を午前と午後に開催）

事業№
/事業名

13 男女共同参画研修(市職員向け）

施策の方向性 (ア）男女平等教育の推進
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

教育・学習の充実3
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

学校で男女それぞれの体のつくりやはたらきの違いを教え，特性を
認め合い，お互いを尊重しあう心を育てる取組がなされた。

事業費
（単位：千円）

（－）

実績の分析，
課題と今後の取組

貸出した教材の人形を抱いたり，エプロンシ
アターを着用することで体験型の学習が実
施でき，いのちの大切さや異性への理解や
尊重の念をはぐくむことができた。
成長・発達の途上にある児童生徒は，その
個人差も大きく，それに配慮した指導を展
開していくことが今後の課題である。

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業概要

・心身の成長・発達や心の健康について理解する。
・誤った情報に惑わされることなく，心身の変化に対応した適切な行動がとれるようにする。
○ 小学生

男女の体の違いや思春期の体や心の変化について理解すること，命を大切にする心や，男女が互い
に尊重し合う心を育てるための取組を，各学校が児童の実態を踏まえて実施。
○ 中学生
身体的な成熟に伴う性的な発達に対応し，異性の尊重や性情報への対処など，性に関する適切な態

度や行動の選択が必要となることが理解できる学習の実施。命を大切にする心や，男女が互いに尊重
し合う心を育てるための取組を，各学校が生徒の実態を踏まえて実施。
○特別な支援を要する児童生徒
発達や障害の度合いにより教材を工夫し，男女の身体の違いが分かる掲示物（絵等）を活用する。

男女共同参画
の視点

・学校で男女それぞれの体のつくりやはたらきの違いを教え，特性を認め合い，お互いを尊重しあう心を
育てる。
・児童生徒の心の変化について，学年の発達段階に応じた学習を展開し，主体的に生きる力を育む。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

模型やパネル等，工夫された教材を用いた
体験型学習の実施を促し，命の大切さを具
体的に学習できるように指導・支援する。

実　績

胎児人形や沐浴人形，エプロンシアター等
の教材の貸出を行い，各校で活用された。
（教材貸出件数：６件）
（活用校数：６校）

養護教諭の研修会等で性に関する教育の
実施状況を知らせ，実施校の取組例を紹介
したり，教育計画の中に，性と生に関する
「いのちの学習」を位置づけるよう促す。

養護教諭の研修会等で性に関する指導の
取組を啓発した。

助産師等外部講師による講演会を紹介す
る。

助産師等外部講師による講演会を養護教
諭等の研修会で紹介し，講習会が実施され
た。
（講演会：16件）

事業№
/事業名

14 思春期保健指導（性教育）の充実・促進

施策の方向性 (イ）青少年の心と体の健全な育成
事業
担当課

学校教育課

男女共同参画の視点による

教育・学習の充実3
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点か
ら実施できたこと

思春期教室（サポート授業）では，男女共に生命の誕生やいのちについ
て伝えることができた。

事業費
（単位：千円）

0

実績の分析，
課題と今後の取組

養護教諭定例会での啓発は，学校及び養護
教諭との連携を図るために，年１回ではあるが
今後も継続して実施していく。

思春期教室（サポート事業）については，依頼
があった学校等への対応ができた。今後も依
頼に対応していく。

事業の評価
（自課評価） Ａ

事業概要

・養護教諭の定例会での啓発を行う。
【思春期教室】
  学校で性教育を実施できるように，対象者や授業の内容に合ったサポート，資料教材の提供，物品の貸出し
を行う。
開催校 ： 学校からの依頼

男女共同参画
の視点

・性教育は「いのちの教育」である。生命の尊重や自己及び他者の個性を尊重し，相手を思いやり望ましい人
間関係を構築した上で性関係をもつなどの適切な行動を取れることを目的として，男女共に生命の誕生やい
のちについて伝えていく。
・男性も主体的に育児をすることの重要性や育児の喜びを,児童と両親の両世代に伝える。
・将来男女が協力して育児を行うことができるよう，育児に関する実技も男女ともに実施する。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

命を大切にする心や，男女がそれぞれの体の
特徴や違いを理解し尊重しあう心を育てるため
の取り組みを行う。養護教諭定例会での啓発
を行う。（年１回）

実　績

学校で性教育を実施できるように，養護教諭定
例会で思春期教室のサポートや性教育関係の
物品貸出等について説明，啓発を実施。（１
回）

学校等の依頼により，思春期教室の開催や物
品等の貸し出しを行う。

思春期教室（サポート授業）
　小学校：６校，高等学校：２校　延９回
性教育関係の物品貸出
　小学校：11校，高等学校：２校　延16回

事業№
/事業名

15 思春期保健指導（性教育）の充実・促進

施策の方向性 (イ）青少年の心と体の健全な育成
事業
担当課

母子保健課

男女共同参画の視点による

教育・学習の充実3
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女別に限らず，未成年の健全育成という観点から，加害にも被害
にもさせないという意識で啓発・指導に取り組んだこと。また特に，夜
間補導活動の際に遅い時間に児童生徒に出会った場合は女子に
は性被害にあう危険性について触れるようにした。

事業費
（単位：千円）

308

実績の分析，
課題と今後の取組

街頭補導件数自体も減ってきている。以前
と比べて，子どもたちが日中・夜間問わず外
で子どもたちに出会うことが少なくなってい
る。しかし，一方で学校等からは，ＳＮＳでの
トラブル等の相談が寄せられることが増加傾
向にあることから，問題がないわけではな
い。子どもたちの行動パターンを学校と情報
共有する等して実態把握をしながら効果的
に働く街頭補導を実施していく必要があると
考えている。

事業の評価
（自課評価） Ａ

事業概要

①少年補導センター職員による街頭補導活動(日中・夜間)
②少年補導センター職員と中学校，高等学校の補導委員，地区補導委員，関係機関職員との合同補
導活動 (夜間:夕方～21:00位,季節による)
③少年や保護者からの相談活動「少年問題に関する相談」（月～金，土日祝を除く8:30～17:15）
④夜間における少年電話相談「アシスト119」（年末年始，祝日等を除く毎週月・火・金曜日18：00～21：
00）

男女共同参画
の視点

・携帯電話（スマートフォン）をはじめとする情報通信機器の急速な普及により，見知らぬ者同士がイン
ターネット上において短時間で，気軽にコミュニケーションが図れるようになった。その結果，交流サイト
等にアクセスして性犯罪などに巻き込まれる危険性が増大するとともに，ネット上での人権侵害やいじめ
の被害者や加害者となることが懸念されている。
・児童生徒，保護者から寄せられる相談では,友人関係，性の悩み，いじめ，学校生活等で悩みを抱え
ている実態がある。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

夜間の街頭補導時，女子児童生徒に出
会った時には，性被害にあわないことも含め
声かけにつとめる。（街頭補導時における声
かけ数4，200件以上）

実　績

昼間，夜間の街頭補導時での声がけ数は，
2,165件。天候，気温等によって違い
があると思われるが，例年に比べて公園，
飲食店等に青少年があまり多く出ていな
かった。

気軽に匿名で相談でき，かつ適切な助言が
できる相談活動を進める。（アシスト１１９を
含む相談受理件数300件）

相談件数は181件であった。ＳＮＳ等の普及
により，見知らぬ人に電話で相談すること自
体に抵抗を感じる方が増えたのではと感じ
ている。

事業№
/事業名

16 青少年の見守り相談活動

施策の方向性 (イ) 青少年の心と体の健全な育成
事業
担当課

少年補導センター

男女共同参画の視点による

教育・学習の充実3
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女別に限らず，未成年の健全育成という観点から，加害にも被害
にもさせないという意識で啓発・指導に取り組んだこと。特に，女性
の被害防止について触れた。

事業費
（単位：千円）

666

実績の分析，
課題と今後の取組

市内の学校だけからではなく，市外の学校
等からも依頼を受けるようになり，それらの
依頼にはすべて対応することができた。少
年補導センターが情報モラル教育に取り組
んでいることの認知も広がったと考えてい
る。また，学校内で同じようなトラブルが発生
している現状からすると一度だけに終わら
ず，繰り返し啓発・指導していく必要があると
感じている。

事業の評価
（自課評価） Ａ

事業概要
携帯電話を利用したインターネット上に氾濫する有害情報へのアクセスについては，多大な被害が発生
し，社会問題化している。そこで，携帯電話・インターネットの危険性に関する啓発を行い，被害防止に
努める。

男女共同参画
の視点

①インタ－ネット等の普及によって女性や子どもの人権を侵害するような違法･有害な情報の発信主体
が多様化し，受信も容易となっている状況を踏まえて対応する。
②少年の安全を守る環境整備を推進するため，学校，家庭やＰＴＡ等の団体，地域住民等が連携し，イ
ンターネット等のメディアが社会や生活に及ぼす影響について講演し，啓発を図っていく。

●インターネット等の危険性の周知（フィルタリングの必要性）
●幼い頃からの人権意識・モラルについての指導
●大人の見守り・指導の重要性

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

すべての小学校・義務教育学校で情報モラ
ルの出前研修を実施する。（実施後の児童
アンケートの正答率90％以上）

実　績

学校からの依頼があった学校や団体には，
100％対応するとのことで依頼には応じた。
出向いた団体数は延70団体，117回実施し
た。

児童生徒・保護者に対して，ポスター・チラ
シ・リーフレット等を作成・配付し，インター
ネットの危険性やフィルタリングの必要性等
の広報啓発に努める。
（出前授業研修の受講者数：5,000人）

出前教室を行った受講者や児童生徒，保
護者に対してチラシを配付し啓発を行った。
出前授業研修の受講者数は，8,833人。

事業№
/事業名

17 携帯電話・インターネット有害情報に対する啓発活動の充実

施策の方向性 (イ) 青少年の心と体の健全な育成
事業
担当課

少年補導センター

男女共同参画の視点による

教育・学習の充実3
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

スポーツを通じ，子どもから高齢者まで，男女ともに誰もが参加でき
るような内容で実施した。

事業費
（単位：千円）

510

実績の分析，
課題と今後の取組

参加者が減少している地区もあり，防災の
取り組みを取り入れたり，各地区で工夫をし
て実施している。
開催情報の発信，各地区の現状の把握と運
営側の人材確保に取り組む必要がある。

事業の評価
（自課評価） B

事業概要

小学校区域での地区運動会やスポーツ教室を開催するとともに，地域での各種団体（PTA・町内会・地
区青少年育成協議会・地区交通安全会議等）との連携による事業を開催することで，スポーツ以外でも
さまざまな地域活動の連携強化が図られていく。その中で，地区スポーツ推進の母体となる地区体育会
の活動支援を働きかけていく。

男女共同参画
の視点

スポーツを通じ，高齢者・障がい者・男女ともに誰もがいくつになっても，健康づくり・生きがいづくりをし
ながら地域活動に参加できるように推進し，地域の連携強化を促す。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

地区体育会での地区運動会を
開催する（33地区）

実　績

地区体育会での地区運動会を開催した（34
地区，参加人数：15,240名）

近隣地区で、合同スポーツ
イベントを実施する（4地区)。

近隣地区で、合同スポーツイベントを実施し
た（５地区)
・朝倉地区ソフトボール大会（朝倉・朝倉第
二）
・チャレンジおらんくの海（三里・十津）
・ソフトバレーボール大会（旭・横内）
・ソフトバレーボール大会（旭東・第六）
・国分川河畔歩こう大会（一宮・一宮東・布
師田）

事業№
/事業名

18 スポーツ推進事業

施策の方向性 (ウ) 生涯学習，スポーツ分野の男女共同参画の推進
事業
担当課

スポーツ振興課

男女共同参画の視点による

教育・学習の充実3
施策項目 事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

各体育会等への声かけの結果，30代から60代までの22名の受講生
を募ることができた。女性の参加を呼びかけ，６名が受講，全員が認
定された。
更新講習の回数を２倍に増やし，８割弱が参加した。

事業費
（単位：千円）

370

実績の分析，
課題と今後の取組

個別の声かけ等，受講生募集の結果，22名
の受講生，19名を認定できた。今後も女性
の受講生を増やす取り組みを実施する。
更新講習については，回数を増やした結
果，概ね参加してもらえたが、より多く参加
できるよう土日の開催等を検討していく。

事業の評価
（自課評価） B

事業概要

・推進指導員は地域でのスポーツ大会・教室の企画・運営について、中心的役割をはたしている。近
年、高齢化のため、登録辞退数が増えている。講習を７カ月受講しなければならず、養成教室受講者を
安定して確保していくことが課題である。
・生涯スポーツを推進するにあたり，男女・年齢を問わず指導者を育成している。
・20歳代～80歳代の指導員が存在し，高齢者スポーツ，障害者スポーツについても学習している。

男女共同参画
の視点

スポーツ経験者でなくても参加できるスポーツを提唱し，男女ともに誰もがいくつになっても，健康づく
り・生きがいづくりをしながら地域活動に参加できるように推進する。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

養成教室を実施。
新規認定者10名以上を目指す

実　績

養成教室を７カ月（６月～12月）実施。
受講者22名，新規認定者19名。

更新講習を年５回実施。
更新者137名全員の参加を
目指す。

更新講習を年10回実施。
更新者137名中109名（79％）参加。

事業№
/事業名

19 地域スポーツ振興のための指導者の育成

施策の方向性 (ウ) 生涯学習，スポーツ分野の男女共同参画の推進
事業
担当課

スポーツ振興課

男女共同参画の視点による

教育・学習の充実3
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

20 「高知市労働ニュース」の充実・情報提供拡充

施策の方向性 (ア) 雇用等における男女共同参画の推進
事業
担当課

産業政策課

事業概要 平成18年度から発行している「高知市労働ニュース」で周知を図る。

男女共同参画
の視点

就業は生活の経済的基盤であり，また,働くことは自己実現につながるものである。働きたい人が性別に
関わりなくその能力を十分に発揮できるように労働者や事業者に対して法や制度の周知を図る。男女が
均等な機会の下で一層活躍できること，また，男女が長時間労働等を前提とした従来の働き方を見直
し，仕事と生活の調和を実現することは人々の健康の維持や育児･介護も含め，家族が安心して暮ら
し，責任を果たしていく上で重要である。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

「高知市労働ニュース」を年４回発行する。

実　績

年４回発行（平成30年度主な内容）
・６月号：高知市勤労者交流館の利用案内
・10月号：「働き方改革」の実現に向けて
・12月号：平成30年度高知市技能功労者表
彰のご紹介
・３月号：「働き方改革」についてのお知らせ
―制度改正のポイントと相談窓口―

「高知市労働ニュース」に男女共同参画の
視点をもった記事を掲載する。

「高知市男女共同参画推進企業表彰」関係
記事を掲載
・10月号：30年度受賞企業
・３月号：31年度表彰制度の紹介

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女共同参画に積極的に取り組む団体や表彰制度の周知を図ると
ともに，働き方改革の制度の周知を図り，ワーク・ライフ・バランスの
実現に資する記事づくりに努めた。

事業費
（単位：千円）

5

実績の分析，
課題と今後の取組

男女共同参画推進企業表彰関係の記事は
優先して掲載することとしている。
今後も男女共同参画の推進に資する事業
内容となるように努める。

●平成31年３月号

事業の評価
（自課評価） B

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

21 雇用促進・就労支援

施策の方向性 (ア) 雇用等における男女共同参画の推進
事業
担当課

産業政策課

事業概要
高知市単独事業として若年求職者を対象にした若者支援を実施

高知市雇用創出促進協議会において女性や高齢者を対象にした就業支援のセミナーを実施

男女共同参画
の視点

少子高齢社会を迎え，労働の担い手となる生産年齢人口の割合は，減少の一途をたどっており，新た
な労働力の担い手として，女性や高齢者が注目されている。
また，高知県内の高校新卒者の就職内定率は平成22年度から90％を超えており，若者の雇用情勢も
一定の好転が見られているが，将来を担う若者が希望どおり地域へ定着ができるよう働きかけていくこと
が課題となっている。
高知市においては若年の求職者に対して就職支援事業を実施するとともに，高知市雇用創出促進協
議会において，一般求職者をはじめ，対象を女性や高齢者に特化した就職支援事業を実施し，性別や
年齢にかかわらず，男女ともにいきいきと働ける社会の実現に寄与している。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

若者就職応援事業において性別にかかわ
らず若年求職者を支援。
アウトプット（参加者）　20人
アウトカム（就職者）　10人

実　績

若者就職応援事業において性別にかかわ
らず若年求職者を支援。（平成31年4月末
現在）
アウトプット（参加者）　28人（17人）
アウトカム（就職者）　11人（４人）
※（ ）内は女性の人数

2,761千円

高知市雇用創出促進協議会事業において
就職を支援。
・女性のための就職応援セミナー
アウトプット（参加者）　20人
アウトカム（就職者）　６人
・シニア世代の再就職支援セミナー
アウトプット（参加者）　20人
アウトカム（就職者）　６人

高知市雇用創出促進協議会事業において
就職を支援。（平成31年4月末現在）
・女性のための就職応援セミナー
アウトプット（参加者）　21人
アウトカム（就職者）　15人
・シニア世代の再就職支援セミナー
アウトプット（参加者）　31人（17人）
アウトカム（就職者）　17人（10人）
※（ ）内は女性の人数

3,717千円

男女共同参画の視点
から実施できたこと

セミナーにおいて託児を実施した。また，セミナー受講後，高知市
無料職業紹介所への求職者登録を促し，本人の希望の働き方を聞
きとったうえで，その実現に向けて継続的に支援した。

事業費
（単位：千円）

2,761

（3,717）

実績の分析，
課題と今後の取組

若者就職応援事業における女性の就職者
数は例年並みであったが，男性より少ないと
いう結果であった。
高知市雇用創出促進協議会事業における
セミナー受講者については，無料職業紹介
所に求職者登録し，継続して支援した結
果，女性は71％，シニアは54％（うち女性
58％）を就職につなげることができた。
今後も適切に事業を実施する。

事業の評価
（自課評価） B

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

22 男女共同参画推進企業表彰

施策の方向性 (ア) 雇用等における男女共同参画の推進
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業概要

「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」に基づき，男女共同参画の推進に関する活動を積極的
に実施している事業者を表彰し，市内事業者の男女共同参画推進を目指す。
　表彰式は「８月１日男女共同参画の日」に実施予定，表彰企業の取組を広報し，事業者の男女共同
参画の取組みを推進する。

男女共同参画
の視点

雇用の場における男女の固定的役割分担意識に基づく働き方の見直しや仕事と生活の調和を可能に
するためには,事業者の意識改革や取組みが不可欠である。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

表彰に関する募集，広報等におけるチラシ・
ティッシュ等の配布数　1,000枚（個）

実　績

募集チラシは500枚，結果広報チラシは200
枚，ティッシュ229個，男女共同参画ニュー
ス1,800枚を配布した。

表彰結果や取組等を広報するパネル展，記
事等の回数　５回

庁内・ソーレまつりでのパネル展各１回，広
報あかるいまち・労働ニュースへの掲載（募
集，結果）各２回，表彰結果ホームページ掲
載１回，フェイスブック掲載１回，男女共同
参画推進企業表彰の啓発紙（男女共同参
画ニュース）発行１回，計９回の広報を行っ
た。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女共同参画に積極的に取り組む事業者を表彰し，広報を行うこと
で，雇用の場における男女共同参画の意識を拡げることができた。

事業費
（単位：千円）

32

実績の分析，
課題と今後の取組

募集に際しては，関係機関・団体等の組織
全体に浸透するよう，チラシ配布以外に広
報紙への掲載について協力を依頼。結果と
しては，前年度から４社増の７社の応募が
あった。
今年度新たに，表彰企業をＰＲするため，男
女共同参画ニュースを発行し，高知県産業
振興センター発行の企業向け紙面「情報プ
ラットフォーム」への折り込み，関係機関へ
の配布，市フェイスブックで広報を行った。
今後も雇用等の場における男女共同参画
意識の向上にむけて取り組む。

事業の評価
（自課評価） A

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

23 ひとり親家庭等の相談及び就業自立支援

施策の方向性 (ア) 雇用等における男女共同参画の推進
事業
担当課

子育て給付課

事業概要

母子・父子自立支援員２名を子育て給付課に配置し，相談内容に対して必要な情報提供や助言等を
行う相談業務を行う。
　特に就業については，県と共同で「ひとり親家庭等就業・自立支援センター事業」をＮＰＯ法人に委託
し，就業情報の提供，就業のための各種資格や技能取得のための制度案内，保育所等に関する情報
提供を実施している。ほかに，専門相談員による課題整理も行い自立を支援している。

男女共同参画
の視点

 従前は母子及び寡婦家庭中心の支援であったが,近年は支援の対象を父子家庭も含めたひとり親家
庭全般とし,様々な悩みに適切な助言を与えることで生活の安定を図り,就業相談の内容を充実させるこ
とによって経済的な自立を目指す。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

ひとり親家庭等就業・自立支援センターの
利用者（相談者）が，目標値の1,000件を超
えるよう，センターの周知徹底に努める。

実　績

利用者（相談者）は，543件であった。

上記センターでの就業実績数が目標値の
30名を上回るよう支援する。

就業実績数は26名であった。
内訳：男性２人，女性24人

男女共同参画の視点
から実施できたこと

就業支援については、ソーレ２Fの母子家庭等就業・自立支援セン
ターにて行った。また、出張しての相談も実施した。

事業費
（単位：千円）

5,937

実績の分析，
課題と今後の取組

移動相談の実施等ソーレだけではなく出張
しての相談機会の増加を図っているが，利
用が少ないので，必要としている人に本事
業の情報が届くように工夫した広報を実施し
ていく。
○子育て給付課：あかるいまち，ホームペー
ジ
○ひとり親家庭等就業・自立支援センター：
高知しごとネット，高知新聞「こみゅっと」「ミリ
カ」，市町村，ハローワーク，社会福祉協議
会にチラシ掲示依頼等

事業の評価
（自課評価） C

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

24 市主催事業における託児サービスの充実

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業概要
市が主催する講演会，研修会で，託児の設置を促進することにより，子育て世代が参加しやすい環境を
つくる。

男女共同参画
の視点

子育て世代がさまざまな事業に参加しやすい環境づくりに取り組むことにより，ワーク･ライフ･バランスの
充実や男女がともに参画する社会を促進する。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

年に２回程度，各所属長宛に市主催の講演
会，研修会等の開催時の託児設置につい
て依頼する。（年度当初・予算要求時期に
庁内掲示）

実　績

・市主催の講演会，研修会等開催時には託
児設置を行うよう，庁内掲示板で呼びかけを
行った（H30．５月，10月の２回）。

託児予算が付いていない事業について，当
課で託児に係る費用を負担する。

託児設置数（当課手配分）１件，利用人数
３名

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女を問わず子育て世代がさまざまな事業に参加しやすい環境づ
くりのため託児の設置を全庁に促した。

事業費
（単位：千円）

10

実績の分析，
課題と今後の取組

平成24年度から託児開設を呼びかけしてい
るが，毎年恒例となっている講演会等につ
いては，所管課にて託児費用の予算計上
及び手配をお願いし，定着を図っている。
今年度は，当課手配分で１件であり，所管
課での託児設置が定着してきている。
今後も講演会等で，託児の設置が行えるよ
う庁内への周知及び設置支援を行う。

事業の評価
（自課評価） A

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

20 【再掲】「高知市労働ニュース」の充実・情報提供拡充

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

産業政策課

事業概要 平成18年度から発行している「高知市労働ニュース」で周知を図る。

男女共同参画
の視点

就業は生活の経済的基盤であり，また,働くことは自己実現につながるものである。働きたい人が性別に
関わりなくその能力を十分に発揮できるように労働者や事業者に対して法や制度の周知を図る。男女が
均等な機会の下で一層活躍できること，また，男女が長時間労働等を前提とした従来の働き方を見直
し，仕事と生活の調和を実現することは人々の健康の維持や育児･介護も含め，家族が安心して暮ら
し，責任を果たしていく上で重要である。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

「高知市労働ニュース」を年４回発行する。

実　績

年４回発行（平成30年度主な内容）
・６月号：高知市勤労者交流館の利用案内
・10月号：「働き方改革」の実現に向けて
・12月号：平成30年度高知市技能功労者表
彰のご紹介
・３月号：「働き方改革」についてのお知らせ
―制度改正のポイントと相談窓口―

「高知市労働ニュース」に男女共同参画の
視点をもった記事を掲載する。

「高知市男女共同参画推進企業表彰」関係
記事を掲載
・10月号：30年度受賞企業
・３月号：31年度表彰制度の紹介

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女共同参画に積極的に取り組む団体や表彰制度の周知を図ると
ともに，働き方改革の制度の周知を図り，ワーク・ライフ・バランスの
実現に資する記事づくりに努めた。

事業費
（単位：千円）

5

実績の分析，
課題と今後の取組

男女共同参画推進企業表彰関係の記事は
優先して掲載することとしている。
今後も男女共同参画の推進に資する事業
内容となるように努める。

●平成31年３月号

事業の評価
（自課評価） B

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

22 【再掲】男女共同参画推進企業表彰

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業概要

「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」に基づき，男女共同参画の推進に関する活動を積極的
に実施している事業者を表彰し，市内事業者の男女共同参画推進を目指す。
　表彰式は「８月１日男女共同参画の日」に実施予定，表彰企業の取組を広報し，事業者の男女共同
参画の取組みを推進する。

男女共同参画
の視点

雇用の場における男女の固定的役割分担意識に基づく働き方の見直しや仕事と生活の調和を可能に
するためには,事業者の意識改革や取組みが不可欠である。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

表彰に関する募集，広報等におけるチラシ・
ティッシュ等の配布数　1,000枚（個）

実　績

募集チラシは500枚，結果広報チラシは200
枚，ティッシュ229個，男女共同参画ニュー
ス1,800枚を配布した。

表彰結果や取組等を広報するパネル展，記
事等の回数　５回

庁内・ソーレまつりでのパネル展各１回，広
報あかるいまち・労働ニュースへの掲載（募
集，結果）各２回，表彰結果ホームページ掲
載１回，フェイスブック掲載１回，男女共同
参画推進企業表彰の啓発紙（男女共同参
画ニュース）発行１回，計９回の広報を行っ
た。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女共同参画に積極的に取り組む事業者を表彰し，広報を行うこと
で，雇用の場における男女共同参画の意識を拡げることができた。

事業費
（単位：千円）

32

実績の分析，
課題と今後の取組

募集に際しては，関係機関・団体等の組織
全体に浸透するよう，チラシ配布以外に広
報紙への掲載について協力を依頼。結果と
しては，前年度から４社増の７社の応募が
あった。
今年度新たに，表彰企業をＰＲするため，男
女共同参画ニュースを発行し，高知県産業
振興センター発行の企業向け紙面「情報プ
ラットフォーム」への折り込み，関係機関へ
の配布，市フェイスブックで広報を行った。
今後も雇用等の場における男女共同参画
意識の向上にむけて取り組む。

事業の評価
（自課評価） A

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

31 【再掲】子育て家庭訪問支援

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

母子保健課

事業概要

・10代での出産や外国籍，妊娠届出が遅かったケース，未熟児や多胎については妊娠中や出生後早期に全
数訪問する。
乳幼児健診や相談等の母子保健事業の中で，児の発育・発達上の問題や養育上に問題のある家庭へ訪問
する。
・ こんにちは赤ちゃん事業を19年度(20年1月）から開始。生後４ヵ月までの乳児のいる全ての子育て家庭を訪
問し，家庭と地域社会をつなぐ最初の機会とすることにより，子育て家庭の孤立化を防ぎ，乳児の健全な育成
環境の確保を図る。

男女共同参画
の視点

・訪問・個別指導を行うにあたり，必要とされる知識の伝達や一方的な指導ではなく，育児の孤立化を防ぎ養
育者の本来持つ能力が発揮できるよう支援を行う。
・母親の負担や不安を共有し，軽減していくよう，父親の育児参加について確認・啓発をする。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

保護者の養育方針に寄り添いながら，適切な
養育環境の確保や児へのかかわりができるよう
に支援する。
こんにちは赤ちゃん訪問事業における乳児家
庭全戸訪問率100％

実　績

訪問件数　2,361件
（対象者：2,436）
訪問率：96.9％

育児の孤立を防ぎ，地域の中でゆとりをもって
子育てできるように支援を行う。
こんにちは赤ちゃん事業において，訪問不成
立の家庭に対するフォロー（状況把握）率
100％

訪問不成立者の状況把握率　100％

男女共同参画の視点か
ら実施できたこと

赤ちゃん訪問の際には，父親の育児参加について確認し，父親の育児
参加について啓発するとともに，母親の不安や負担軽減のための支援
を行った。

事業費
（単位：千円）

9,121

実績の分析，
課題と今後の取組

新生児期に入院治療される方や市外への里
帰り等のため，訪問不成立の家庭があるため
100％の達成は難しいが，今後も100％を目指
して対応していく。

訪問できなかった世帯に対しても，情報提供の
実施をするとともに，乳児一般健康診査受診
歴や予防接種歴，母子保健事業の利用状況
等を確認し，状況把握に努めている。

事業の評価
（自課評価） B

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

32 【再掲】ファミリー・サポート・センター事業の周知・拡充

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

子ども育成課

事業概要

・子育てと仕事の両立支援を主な目的とした有償ボランティアによる相互援助活動。
・育児の援助を受けたい人(依頼会員)と行いたい人(援助会員)が会員となり，ファミリー・サポート・センターが
仲介。
・事業は(公財)高知勤労者福祉サービスセンターに委託して実施。
○援助内容⇒保育施設・学校等への子どもの送り迎え，保育施設の時間外や学校の放課後等の子どもの預
かり，保護者の病気や冠婚葬祭等の急用時の子どもの預かり　など
○援助会員になるためには，所定の講習の受講が必要。
○利用料は援助活動終了後,依頼会員が援助会員に直接支払う仕組み。利用料⇒600円/ｈ～700円/ｈ（曜日
や時間により異なる)

男女共同参画
の視点

就労形態の多様化や共働き家庭の増加等を踏まえ，仕事と家庭生活の両立を支援していくことで，男女がとも
にいきいきと社会参加できる環境作りに寄与する。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

母子保健課の行う赤ちゃん誕生おめでとう訪
問の際に，こうちし子育てガイド「ぱむ」を配布
してもらい，子育て中の家庭に周知を行う。

実　績

  赤ちゃん誕生おめでとう訪問の際には，「ぱ
む」を配布してもらい，子育て中の家庭に向け
て広く周知を行った。

援助会員募集及び講習会案内をあかるいまち
に掲載する（年３回）ほか，地域の窓口セン
ターや地域子育て支援センターに会員募集の
チラシを配置してもらい，周知を行う。

平成30年度は年３回講習会を実施したが，そ
の開催案内及び援助会員募集についてあかる
いまちに掲載したほか，地域の窓口センターに
チラシを配置してもらい，広く周知を行った。

男女共同参画の視点か
ら実施できたこと

育児の援助を受けたい人へは，「ぱむ」により子育て中の家庭にまんべ
んなく周知できたことと，援助を行いたい人へは，あかるいまちや窓口セ
ンターを通じて市民に向け広く周知できた。

事業費
（単位：千円）

12,043

実績の分析，
課題と今後の取組

「ぱむ」の配布により，子育て中の家庭に均等
に周知できたという点では目標を達成できたと
考える。また，講習会申込者の多くはあかるい
まちを見て申し込まれた方であり，一定の効果
はあがっている。今後も，援助を受けたい人及
び援助を行いたい人に届く周知や説明の機会
等を工夫・検討していく。
依頼会員登録者数794人（男性33人，女性761
人），30年度新規登録72人（男性1人，女性71
人）。援助会員登録者数430人（男性22人，女
性408人），30年度新規登録25人（男性2人，女
性23人）

事業の評価
（自課評価） B

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

33 【再掲】保育時間の延長

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

保育幼稚園課

事業概要

就労時間の都合等やむを得ない事情により，支給認定による利用時間（保育標準時間又は保育短時
間）を超えて保育が必要な場合に，延長保育を実施する。延長保育は保育士の時差出勤及びパ－ト職
員で対応している。
【実施時間】　※保育標準時間の場合

　例）　　7:30～18:30(11時間）
18:30～19:00（延長保育30分）

※市営の場合，延長保育料：月額2,000円（おやつ代相当）

男女共同参画
の視点

女性の社会進出に伴い，延長保育の需要が高まり延長保育実施園が増加している中，保育時間延長
のニ－ズを見極め，保育時間延長のニ－ズに応える。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

保育の安全性の確保や質の低下の防止を
図り，園児が安心してすごせるよう最大限努
力し，園児や保護者のメンタルサポートにも
配慮していく。（目標実施施設：55施設） 実　績

56施設で1,713人の利用があり，女性の社
会進出に寄与した。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

延長保育の実施により，子育て中の親が男女ともに安心して働きや
すい環境整備につながった。

事業費
（単位：千円）

18,212

実績の分析，
課題と今後の取組

56施設で延長保育を実施し利用児童数も
増加。目標を達成することができた。
今後も，子育て中の親が安心して働くことが
できるよう，延長保育のニーズに応える事業
を継続して実施する。

事業の評価
（自課評価） A

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

34 【再掲】地域における子育て支援・子育て相談

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

子ども育成課

事業概要

乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し，子育てについての相談や情報提供，助言その他
の援助を行う。
【子ども育成課所管】

・社会福祉法人に業務委託して市内３か所（南部・西部・東部）の地域子育て支援センターで開設。
・ＮＰＯ法人が開設している地域子育て支援センター１か所と学校法人が開設している地域子育て支援セン

ター１か所に補助実施。
【保育幼稚園課所管】

・保育所併設の地域子育て支援センターを市内７か所で開設。

男女共同参画
の視点

共働き世帯の増加や核家族化等，家庭環境の変化のほか，地域での人間関係の希薄化等により，子育ての
孤立化は深刻な状況となっており，子育て不安は高まっている。こうした状況を改善するためにも，支援体制を
充実させていかなくてならない。子育てに関する課題も多様化し，親子を，また親同士を「つなぐ」という取組み
が重要になってきている。地域ぐるみで子育てを進めていくことが大切である。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

参加者数　52,000人

実　績

利用児童数  57,600人
利用親子数　109,454人

親子絵本ふれあい事業を地域子育て支援セン
ターで開催することによって，子育て家庭が気
軽に地域子育て支援センターに行ける環境を
整える。

地域子育て支援センターにて，親子絵本ふれ
あい事業を，年間111回実施した。絵本の引換
者数　434人。　絵本の引換の対象でない親子
も親子絵本ふれあい事業に参加している。

男女共同参画の視点か
ら実施できたこと

子育て中の保護者等（父･母･祖父・祖母等）が，地域子育て支援セン
ターを利用していただき，子育て支援できた。

事業費
（単位：千円）

104,344

実績の分析，
課題と今後の取組

子育て中の家庭に対して，様々な機会を通じ，
地域子育て支援センターを周知することがで
き，通所する機会ができている。また，平成30
年度から地域子育て支援センターが３箇所新
設されたことにより，参加人数の増加につな
がっている。しかし，当施設の利用をしていな
い方々も多くあり，今後も対象の保護者の方々
へ周知を行っていく。今年度は，こうちし子育
てガイド「ぱむ」を，妊娠期からの情報とあわせ
て作成した。次年度からは，母子手帳交付時
に改訂したこうちし子育てガイド「ぱむ」を配布
することにより，妊娠期から子育て支援セン
ターも含めた子育て情報を周知していく。

事業の評価
（自課評価） A

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

35 【再掲】子育て環境の充実

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

保育幼稚園課

事業概要

市内保育所等では，公民を問わず多数の園で子育て相談を実施しており，子ども同士の交流や親同士
の交流，育児についての相談活動を行い，親の孤立化や心理的負担感からの解放に努めている。
○地域子育て支援センター事業（一般型）… 子育て家庭への指導や育児相談への対応，子育てサー
クルの支援等を行う。（市営・民営保育所）
○子育て相談事業…子育て相談，園庭開放等　（市営保育所）
○一時保育事業…保護者の急病などの緊急時，育児疲れの解消などの理由で子どもを一時的に預か
る事業。（市営・民営保育所，認定こども園）

男女共同参画
の視点

地域での人間関係の希薄化や,子育ての孤立化は深刻な状況であり，子育て不安は高まっている。こう
した状況を改善するため，支援体制の充実を図る。親子を，また親同士を「つなぐ」という取組みが重要
になってきており，地域ぐるみで子育てを進めていくことが大切であると考えている。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

地域子育て支援センター利用者数：18,000
組

実　績

地域子育て支援センター事業(一般型)全14
施設で実施し，延べ利用者数は22,045組で
あった。親子の交流の場の提供により，子育
てについての相談や助言，情報提供を行っ
た。

一時保育利用者数：10,000人 一時預かり事業(一般型)全９施設で実施し，
目標を上回る延べ11,058人の児童が利用し
た。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

育児疲れや就労等により，一時的な保育が必要な子育て家庭を支
援したり，子育て中の親子の身近な交流の場を提供することで，親
の負担軽減や，親が抱える育児不安の解消，住民同士の支え合い
につなげることができた。

事業費
（単位：千円）

76,475

実績の分析，
課題と今後の取組

地域子育て支援センター事業は，３施設が
増加。一時預かり事業とともに，利用者数の
目標値を達成できた。
今後も子育て支援に対するニーズに応じ
た，地域ぐるみの子育てにつながるような取
組を進める。

事業の評価
（自課評価） A

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

36 【再掲】介護予防の充実

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

高齢者支援課

事業概要

＜住民主体の介護予防活動への支援＞
　　徒歩で移動できる範囲に「いきいき百歳体操」の会場ができるように支援する。あわせて，会場で口
腔機能向上や認知機能向上のための取組みもできるよう支援する。また，住民主体の介護予防活動を
支援する住民ボランティアの育成を行う。

男女共同参画
の視点

　介護予防活動に参加することで高齢者自身の自立が促進される。また，集団で取り組むことで，住み
なれた地域で互いに気にかけ合い，助け合う地域づくりにつながる。
　高齢者の知識・経験・技能を生かし，ボランティアとして介護予防活動に携わることで，社会参加を促
進できる

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

いきいき百歳体操参加者数
　8,000人

実　績

いきいき百歳体操参加者数
7,800人

いきいき百歳サポーター育成数
　120人

いきいき百歳サポーター育成数
101人

男女共同参画の視点
から実施できたこと

体操会場運営は市民主体で行っており，会場運営についても同様
であり，高齢者の自主性また地域でのつながりを促すことにより，介
護をとりまく環境の整備に寄与し，男女が協力し合いながら，家庭生
活における活動と，職場や地域等における活動の両立を支援する
ことができた。

事業費
（単位：千円）

3,469

実績の分析，
課題と今後の取組

いきいき百歳体操参加者は増加しているも
のの，目標までは届かなかった。サポーター
育成についても目標までに届かなかったも
のの，一定数の確保はできた。
今後も引き続き参加を呼び掛けるとともに，
NPO法人等関係団体と協議し，参加者増加
のための取組について検討する。

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

37 【再掲】高齢者の生きがいづくり

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

高齢者支援課

事業概要

＜こうち笑顔マイレージ推進事業＞
・高齢者のいきがい・やりがいづくりと高齢者自身の介護予防を目的に，介護保険施設等でのボランティ
ア活動を行い，活動を行った場合にポイントが貯まり，貯まったポイント数に応じて商品券等に交換す
る。
・ボランティア活動内容は，施設での催し物やレクリエーションの手伝い，利用者の話し相手，清掃，草
刈，裁縫等

男女共同参画
の視点

ボランティアは，高齢者誰でもが，自身の趣味や特技を活かして行うものであり，高齢者のいきがい・やり
がいづくりや自身の介護予防につながることについて周知を図る。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

こうち笑顔マイレージボランティア登録者数
450人

実　績

ボランティア登録者数324名

こうち笑顔マイレージボランティア還元者数
120人

還元者数136名

男女共同参画の視点
から実施できたこと

ボランティアは高齢者自身の趣味や特技を活かし主体的に行うもの
で，高齢者のいきがいややりがいとなり，自身の介護予防にも繋が
ることにより，介護をとりまく環境の整備に寄与し，男女が協力し合い
ながら家庭生活における活動と，職場や地域等における活動の両
立を支援することができた。

事業費
（単位：千円）

11,578

実績の分析，
課題と今後の取組

ボランティア登録者数は登録者に対して活
動意向調査を行い整理したため減少してい
る。今後はボランティア活動の継続のための
支援について，高知市社会福祉協議会等と
連携し，登録者数の増加と活動率向上に努
める。
還元については目標達成しているが，登録
者数と還元者数に隔たりがあり，還元内容
についても検討することとしている。

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

38 【再掲】家族介護の支援

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

高齢者支援課

事業概要

＜認知症カフェの推進＞
・認知症の人の社会参加及び家族の介護負担の軽減，地域住民の認知症に対する理解を深めることを
目的に，認知症の人や家族，地域住民が集うことのできる認知症カフェの推進を行う。
・認知症カフェでは，認知症や介護に関する話や参加者同士の交流，介護等の相談，レクリエーション
等を行っている。

男女共同参画
の視点

認知症は誰でもがかかる病気であり，認知症になったことで何もできなくなる訳ではなく，できることがた
くさんあることについて周知を図る。
家族同士の交流等を通じて家族の介護負担軽減を図るとともに，介護は誰でもが直面することであり，
地域全体で支えていくという意識を広げていく

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

認知症カフェ設置数　　23か所

実　績

設置数28箇所

男女共同参画の視点
から実施できたこと

認知症は誰もがかかりうる病気であり，高齢者やその家族の集う場と
して認知症カフェを開催している。認知症カフェに関する取り組みを
進めることで，関係者や地域住民への啓発にも繋がり，本人の不安
緩和や家族の介護負担軽減にもつながることにより，介護をとりまく
環境の整備に寄与し，男女が協力し合いながら，家庭生活におけ
る活動と，職場や地域等における活動の両立を支援することができ
た。

事業費
（単位：千円）

126

実績の分析，
課題と今後の取組

認知症カフェは増加しており，開設につい
て民間企業の協力も得られている。今後も
引き続き多方面に働きかけ，認知症カフェ
の開設を行い，認知症に関する啓発や本
人，家族の支援につなげたい。

事業の評価
（自課評価） Ａ

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

40 【再掲】高齢者の生きがいづくり

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業
担当課

生涯学習課

事業概要

市立公民館では年間を通じて各種講座を開催しており，高齢者を含め広く市民に生涯学習の機会を提
供している。
中央公民館においては，年２期（前期・後期）高齢者が当面する問題を互いに考えあい，受講生同士の
ふれあいを大切にする学習の場として，『いきいきセカンド☆ライフ講座』を開設している。(公益財団法
人高知市文化振興事業団に事業委託）

男女共同参画
の視点

性別を問わず，高齢者の生きがいづくりと健康増進，また受講生同士の学習交流の場となるような講座
とする。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

中央公民館各種講座等受講者数（4,500
人）

実　績

中央公民館各種講座等受講者数（4,210
人）

地域の市立公民館事業参加者数
（8,000人）

地域の市立公民館事業参加者数
（8,708人）

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女共に，高齢者の生きがいづくりと健康増進につながるような，
「シニア健康体操」「認知症サポーター養成講座」など，高齢者も含
めた受講生同士の学習交流の場となるような講座を実施できた。

事業費
（単位：千円）

-

実績の分析，
課題と今後の取組

高齢者の生きがいづくりの個別事業として
は，参加対象を55歳以上としている「いきい
きセカンド☆ライフ講座」を上げているが，そ
の他にも中央公民館及び地域の市立公民
館では多数の講座等を開催しており，高齢
者を限定したものではないが，引き続き高齢
の方も参加しやすく興味があるテーマの講
座を実施するよう努める。

事業の評価
（自課評価） B

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

64



【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

25 男性職員の子育て参加の促進

施策の方向性 (ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業
担当課

人事課

事業概要
高知市特定事業主行動計画に基づき，男性職員の育児参加に対する意識啓発や男性職員の出産・育
児に関する休暇等の計画的な取得促進を図る。

男女共同参画
の視点

男性職員が積極的に育児に参加することで，女性が仕事と子育ての二者択一を迫られる状況の解消に
つながる。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

子の保険証送付時に，男性職員が取得で
きる休暇や共済組合の給付制度について
の周知文書を添付する。

【平成32年度末時点の目標】
・男性職員の育児休業取得率13％
・配偶者出産時特別休暇取得率100％
・育児参加特別休暇取得率100％ 実　績

子の保険証送付時に，男性職員が取得で
きる休暇や共済組合の給付制度について
の周知文書を添付し，周知を図った。

【平成30年度末の実績】
・男性職員の育児休業取得率8.3％
・配偶者出産時特別休暇取得率79.2％
・育児参加特別休暇取得率43.1％

男性職員の子育て参加の必要性や育児休
業を取得した男性職員の体験談等の情報
を提供する。

育児休業を取得した男性職員の体験談，育
児休業取得者名簿，男性職員の子育てに
関する休暇についてまとめたものを庁内掲
示した。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男性職員の育児参加について庁内掲示で情報提供することによ
り，男女問わず全職員に対し制度の周知を図った。

事業費
（単位：千円）

0

実績の分析，
課題と今後の取組

継続的な職員への情報提供により，育児に
関する制度等が職員間で意識されてきてい
る。
今後も，庁内掲示等による制度の周知や休
暇取得に関する理解促進を図る。

事業の評価
（自課評価） B

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

26 技術系職員の女性の採用割合の向上

施策の方向性 (ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業
担当課

人事課

事業概要 高知市特定事業主行動計画に基づき，技術系職員の女性の採用者数の拡大に努める。

男女共同参画
の視点

女性が能力を十分に発揮できる職場環境を形成し，多角的な視点で業務を推進することで，住民の多
様なニーズに対応できる。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

県内の工業系高校や大学に具体的な業務
内容，勤務条件に福利厚生制度等を加え
た職場の魅力を積極的に広報する。

【平成32年度末時点の目標】
・技術職受験者に占める女性の割合15％
・技術職採用者に占める女性の割合15％

実　績

県内の工業系高校や大学に具体的な業務
内容，勤務条件に福利厚生制度等を加え
た職場の魅力を積極的に広報し，インター
ンシップ生として学生を受け入れた。また，
仕事内容について具体的にイメージできる
よう，採用ガイドブックに先輩職員の声を掲
載した。

【平成30年度の実績】
・技術職受験者に占める女性の割合　14％
・技術職採用者に占める女性の割合　33％

職員が働きやすい職場環境を整備する。 ノー残業デー（毎週水曜日）の実施。
夏季休暇取得時に計画的な年休取得を通
知。
人事考課，職員申告書，所属長からのヒアリ
ング等をもとに，職員の状況を把握し配属
先の配慮に努めた。
仕事と育児・介護の両立のためのハンドブッ
クを作成し，休暇等の周知に努めた。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女問わず人材の確保を図った。
職員全員に対する情報提供。
採用ガイドブックに先輩職員の声を掲載し，男女問わず興味を持っ
てもらうよう工夫した。

事業費
（単位：千円）

0

実績の分析，
課題と今後の取組

インターンシップ生として受け入れることで，
学生等が具体的に仕事の内容をイメージす
ることができた。
制度等の周知により，職員が個々に必要な
制度等の利用を検討することができた。
今後もこのような取り組みを継続して実施し
ていく。

事業の評価
（自課評価） B

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

27 女性職員の活躍推進

施策の方向性 (ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業
担当課

人事課

事業概要
高知市特定事業主行動計画に基づき，事務系の職種について，男女の区別なく実績・能力に基づき，
管理的地位への登用を行う。

男女共同参画
の視点

女性が能力を十分に発揮できる職場環境を形成し，多角的な視点で業務を推進することで，住民の多
様なニーズに対応できる。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

平成31年度実施予定の昇格試験が，女性
職員の意欲向上につながるよう，必要な準
備を行う。
【平成30年度の目標】
　昇格試験導入について，女性職員の意見
を聞く機会を設ける。

実　績

昇格試験導入について，女性職員の意見
を聞くための準備をした。（質問項目等の検
討，他市の事例検討等）

女性職員のキャリア形成がイメージしやすい
ように，意見交換会等を開催する。

【平成32年度末時点の目標】
・課長級以上の女性職員の割合20％
・係長・課長補佐級の女性職員の割合35％

８月の女性職員意見交換会でワークライフ
バランス等について意見を交換し，業務改
善について個人で取り組む内容を決め，そ
の結果を10月の意見交換会で報告した。11
月には，時間外に初めての女性職員交流
会を開催した。

【平成30年度の実績】
・課長級以上の女性職員の割合 10.7％
・係長・課長補佐級の女性職員の割合
37.4％

男女共同参画の視点
から実施できたこと

昇格試験，ワークライフバランス，業務改善等は，男女関係なく，す
べての職員が対象。
女性職員のキャリア形成がイメージしやすいように意見交換の場を
設けた。さらに意見交換会で出た意見を庁内掲示板で全職員に向
け周知し，ワーク・ライフ・バランスや業務改善について考えてもらう
よう発信した。

事業費
（単位：千円）

0

実績の分析，
課題と今後の取組

昇格試験について女性職員の意見を確認
できていないが，実施の際は職員の意欲向
上につながるように考慮する。
女性職員の意見交換会の参加者からは，
参加してよかったとの意見があり，今後も継
続し，職員同士のつながりを深めていく。

事業の評価
（自課評価） B

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

28 女性消防職員増加に向けた取組み

施策の方向性 (ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業
担当課

消防局総務課

事業概要
女性消防職員の増加に向け，女性消防職員を起用したポスターの作成や，女性のための採用相談会
を開催し，受験者数の増加を図る。

男女共同参画
の視点

警察・自衛隊・海保など公安職の中では消防職が女性職員の比率が最も低いため，総務省消防庁から
「消防本部における女性消防吏員の更なる活躍に向けた取組の推進について(平成27年７月29日付け
消防消第149号消防庁次長通知）」による女性消防吏員の活躍推進のための積極的な取組の要請が
あった。高知市としても，少子高齢化を鑑み，多様な視点・経験を有する職員による対応能力・市民
サービスの向上につなげるとともに，さらなる組織の活性化・強化のため，女性消防職員の増加を目指
し，女性の職域を拡大することにより，女性の活躍推進を図る。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

高等学校等で行う採用説明会に，現場で活
躍している女性消防吏員を派遣し，実情を
伝えてもらうとともに，より多くの学生に女性
消防吏員の存在を知ってもらう。

実　績

採用説明会への参加回数は6回であったが
勤務サイクル等に合わず，いずれの説明会
へも女性消防吏員を派遣できなかった。し
かしながら，事務吏員を含めた総務課職員
（男性2名，女性１名）で対応し，女性消防吏
員の存在をアピールできた。

採用説明会等において，女性消防吏員をア
ピールする内容の独自広報物・資料等を積
極的に利活用する。

高知市消防局独自の女性消防吏員をア
ピールするパンフレットを作成し，採用説明
会や各署が行うイベント等での配布を行っ
た。（200枚配布）

男女共同参画の視点
から実施できたこと

高知市消防局独自のパンフレットを作成するにあたって，女性職員
の写真を活用した。

事業費
（単位：千円）

30

実績の分析，
課題と今後の取組

女性消防吏員の派遣は叶わなかったが，代
わって対応した職員が女性消防吏員の業
務の様子を伝えることで参加者からは女性
消防吏員の存在を改めて認識したとの感想
もあり，一定の広報目的は果たせた。説明
資料などの写真に女性を盛り込んだことが
功を奏したといえる。今後もこのような広報ア
イテムを活用し，また，アピールの対象を性
別年齢に関わりなく広げることにより女性消
防吏員の存在を浸透させることで女性消防
職員の増加につなげる。

事業の評価
（自課評価） Ｂ

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

29 女性の職業生活における活躍の推進

施策の方向性 (ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業概要
女性の職業生活における活躍の推進促進や職場・家庭等における固定的な役割分担意識の見直しに
つながる啓発事業等を実施する。女性の職業生活と家庭生活の両立を図るために必要な環境整備を
促進する。県，ソーレ等関係機関と協力・連携して効果的な取組を実施する。

男女共同参画
の視点

自らの意思によって職業生活を営み，又は営もうとする女性の個性と能力が十分に発揮できる社会を目
指す。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

啓発等の資料（チラシ，ティッシュ等）の配布
数　500個（枚）以上

実　績

配布数：3,887個（枚）

本市における取組内容をティッシュやチラシ
など，可視化しやすい形で配布し，広報し
た。

啓発事業（パネル展，啓発記事，学習会等）
回数　３回以上

パネル展：７回
啓発記事「きらっとMYオフィス」発行：２回
学習会：９回（317人参加）

地域の女性学級等に対し，ジェンダーに関
する出前講座を実施した。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

市内各地域で行われる祭りなど，老若男女が多く集まる機会を中心
にティッシュ・チラシを配布し，啓発を行うことができた。また，啓発事
業では，小学校への出前講座や市民が多く来庁する場所を選択し
たパネル展を実施した。

事業費
（単位：千円）

0

実績の分析，
課題と今後の取組

市民一人一人にジェンダー意識を持たせ，
改革していくため，様々な機会を捉え，啓発
することに努めた。

学校教育の現場では男女平等であることが
多いが，家庭や職場での意識改革が課題
である。

今後，ソーレとも連携し，家庭に向けたチラ
シの配布や，企業への出前講座等の取組
を促進する。

事業の評価
（自課評価） A

地区学習会

資料（抜粋）

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

30 高知市総合評価落札方式評価基準による評価

施策の方向性 (ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業
担当課

契約課

事業概要
建設工事において総合評価落札方式による入札を実施する際に，過去５か年度の高知市男女共同参
画条例に基づく表彰を受けた建設業者に評価点を付与している。

男女共同参画
の視点

男女共同参画に積極的に取り組む建設業者に対して入札における優位性を設けることにより，男女共
同参画への意識を浸透させることを目的としている。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

平成30年度に総合評価落札方式により実
施する全ての入札で，「男女共同参画の推
進に関する表彰」として市表彰又は国表彰
いずれかの表彰を受けた建設業者を評価
する。

実　績

平成29年度より，総合評価落札方式評価項
目において，男女共同参画の推進に関する
表彰（市及び国表彰）を取り入れ，市ホーム
ページにて制度案内を行っている。平成30
年度は，総合評価落札方式による入札は該
当案件は０件であった。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

総合評価落札方式評価項目において，男女共同参画の推進に関
する表彰を取り入れ，男女共同参画に積極的に取り組む建設業者
に対して入札における優位性を設けた。

事業費
（単位：千円）

0

実績の分析，
課題と今後の取組

総合評価落札方式による入札は，定期的に
行われるものではないものの，表彰を受けた
業者は，入札においての優位性を持つこと
が出来ることから，男女共同参画に対する
一定のインセンティブを働かせる効果はある
ことから事業の継続が必要である。

事業の評価
（自課評価） A

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

70



【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

22 【再掲】男女共同参画推進企業表彰

施策の方向性 (ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業概要

「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」に基づき，男女共同参画の推進に関する活動を積極的
に実施している事業者を表彰し，市内事業者の男女共同参画推進を目指す。
　表彰式は「８月１日男女共同参画の日」に実施予定，表彰企業の取組を広報し，事業者の男女共同
参画の取組みを推進する。

男女共同参画
の視点

雇用の場における男女の固定的役割分担意識に基づく働き方の見直しや仕事と生活の調和を可能に
するためには,事業者の意識改革や取組みが不可欠である。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

表彰に関する募集，広報等におけるチラシ・
ティッシュ等の配布数　1,000枚（個）

実　績

募集チラシは500枚，結果広報チラシは200
枚，ティッシュ229個，男女共同参画ニュー
ス1,800枚を配布した。

表彰結果や取組等を広報するパネル展，記
事等の回数　５回

庁内・ソーレまつりでのパネル展各１回，広
報あかるいまち・労働ニュースへの掲載（募
集，結果）各２回，表彰結果ホームページ掲
載１回，フェイスブック掲載１回，男女共同
参画推進企業表彰の啓発紙（男女共同参
画ニュース）発行１回，計９回の広報を行っ
た。

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女共同参画に積極的に取り組む事業者を表彰し，広報を行うこと
で，雇用の場における男女共同参画の意識を拡げることができた。

事業費
（単位：千円）

32

実績の分析，
課題と今後の取組

募集に際しては，関係機関・団体等の組織
全体に浸透するよう，チラシ配布以外に広
報紙への掲載について協力を依頼。結果と
しては，前年度から４社増の７社の応募が
あった。
今年度新たに，表彰企業をＰＲするため，男
女共同参画ニュースを発行し，高知県産業
振興センター発行の企業向け紙面「情報プ
ラットフォーム」への折り込み，関係機関へ
の配布，市フェイスブックで広報を行った。
今後も雇用等の場における男女共同参画
意識の向上にむけて取り組む。

事業の評価
（自課評価） A

男女共同参画の視点による

ワーク・ライフ･バランス4
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点か
ら実施できたこと

赤ちゃん訪問の際には，父親の育児参加について確認し，父親の育児
参加について啓発するとともに，母親の不安や負担軽減のための支援
を行った。

事業費
（単位：千円）

9,121

実績の分析，
課題と今後の取組

新生児期に入院治療される方や市外への里
帰り等のため，訪問不成立の家庭があるため
100％の達成は難しいが，今後も100％を目指
して対応していく。

訪問できなかった世帯に対しても，情報提供の
実施をするとともに，乳児一般健康診査受診
歴や予防接種歴，母子保健事業の利用状況
等を確認し，状況把握に努めている。

事業の評価
（自課評価） B

事業概要

・10代での出産や外国籍，妊娠届出が遅かったケース，未熟児や多胎については妊娠中や出生後早期に全
数訪問する。
乳幼児健診や相談等の母子保健事業の中で，児の発育・発達上の問題や養育上に問題のある家庭へ訪問
する。
・ こんにちは赤ちゃん事業を19年度(20年1月）から開始。生後４ヵ月までの乳児のいる全ての子育て家庭を訪
問し，家庭と地域社会をつなぐ最初の機会とすることにより，子育て家庭の孤立化を防ぎ，乳児の健全な育成
環境の確保を図る。

男女共同参画
の視点

・訪問・個別指導を行うにあたり，必要とされる知識の伝達や一方的な指導ではなく，育児の孤立化を防ぎ養
育者の本来持つ能力が発揮できるよう支援を行う。
・母親の負担や不安を共有し，軽減していくよう，父親の育児参加について確認・啓発をする。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

保護者の養育方針に寄り添いながら，適切な
養育環境の確保や児へのかかわりができるよう
に支援する。
こんにちは赤ちゃん訪問事業における乳児家
庭全戸訪問率100％

実　績

訪問件数　2,361件
（対象者：2,436）
訪問率：96.9％

育児の孤立を防ぎ，地域の中でゆとりをもって
子育てできるように支援を行う。
こんにちは赤ちゃん事業において，訪問不成
立の家庭に対するフォロー（状況把握）率
100％

訪問不成立者の状況把握率　100％

事業№
/事業名

31 子育て家庭訪問支援

施策の方向性 (ア）子どもを産み育てやすい環境の整備
事業
担当課

母子保健課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

子育て・介護分野における

環境の整備5
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点か
ら実施できたこと

育児の援助を受けたい人へは，「ぱむ」により子育て中の家庭にまんべ
んなく周知できたことと，援助を行いたい人へは，あかるいまちや窓口セ
ンターを通じて市民に向け広く周知できた。

事業費
（単位：千円）

12,043

実績の分析，
課題と今後の取組

「ぱむ」の配布により，子育て中の家庭に均等
に周知できたという点では目標を達成できたと
考える。また，講習会申込者の多くはあかるい
まちを見て申し込まれた方であり，一定の効果
はあがっている。今後も，援助を受けたい人及
び援助を行いたい人に届く周知や説明の機会
等を工夫・検討していく。
依頼会員登録者数794人（男性33人，女性761
人），30年度新規登録72人（男性1人，女性71
人）。援助会員登録者数430人（男性22人，女
性408人），30年度新規登録25人（男性2人，女
性23人）

事業の評価
（自課評価） B

事業概要

・子育てと仕事の両立支援を主な目的とした有償ボランティアによる相互援助活動。
・育児の援助を受けたい人(依頼会員)と行いたい人(援助会員)が会員となり，ファミリー・サポート・センターが
仲介。
・事業は(公財)高知勤労者福祉サービスセンターに委託して実施。
○援助内容⇒保育施設・学校等への子どもの送り迎え，保育施設の時間外や学校の放課後等の子どもの預
かり，保護者の病気や冠婚葬祭等の急用時の子どもの預かり　など
○援助会員になるためには，所定の講習の受講が必要。
○利用料は援助活動終了後,依頼会員が援助会員に直接支払う仕組み。利用料⇒600円/ｈ～700円/ｈ（曜日
や時間により異なる)

男女共同参画
の視点

就労形態の多様化や共働き家庭の増加等を踏まえ，仕事と家庭生活の両立を支援していくことで，男女がとも
にいきいきと社会参加できる環境作りに寄与する。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

母子保健課の行う赤ちゃん誕生おめでとう訪
問の際に，こうちし子育てガイド「ぱむ」を配布
してもらい，子育て中の家庭に周知を行う。

実　績

  赤ちゃん誕生おめでとう訪問の際には，「ぱ
む」を配布してもらい，子育て中の家庭に向け
て広く周知を行った。

援助会員募集及び講習会案内をあかるいまち
に掲載する（年３回）ほか，地域の窓口セン
ターや地域子育て支援センターに会員募集の
チラシを配置してもらい，周知を行う。

平成30年度は年３回講習会を実施したが，そ
の開催案内及び援助会員募集についてあかる
いまちに掲載したほか，地域の窓口センターに
チラシを配置してもらい，広く周知を行った。

事業№
/事業名

32 ファミリー・サポート・センター事業の周知・拡充

施策の方向性 (ア) 子どもを産み育てやすい環境の整備
事業
担当課

子ども育成課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

子育て・介護分野における

環境の整備5
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

延長保育の実施により，子育て中の親が男女ともに安心して働きや
すい環境整備につながった。

事業費
（単位：千円）

18,212

実績の分析，
課題と今後の取組

56施設で延長保育を実施し利用児童数も
増加。目標を達成することができた。
今後も，子育て中の親が安心して働くことが
できるよう，延長保育のニーズに応える事業
を継続して実施する。

事業の評価
（自課評価） A

事業概要

就労時間の都合等やむを得ない事情により，支給認定による利用時間（保育標準時間又は保育短時
間）を超えて保育が必要な場合に，延長保育を実施する。延長保育は保育士の時差出勤及びパ－ト職
員で対応している。
【実施時間】　※保育標準時間の場合

　例）　　7:30～18:30(11時間）
18:30～19:00（延長保育30分）

※市営の場合，延長保育料：月額2,000円（おやつ代相当）

男女共同参画
の視点

女性の社会進出に伴い，延長保育の需要が高まり延長保育実施園が増加している中，保育時間延長
のニ－ズを見極め，保育時間延長のニ－ズに応える。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

保育の安全性の確保や質の低下の防止を
図り，園児が安心してすごせるよう最大限努
力し，園児や保護者のメンタルサポートにも
配慮していく。（目標実施施設：55施設） 実　績

56施設で1,713人の利用があり，女性の社
会進出に寄与した。

事業№
/事業名

33 保育時間の延長

施策の方向性 (ア）子どもを産み育てやすい環境の整備
事業
担当課

保育幼稚園課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

子育て・介護分野における

環境の整備5
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点か
ら実施できたこと

子育て中の保護者等（父･母･祖父・祖母等）が，地域子育て支援セン
ターを利用していただき，子育て支援できた。

事業費
（単位：千円）

104,344

実績の分析，
課題と今後の取組

子育て中の家庭に対して，様々な機会を通じ，
地域子育て支援センターを周知することがで
き，通所する機会ができている。また，平成30
年度から地域子育て支援センターが３箇所新
設されたことにより，参加人数の増加につな
がっている。しかし，当施設の利用をしていな
い方々も多くあり，今後も対象の保護者の方々
へ周知を行っていく。今年度は，こうちし子育
てガイド「ぱむ」を，妊娠期からの情報とあわせ
て作成した。次年度からは，母子手帳交付時
に改訂したこうちし子育てガイド「ぱむ」を配布
することにより，妊娠期から子育て支援セン
ターも含めた子育て情報を周知していく。

事業の評価
（自課評価） A

事業概要

乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し，子育てについての相談や情報提供，助言その他
の援助を行う。
【子ども育成課所管】

・社会福祉法人に業務委託して市内３か所（南部・西部・東部）の地域子育て支援センターで開設。
・ＮＰＯ法人が開設している地域子育て支援センター１か所と学校法人が開設している地域子育て支援セン

ター１か所に補助実施。
【保育幼稚園課所管】

・保育所併設の地域子育て支援センターを市内７か所で開設。

男女共同参画
の視点

共働き世帯の増加や核家族化等，家庭環境の変化のほか，地域での人間関係の希薄化等により，子育ての
孤立化は深刻な状況となっており，子育て不安は高まっている。こうした状況を改善するためにも，支援体制を
充実させていかなくてならない。子育てに関する課題も多様化し，親子を，また親同士を「つなぐ」という取組み
が重要になってきている。地域ぐるみで子育てを進めていくことが大切である。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

参加者数　52,000人

実　績

利用児童数  57,600人
利用親子数　109,454人

親子絵本ふれあい事業を地域子育て支援セン
ターで開催することによって，子育て家庭が気
軽に地域子育て支援センターに行ける環境を
整える。

地域子育て支援センターにて，親子絵本ふれ
あい事業を，年間111回実施した。絵本の引換
者数　434人。　絵本の引換の対象でない親子
も親子絵本ふれあい事業に参加している。

事業№
/事業名

34 地域における子育て支援・子育て相談

施策の方向性 (ア) 子どもを産み育てやすい環境の整備
事業
担当課

子ども育成課

子育て・介護分野における

環境の整備5
施策項目 事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

育児疲れや就労等により，一時的な保育が必要な子育て家庭を支
援したり，子育て中の親子の身近な交流の場を提供することで，親
の負担軽減や，親が抱える育児不安の解消，住民同士の支え合い
につなげることができた。

事業費
（単位：千円）

76,475

実績の分析，
課題と今後の取組

地域子育て支援センター事業は，３施設が
増加。一時預かり事業とともに，利用者数の
目標値を達成できた。
今後も子育て支援に対するニーズに応じ
た，地域ぐるみの子育てにつながるような取
組を進める。

事業の評価
（自課評価） A

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

地域子育て支援センター利用者数：18,000
組

実　績

地域子育て支援センター事業(一般型)全14
施設で実施し，延べ利用者数は22,045組で
あった。親子の交流の場の提供により，子育
てについての相談や助言，情報提供を行っ
た。

一時保育利用者数：10,000人 一時預かり事業(一般型)全９施設で実施し，
目標を上回る延べ11,058人の児童が利用し
た。

男女共同参画
の視点

地域での人間関係の希薄化や,子育ての孤立化は深刻な状況であり，子育て不安は高まっている。こう
した状況を改善するため，支援体制の充実を図る。親子を，また親同士を「つなぐ」という取組みが重要
になってきており，地域ぐるみで子育てを進めていくことが大切であると考えている。

施策の方向性 (ア）子どもを産み育てやすい環境の整備
事業
担当課

保育幼稚園課

事業№
/事業名

35 子育て環境の充実

事業概要

市内保育所等では，公民を問わず多数の園で子育て相談を実施しており，子ども同士の交流や親同士
の交流，育児についての相談活動を行い，親の孤立化や心理的負担感からの解放に努めている。
○地域子育て支援センター事業（一般型）… 子育て家庭への指導や育児相談への対応，子育てサー
クルの支援等を行う。（市営・民営保育所）
○子育て相談事業…子育て相談，園庭開放等　（市営保育所）
○一時保育事業…保護者の急病などの緊急時，育児疲れの解消などの理由で子どもを一時的に預か
る事業。（市営・民営保育所，認定こども園）

子育て・介護分野における

環境の整備5
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

体操会場運営は市民主体で行っており，会場運営についても同様
であり，高齢者の自主性また地域でのつながりを促すことにより，介
護をとりまく環境の整備に寄与し，男女が協力し合いながら，家庭生
活における活動と，職場や地域等における活動の両立を支援する
ことができた。

事業費
（単位：千円）

3,469

実績の分析，
課題と今後の取組

いきいき百歳体操参加者は増加しているも
のの，目標までは届かなかった。サポーター
育成についても目標までに届かなかったも
のの，一定数の確保はできた。
今後も引き続き参加を呼び掛けるとともに，
NPO法人等関係団体と協議し，参加者増加
のための取組について検討する。

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業概要

＜住民主体の介護予防活動への支援＞
　　徒歩で移動できる範囲に「いきいき百歳体操」の会場ができるように支援する。あわせて，会場で口
腔機能向上や認知機能向上のための取組みもできるよう支援する。また，住民主体の介護予防活動を
支援する住民ボランティアの育成を行う。

男女共同参画
の視点

　介護予防活動に参加することで高齢者自身の自立が促進される。また，集団で取り組むことで，住み
なれた地域で互いに気にかけ合い，助け合う地域づくりにつながる。
　高齢者の知識・経験・技能を生かし，ボランティアとして介護予防活動に携わることで，社会参加を促
進できる

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

いきいき百歳体操参加者数
　8,000人

実　績

いきいき百歳体操参加者数
7,800人

いきいき百歳サポーター育成数
　120人

いきいき百歳サポーター育成数
101人

事業№
/事業名

36 介護予防の充実

施策の方向性 (イ) 介護をとりまく環境の整備
事業
担当課

高齢者支援課

子育て・介護分野における

環境の整備5
施策項目 事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

ボランティアは高齢者自身の趣味や特技を活かし主体的に行うもの
で，高齢者のいきがいややりがいとなり，自身の介護予防にも繋が
ることにより，介護をとりまく環境の整備に寄与し，男女が協力し合い
ながら家庭生活における活動と，職場や地域等における活動の両
立を支援することができた。

事業費
（単位：千円）

11,578

実績の分析，
課題と今後の取組

ボランティア登録者数は登録者に対して活
動意向調査を行い整理したため減少してい
る。今後はボランティア活動の継続のための
支援について，高知市社会福祉協議会等と
連携し，登録者数の増加と活動率向上に努
める。
還元については目標達成しているが，登録
者数と還元者数に隔たりがあり，還元内容
についても検討することとしている。

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業概要

＜こうち笑顔マイレージ推進事業＞
・高齢者のいきがい・やりがいづくりと高齢者自身の介護予防を目的に，介護保険施設等でのボランティ
ア活動を行い，活動を行った場合にポイントが貯まり，貯まったポイント数に応じて商品券等に交換す
る。
・ボランティア活動内容は，施設での催し物やレクリエーションの手伝い，利用者の話し相手，清掃，草
刈，裁縫等

男女共同参画
の視点

ボランティアは，高齢者誰でもが，自身の趣味や特技を活かして行うものであり，高齢者のいきがい・やり
がいづくりや自身の介護予防につながることについて周知を図る。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

こうち笑顔マイレージボランティア登録者数
450人

実　績

ボランティア登録者数324名

こうち笑顔マイレージボランティア還元者数
120人

還元者数136名

事業№
/事業名

37 高齢者の生きがいづくり

施策の方向性 (イ) 介護をとりまく環境の整備
事業
担当課

高齢者支援課

子育て・介護分野における

環境の整備5
施策項目 事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

認知症は誰もがかかりうる病気であり，高齢者やその家族の集う場と
して認知症カフェを開催している。認知症カフェに関する取り組みを
進めることで，関係者や地域住民への啓発にも繋がり，本人の不安
緩和や家族の介護負担軽減にもつながることにより，介護をとりまく
環境の整備に寄与し，男女が協力し合いながら，家庭生活におけ
る活動と，職場や地域等における活動の両立を支援することができ
た。

事業費
（単位：千円）

126

実績の分析，
課題と今後の取組

認知症カフェは増加しており，開設につい
て民間企業の協力も得られている。今後も
引き続き多方面に働きかけ，認知症カフェ
の開設を行い，認知症に関する啓発や本
人，家族の支援につなげたい。

事業の評価
（自課評価） Ａ

事業概要

＜認知症カフェの推進＞
・認知症の人の社会参加及び家族の介護負担の軽減，地域住民の認知症に対する理解を深めることを
目的に，認知症の人や家族，地域住民が集うことのできる認知症カフェの推進を行う。
・認知症カフェでは，認知症や介護に関する話や参加者同士の交流，介護等の相談，レクリエーション
等を行っている。

男女共同参画
の視点

認知症は誰でもがかかる病気であり，認知症になったことで何もできなくなる訳ではなく，できることがた
くさんあることについて周知を図る。
家族同士の交流等を通じて家族の介護負担軽減を図るとともに，介護は誰でもが直面することであり，
地域全体で支えていくという意識を広げていく

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

認知症カフェ設置数　　23か所

実　績

設置数28箇所

事業№
/事業名

38 家族介護の支援

施策の方向性 (イ) 介護をとりまく環境の整備
事業
担当課

高齢者支援課

子育て・介護分野における

環境の整備5
施策項目 事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

要介護者に対し，自身の尊厳が重視され，個人の状況に合わせた
支援を支援者側が考え提供できるようになることで，介護サービスの
質向上につながることにより，介護をとりまく環境の整備に寄与し，
男女が協力し合いながら，家庭生活における活動と，職場や地域
等における活動の両立を支援することができた。

事業費
（単位：千円）

457

実績の分析，
課題と今後の取組

グループホーム運営事業者と利用者を対象
に行っており，目標には達しなかったもの
の，改善はできている。今後も引き続き開催
する予定であるが，内容や対象事業所，対
象者について検討する必要があると考えて
いる。

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業概要

○事業者向けの研修会を実施
介護サービスの質の向上のため施設・事業所を対象にした「自立を目指すケア研修会」を実施。高齢者
が自立した生活を送ることができるようにするためのケアの基礎知識，技術を習得し施設で実践すること
を目的とする。

男女共同参画
の視点

要介護者に対し，高齢者等の尊厳が重視され個々の状態に合わせた介護がされるように，介護サービ
スの充実を図る。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

研修参加事業所のうち，一日の水分摂取量
1500ｃｃ以上の事業所割合を，60％以上に
する。 実　績

達成率53％

事業№
/事業名

39 事業者向け研修会

施策の方向性 (イ) 介護をとりまく環境の整備
事業
担当課

高齢者支援課

子育て・介護分野における

環境の整備5
施策項目 事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女共に，高齢者の生きがいづくりと健康増進につながるような，
「シニア健康体操」「認知症サポーター養成講座」など，高齢者も含
めた受講生同士の学習交流の場となるような講座を実施できた。

事業費
（単位：千円）

-

実績の分析，
課題と今後の取組

高齢者の生きがいづくりの個別事業として
は，参加対象を55歳以上としている「いきい
きセカンド☆ライフ講座」を上げているが，そ
の他にも中央公民館及び地域の市立公民
館では多数の講座等を開催しており，高齢
者を限定したものではないが，引き続き高齢
の方も参加しやすく興味があるテーマの講
座を実施するよう努める。

事業の評価
（自課評価） B

事業概要

市立公民館では年間を通じて各種講座を開催しており，高齢者を含め広く市民に生涯学習の機会を提
供している。
中央公民館においては，年２期（前期・後期）高齢者が当面する問題を互いに考えあい，受講生同士の
ふれあいを大切にする学習の場として，『いきいきセカンド☆ライフ講座』を開設している。(公益財団法
人高知市文化振興事業団に事業委託）

男女共同参画
の視点

性別を問わず，高齢者の生きがいづくりと健康増進，また受講生同士の学習交流の場となるような講座
とする。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

中央公民館各種講座等受講者数（4,500
人）

実　績

中央公民館各種講座等受講者数（4,210
人）

地域の市立公民館事業参加者数
（8,000人）

地域の市立公民館事業参加者数
（8,708人）

事業№
/事業名

40 高齢者の生きがいづくり

施策の方向性 (イ) 介護をとりまく環境の整備
事業
担当課

生涯学習課

子育て・介護分野における

環境の整備5
施策項目 事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

女性の参画により，多様な市民の意見を反映させることができた。
事業費

（単位：千円）
11,200

実績の分析，
課題と今後の取組

【地域内連絡協議会】のべ23地域で認定。
H30年度は潮江，江陽，鴨田小学校区で設
立された。地域内の団体が互いに連携・協
力しあえる仕組みができた。
連携協議会の認定にはならなかったが，２
地域において設立準備会が立ち上がり，
H31年度の総会をもって設立の運びとなっ
ている。
【新コミュニティ計画】地域主体の取組みが
多く盛り込まれ，今後の地域の活動計画とし
て役割を果たすものとなっている。作成に当
たっては横浜小の児童をはじめ地域の方や
各団体等，多くの参画者があった。
　今後も女性の参画による多様な市民の意
見を反映できるように，地域の状況に沿った
支援を行っていく。

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業概要

伝統的な地縁組織などが家族構成の変化や少子化・高齢化，また人口減少社会の到来などによって，
将来的な住民自治活動の継続が懸念される中で，今後の地域コミュニティのあり方，協力信頼による住
民自治の継続，市民と行政の協働のまちづくりの仕組みづくりを目指すもの。
なお，主な事業として，地域内での連携・協力によって地域課題の解決を目指す仕組みである「地域内
連携協議会」の設立・運営に関する支援や地域の将来を見据えた「新コミュニティ計画」の策定・推進が
ある。

男女共同参画
の視点

住民自治活動や市民と行政の協働のまちづくりを進めるうえで，女性の参画により，多様な市民の意見
を反映させることができる。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

地域内連携協議会の認定：25地域

実　績

23地域

新コミュニティ計画の策定数：１地域 １地域

事業№
/事業名

41 地域コミュニティ再構築事業

施策の方向性 (ア) 地域づくりにおける男女共同参画の視点の導入
事業
担当課

地域コミュニティ推進課

地域・防災分野における

男女共同参画6
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

家族で参加するイベントで啓発することで，子ども，女性，高齢者と
全ての対象者に周知することができた。また，保育所保護者会連合
会や学校など，犯罪弱者が関係する団体と連携することができた。

事業費
（単位：千円）

65

実績の分析，
課題と今後の取組

交通安全ひろばの来場者は約5,700人，ま
た保育まつりの来場者は約1,000人だった。
こうした大規模イベントの一部に参加するこ
とで，不特定多数の参加者に啓発すること
ができた。啓発グッズについても準備してい
た個数はすぐに配布完了した。
こうしたショーや寸劇での啓発は，文書や講
話より印象に残り，効果があると考えてい
る。
犯罪や事故等の被害防止のため,今後も関
係機関と協力しながら事業を展開する。

事業の評価
（自課評価） A

事業概要
平成19年４月施行の高知市安全で安心なまちづくり条例に基づき，安全安心まちづくり会議を開催し，
市民等が行う地域安全まちづくり事業への支援を行う。

男女共同参画
の視点

子ども，高齢者及び女性など犯罪弱者を狙った悪質な犯罪が後を絶たない現状を踏まえ，各種団体等
と連携協力し，市民が安全に安心して暮らせるまちづくりを推進する。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

安全安心まちづくり推進事業への参加人数
300人

実　績

第28回交通安全ひろば（観覧者約200名）
及び,第54回高知県研修保育まつり（観覧
者約250名）において「“防犯特捜マモルマ
ン”交通安全ショー」を実施。保育まつりで
は啓発グッズ222セットを配布。
高知県立高知丸の内高等学校の生徒を対
象に「特殊詐欺被害」について寸劇公演等
による研修会を実施。参加者25名。

事業№
/事業名

42 安全安心まちづくり推進事業

施策の方向性 (ア) 地域づくりにおける男女共同参画の視点の導入
事業
担当課

くらし・交通安全課

地域・防災分野における

男女共同参画6
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

地区の女性学級での学習会や，「男女共同参画の日」イベントのひ
とことメッセージ募集の呼びかけを行った。

事業費
（単位：千円）

2,384

実績の分析，
課題と今後の取組

高齢化に伴い，委員の確保が困難な地区
が増えているほか，地域からのイベント参加
者も少ないという現状がある。
今後，委員の人材確保とイベント等のあり方
や手法等について検討する必要がある。

事業の評価
（自課評価） B

事業概要
市内26地区に設立されている地区人権啓発推進委員会，地域の女性学級や成人学級等において実
施される人権啓発活動，人権学習会等への取り組みを支援する。

男女共同参画
の視点

それぞれの地区で学習会の内容を検討する時に,男女共同参画の視点での内容を呼びかけていく。地
区人権啓発推進委員会の総会に出席し，「男女共同参画の日」イベントのひとことメッセージ募集の呼
びかけや男女共同参画推進のための話題提供を実施していく。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

地区人権啓発推進委員数(目標値1,050人)

実　績

市民一人一人が人権問題について，理解
を深め，差別や偏見のない地域社会を確立
することをめざし，地域に根ざした啓発活動
に取り組んだ。市内26行政区全てに人権啓
発委員会を設置。平成30年度末委員数
1,016人のうち女性374人　（平成29年度末
委員数1,029人のうち女性379人)

地区人権啓発推進委員会が実施する学習
会等の活動への参加延人数（目標値4,330
人）

参加延人数　4,928人
・学習会　98回　約2,000人
・子ども映画会　41回　2,928人

事業№
/事業名

6 【再掲】地区人権啓発推進委員会や地域における啓発活動，人権学習の支援

施策の方向性 (ア) 地域づくりにおける男女共同参画の視点の導入
事業
担当課

人権同和・男女共同参画
課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

地域・防災分野における

男女共同参画6
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

・防災人づくり塾及び高知市防災講演会では託児を設置することで
子育て世代にも参加しやすい環境を整備

事業費
（単位：千円）

5,420

実績の分析，
課題と今後の取組

　平成30年度の防災人づくり塾の受講者数
は約７割が男性と過去数年と大差ない結果
となったが，母娘の親子が数組受講する等
若い女性の参加もみられた。
　令和元年度もイベントや講習会等でリーフ
レット等を配布していきたい。

事業の評価
（自課評価） Ｃ

事業概要

【防災力の向上】
●防災人づくり塾の開催，防災士の養成等による地域防災リーダーの育成
●地域の勉強会･講習会に講師を派遣
●ホームページやフェイスブック等による情報提供

男女共同参画
の視点

○年齢・性別を問わず幅広い住民が交流を深め，地域で連携し，地域の防災力を高める。
○防災・災害復興に係る男女共同参画の視点を防災対策に積極的に取り入れる。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

○防災人づくり塾を年に8回開催し，年齢や
性別を問わず，地域で防災リーダーとなりう
る人材を養成し，地域の防災力を高める。

実　績

高知市会場修了者数　計169人
内訳：男性115人　68％，女性 54人　32％

受講者アンケート結果（第８回講座後実施）
Ｑ お住まいの地域での防災の取組みに男
性・女性の意見が反映されていると感じる
か。

①男女どちらの意見も反映されている 66％
②男性の意見が反映されていない 　 5％
③女性の意見が反映されていない 　29％

○「高知市女性の視点による南海地震対策
検討委員会」や「高知市女性の視点を防災
対策にいかすためのフォローアップ委員会」
が作成したリーフレット等を地域の勉強会･
講習会等で配布し，男女共同参画の視点を
防災対策に積極的に取り入れる。

・他部署が実施するイベントに「高知市女性
の視点を防災対策にいかすためのフォロー
アップ委員会」が作成したリーフレットを提供
・高知市の防災情報を発信しているフェイス
ブックでリーフレットを紹介

事業№
/事業名

43 地域防災力の向上

施策の方向性 (イ) 防災分野における男女共同参画の視点の導入
事業
担当課

防災政策課

地域・防災分野における

男女共同参画6
施策項目 事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

男女共同参画の視点
から実施できたこと

避難所運営マニュアルを作成する際に，女性が着替えや授乳する
ためのスペースを確保をすることができた。

事業費
（単位：千円）

―

実績の分析，
課題と今後の取組

講師の女性比率が目標値の40％を超え，男
女共同参画の視点も交えながら勉強会や講
習会を実施することができたので，引き続き
講師の女性比率50％以上を目標に，年齢・
性別を問わず市民の防災意識向上に取り組
んでいきたい。
　また，避難所運営マニュアル作成について
も，男女共同参画の視点を反映させることが
できているため，今後もリーフレット等を活用
していきながら，マニュアル作成に取り組ん
でいく。

事業の評価
（自課評価） A

事業概要
●地域の勉強会･講習会に講師を派遣
●避難所運営体制の整備
●避難行動要支援者対策の推進

男女共同参画
の視点

○地域の勉強会･講習会へ女性職員を派遣し，講習内容においても男女共同参画の視点を導入する。
○避難所の運営マニュアル作成時に男女共同参画の視点を積極的に導入する。
○避難行動要支援者ごとの個別計画の策定時に男女共同参画の視点を導入する。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

○地域の勉強会や講習会への講師の女性
比率　目標値40％

実　績

　地域の勉強会や講習会への講師派遣件
数　100件
　講師の女性比率　59％

○男女共同参画の視点を導入した避難所の
運営マニュアルの作成施設数　目標値28施
設

28施設
　「高知市女性の視点による南海地震対策
検討委員会」や「高知市女性の視点を防災
対策にいかすためのフォローアップ委員
会」が作成したリーフレット等の配布と併
せ，地域で避難所運営マニュアル等を作成
する際，リーフレットの内容・視点をマニュア
ルに反映させている。

事業№
/事業名

44 地域防災力の向上

施策の方向性 (イ) 防災分野における男女共同参画の視点の導入
事業
担当課

地域防災推進課

地域・防災分野における

男女共同参画6
施策項目

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

45 育児相談事業

施策の方向性 (ア）あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業
担当課

母子保健課

事業概要
「子育てひろば」として，市内２か所で実施。乳幼児の発育，発達の確認を行い，必要に応じて，保健師，助産
師，栄養士，歯科衛生士が相談に応じる。また，保育士による絵本の読み聞かせや手遊びを行う。
離乳食教室は，離乳食の講話と試食を行い，必要に応じて個別の相談に応じる。

男女共同参画
の視点

妊婦や子育て中の保護者が，一人で悩まずに気軽に相談できる体制を整え，個々の相談に対応していく。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

妊婦や保護者が悩みや不安を相談し，相談内
容が解決できる。保護者が乳幼児の発育，発
達を確認するとともに，保護者同士の交流がで
きる。
子育てひろば参加満足度95％

実　績

子育てひろば　２か所で延12回実施
延参加組数　614組
参加者満足度　98.7％

保護者が発達段階に応じた離乳食を理解で
き，離乳食に関する不安について気軽に相談
できる。
離乳食教室初回参加者数450組

母子保健課主催離乳食教室
初回参加者数  357組
（子育て支援センター開催離乳食教室
初回参加者数  123組）

男女共同参画の視点か
ら実施できたこと

父親が参加した際には，母親だけでなく父親も含めて相談対応を実施
するようにしている。

事業費
（単位：千円）

816

実績の分析，
課題と今後の取組

子育てひろばの満足度は高い。保健師，助産
師，栄養士，歯科衛生士，保育士などの専門
職がおり，様々な相談に対応できる体制である
ことが高い満足度につながっていると考える。
平成31年度から，駐車場が確保しやすいよう，
会場を総合あんしんセンターから保健福祉セ
ンターへ変更した。

母子保健課主催の離乳食教室への初回参加
者数は減少傾向にあるが，地域の子育て支援
センター開催の離乳食教室を利用している方
もおり，合計すると目標値は超えている。事業
の周知は継続して実施。

事業の評価
（自課評価） Ａ

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援7
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

46 妊娠期支援事業

施策の方向性 (ア）あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業
担当課

母子保健課

事業概要

妊娠・出産・子育て期の切れ目ない支援の第一歩として，母子保健コーディネーターを配置し，母子健康手帳
交付時の窓口面接，相談支援，医療機関との連絡調整を行うとともに必要な支援につなげる。
妊婦とパートナーを対象に，パパママ教室を開催する。市内３カ所の地域子育て支援センターを会場に，１
コース３回を年５回，土曜日・日曜日に開催。助産師，保健師，栄養士，歯科衛生士が講義，実習や地域子育
て支援センターの見学をを行う。

男女共同参画
の視点

妊娠期からの関わりにより，出産・子育て期への切れ目ない支援につなげていくために，必要な情報提供や支
援を行う。パパママ教室では、父親と母親が協力して育児を行うことができるよう実技を含め助言する。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

妊産婦等の支援ニーズに応じ，必要な支援に
つなげる。
母子保健コーディネーター面接，電話等の対
応率40％

実　績

母子保健コーディネーター等面接数　1,143人
（妊娠届出総数　2,423人）
面接実施率（妊娠届出総数に対する割合）
47.2％

妊娠期に出産・産後・子育てに関する知識，技
術が習得できる。地域の中の子育てサービス
や相談先が分かる。
パパママ教室満足度85％

パパママ教室　３か所で５回開催
実参加組数　65組　  延参加組数　183件
参加者満足度　95％

男女共同参画の視点か
ら実施できたこと

父親が参加しやすいように日曜日に教室を開催した。
事業費

（単位：千円）
7,249

実績の分析，
課題と今後の取組

妊娠届出時の面接率は，平成27年度 22.0％，
28年度 33.5％，29年度38.6％と年々向上し，
30年度は47.2％と目標値を超えた。母子保健
コーディネーターの増員とともに，産科医療機
関に妊娠届出先として母子保健課を積極的に
勧めるよう依頼した成果と考える。平成31年度
は母子保健コーディネーターを配置した子育
て世代包括支援センターの２か所目を開設予
定。
パパママ教室の満足度は高く，目標値を超え
ているが，定員が少なく教室への参加を希望し
ても参加できない方が多かったため，平成31
年度は教室の内容や定員について見直しす
る。

事業の評価
（自課評価） Ａ

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援7
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

47 健康教育事業（'食'や生活習慣の指導）の促進（成人）

施策の方向性
(ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支
援

事業
担当課

健康増進課

事業概要

生活習慣病予防等の健康づくりに関することについて，地区組織や団体等からの要請に応じて健康講
座を実施。また，特定健診（主に集団方式）等の健診受診者を対象に，健診結果説明会を行い，食や
生活習慣などを改善するための情報提供をする。
○従事者 ： 保健師，栄養士，歯科衛生士，歯科医師等
○募集・PR  ： 高知市のホームページで「出前健康講座」として掲示。申込書はダウンロードできる。
○補助金 ： 国1/3，県1/3　健康増進事業健康教育事業補助金(40～64歳を対象とした健康教育には
財源あり）

男女共同参画
の視点

多様なライフスタイルに対応し,誰もが健康について関心をもち,自らの食生活をはじめとする健康管理
を実践することができるよう意識啓発に努める。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

健康講座
開催回数　100回

実　績

健康講座
開催回数　75回

健康講座（内40～64歳対象）
開催回数　60回

健康講座（内40～64歳対象）
開催回数　30回

男女共同参画の視点
から実施できたこと

対象を男女双方を想定し，要望に応じて内容を検討して実施した。
事業費

（単位：千円）
2,242

実績の分析，
課題と今後の取組

特定健診受診者を対象にした保健指導等
が，平成30年度から保険医療課が主管課と
なったことから，健診結果説明会での健康
教育は実施できず，結果，全体的な回数は
減少した。出前講座としては，引き続き実施
し，健康課題に応じて内容を検討しながら，
対象者にあった健康教育を実施していく。

事業の評価
（自課評価） Ｃ

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援7
施策項目
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

48 健康相談（成人）

施策の方向性
(ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支
援

事業
担当課

健康増進課

事業概要
心身の健康に関する個別の相談に応じ，必要な指導や助言を行い，本人・家族等が健康管理できるよ
うにすることを目的として，健康に関する相談を来所，電話で受ける。40～64歳の方の健康相談につい
ては財源あり。

男女共同参画
の視点

誰もが一人で悩まずに気軽に相談できる体制を整え，個々の相談に対応していく。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

相談延件数　1,500人

実　績

相談延件数　1,966人

相談延件数（内40～64歳）　500人 相談延件数（内40～64歳）　712人

男女共同参画の視点
から実施できたこと

対象を男女双方を想定し，電話や来所，出先での相談場所の設置
など，利用しやすくした。

事業費
（単位：千円）

202

実績の分析，
課題と今後の取組

来所や電話の相談だけでなく，他の健康づ
くり事業と合わせて実施することや，量販店
等気軽に声がかけられる場所で実施するこ
とで，利用者が増加した。今後も継続して開
催するとともに，職員の知識や相談スキルの
向上にも取り組む。

事業の評価
（自課評価） Ａ

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

49 成人健康診査

施策の方向性
(ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支
援

事業
担当課

健康増進課

事業概要

ア がん検診
胃がん検診，大腸がん検診，胸部検診（以上，40歳以上の市民対象），子宮頸がん検診（20歳以上の
女性市民対象），乳がん検診（40歳以上の女性市民対象）を実施する。

イ 女性健康診査
20歳から39歳の女性市民を対象に一般健診（問診，血圧測定，身体測定，尿検査，血液検査）と歯科
健診（問診，歯周疾患検診，口腔衛生指導），子宮頸がん検診を実施する（当日は託児も実施）。

ウ 健康増進法健康診査
保険者による健康診査の対象とならない生活保護受給者等を対象に健康診査を実施する。

男女共同参画
の視点

がんや生活習慣病等を早期発見し，早期治療につなげることにより，男女とも健康の保持や増進を図る
ことができる。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

○胃がん検診，大腸がん検診，胸部検診，
子宮頸がん検診，乳がん検診：前年度実績
値と比較して受診率1％増

○女性健康診査：受診者数390人

○健康増進法健康診査：受診者数45人

実　績

○受診率（前年度実績値と比較）
胃がん検診:　0.1％減
大腸がん検診：　0.5％増
胸部検診：　同値
子宮頸がん検診：　0.8％減
乳がん検診：　0.8％減

○女性健康診査：受診者数209人

○健康増進法健康診査：受診者数25人

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女双方を対象者として検（健）診を実施したことにより，男女ともに
健康の保持や増進を図ることができた。

事業費
（単位：千円）

153,602

実績の分析，
課題と今後の取組

若い方から高齢者まで，幅広い年代に検
（健）診を受診してもらうことができた。今後，
さらに多くの方に受診してもらえるよう，お知
らせチラシの配布等により周知に努める。

事業の評価
（自課評価） Ｃ

男女の生涯にわたる健康支援7
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事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

31 【再掲】子育て家庭訪問支援

施策の方向性 (ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業
担当課

母子保健課

事業概要

・10代での出産や外国籍，妊娠届出が遅かったケース，未熟児や多胎については妊娠中や出生後早期に全
数訪問する。
乳幼児健診や相談等の母子保健事業の中で，児の発育・発達上の問題や養育上に問題のある家庭へ訪問
する。
・ こんにちは赤ちゃん事業を19年度(20年1月）から開始。生後４ヵ月までの乳児のいる全ての子育て家庭を訪
問し，家庭と地域社会をつなぐ最初の機会とすることにより，子育て家庭の孤立化を防ぎ，乳児の健全な育成
環境の確保を図る。

男女共同参画
の視点

・訪問・個別指導を行うにあたり，必要とされる知識の伝達や一方的な指導ではなく，育児の孤立化を防ぎ養
育者の本来持つ能力が発揮できるよう支援を行う。
・母親の負担や不安を共有し，軽減していくよう，父親の育児参加について確認・啓発をする。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

保護者の養育方針に寄り添いながら，適切な
養育環境の確保や児へのかかわりができるよう
に支援する。
こんにちは赤ちゃん訪問事業における乳児家
庭全戸訪問率100％

実　績

訪問件数　2,361件
（対象者：2,436）
訪問率：96.9％

育児の孤立を防ぎ，地域の中でゆとりをもって
子育てできるように支援を行う。
こんにちは赤ちゃん事業において，訪問不成
立の家庭に対するフォロー（状況把握）率
100％

訪問不成立者の状況把握率　100％

男女共同参画の視点か
ら実施できたこと

赤ちゃん訪問の際には，父親の育児参加について確認し，父親の育児
参加について啓発するとともに，母親の不安や負担軽減のための支援
を行った。

事業費
（単位：千円）

9,121

実績の分析，
課題と今後の取組

新生児期に入院治療される方や市外への里
帰り等のため，訪問不成立の家庭があるため
100％の達成は難しいが，今後も100％を目指
して対応していく。

訪問できなかった世帯に対しても，情報提供の
実施をするとともに，乳児一般健康診査受診
歴や予防接種歴，母子保健事業の利用状況
等を確認し，状況把握に努めている。

事業の評価
（自課評価） B

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

36 【再掲】介護予防の充実

施策の方向性
(ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支
援

事業
担当課

高齢者支援課

事業概要

＜住民主体の介護予防活動への支援＞
　　徒歩で移動できる範囲に「いきいき百歳体操」の会場ができるように支援する。あわせて，会場で口
腔機能向上や認知機能向上のための取組みもできるよう支援する。また，住民主体の介護予防活動を
支援する住民ボランティアの育成を行う。

男女共同参画
の視点

　介護予防活動に参加することで高齢者自身の自立が促進される。また，集団で取り組むことで，住み
なれた地域で互いに気にかけ合い，助け合う地域づくりにつながる。
　高齢者の知識・経験・技能を生かし，ボランティアとして介護予防活動に携わることで，社会参加を促
進できる

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

いきいき百歳体操参加者数
　8,000人

実　績

いきいき百歳体操参加者数
7,800人

いきいき百歳サポーター育成数
　120人

いきいき百歳サポーター育成数
101人

男女共同参画の視点
から実施できたこと

体操会場運営は市民主体で行っており，会場運営についても同様
であり，高齢者の自主性また地域でのつながりを促すことにより，介
護をとりまく環境の整備に寄与し，男女が協力し合いながら，家庭生
活における活動と，職場や地域等における活動の両立を支援する
ことができた。

事業費
（単位：千円）

3,469

実績の分析，
課題と今後の取組

いきいき百歳体操参加者は増加しているも
のの，目標までは届かなかった。サポーター
育成についても目標までに届かなかったも
のの，一定数の確保はできた。
今後も引き続き参加を呼び掛けるとともに，
NPO法人等関係団体と協議し，参加者増加
のための取組について検討する。

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

37 【再掲】高齢者の生きがいづくり

施策の方向性
(ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支
援

事業
担当課

高齢者支援課

事業概要

＜こうち笑顔マイレージ推進事業＞
・高齢者のいきがい・やりがいづくりと高齢者自身の介護予防を目的に，介護保険施設等でのボランティ
ア活動を行い，活動を行った場合にポイントが貯まり，貯まったポイント数に応じて商品券等に交換す
る。
・ボランティア活動内容は，施設での催し物やレクリエーションの手伝い，利用者の話し相手，清掃，草
刈，裁縫等

男女共同参画
の視点

ボランティアは，高齢者誰でもが，自身の趣味や特技を活かして行うものであり，高齢者のいきがい・やり
がいづくりや自身の介護予防につながることについて周知を図る。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

こうち笑顔マイレージボランティア登録者数
450人

実　績

ボランティア登録者数324名

こうち笑顔マイレージボランティア還元者数
120人

還元者数136名

男女共同参画の視点
から実施できたこと

ボランティアは高齢者自身の趣味や特技を活かし主体的に行うもの
で，高齢者のいきがいややりがいとなり，自身の介護予防にも繋が
ることにより，介護をとりまく環境の整備に寄与し，男女が協力し合い
ながら家庭生活における活動と，職場や地域等における活動の両
立を支援することができた。

事業費
（単位：千円）

11,578

実績の分析，
課題と今後の取組

ボランティア登録者数は登録者に対して活
動意向調査を行い整理したため減少してい
る。今後はボランティア活動の継続のための
支援について，高知市社会福祉協議会等と
連携し，登録者数の増加と活動率向上に努
める。
還元については目標達成しているが，登録
者数と還元者数に隔たりがあり，還元内容
についても検討することとしている。

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援7
施策項目

94



【個別事業の実施状況報告表】

事業№
/事業名

40 【再掲】高齢者の生きがいづくり

施策の方向性
(ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支
援

事業
担当課

生涯学習課

事業概要

市立公民館では年間を通じて各種講座を開催しており，高齢者を含め広く市民に生涯学習の機会を提
供している。
中央公民館においては，年２期（前期・後期）高齢者が当面する問題を互いに考えあい，受講生同士の
ふれあいを大切にする学習の場として，『いきいきセカンド☆ライフ講座』を開設している。(公益財団法
人高知市文化振興事業団に事業委託）

男女共同参画
の視点

性別を問わず，高齢者の生きがいづくりと健康増進，また受講生同士の学習交流の場となるような講座
とする。

目　標
【評価指標（活動
指標）と目標値】

中央公民館各種講座等受講者数（4,500
人）

実　績

中央公民館各種講座等受講者数（4,210
人）

地域の市立公民館事業参加者数
（8,000人）

地域の市立公民館事業参加者数
（8,708人）

男女共同参画の視点
から実施できたこと

男女共に，高齢者の生きがいづくりと健康増進につながるような，
「シニア健康体操」「認知症サポーター養成講座」など，高齢者も含
めた受講生同士の学習交流の場となるような講座を実施できた。

事業費
（単位：千円）

-

実績の分析，
課題と今後の取組

高齢者の生きがいづくりの個別事業として
は，参加対象を55歳以上としている「いきい
きセカンド☆ライフ講座」を上げているが，そ
の他にも中央公民館及び地域の市立公民
館では多数の講座等を開催しており，高齢
者を限定したものではないが，引き続き高齢
の方も参加しやすく興味があるテーマの講
座を実施するよう努める。

事業の評価
（自課評価） B

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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－

-
-

-

7
ソ

ー
レ

　
女

性
対

象
一

般
相

談
の

う
ち

「
暴

力
」
に

関
す

る
相

談
件

数
7
4
件

7
8
件

7
0
件

1
3
6
件

1
2
4
件

8
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

児
童

相
談

の
う

ち
「
児

童
虐

待
相

談
」
件

数
1
5
7
件

1
9
3
件

1
7
7
件

1
9
7
件

2
2
1
件

9
【
男

女
共

同
参

画
研

修
】

対
象

：
新

任
課

長
補

佐
研

修
参

加
人

数

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
 」

※
実

施
日

　
平

成
2
7
年

1
月

1
4
日

新
任

課
長

補
佐

等
4
3
名

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
平

成
2
8
年

１
月

2
5
日

新
任

課
長

補
佐

3
3
名

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
平

成
2
9
年

１
月

1
8
日

新
任

課
長

補
佐

6
5
名

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
平

成
3
0
年

１
月

９
日

２
年

目
課

長
補

佐
級

職
員

等
2
1
名

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
平

成
3
1
年

１
月

1
6
日

２
年

目
課

長
補

佐
級

職
員

等
4
2
名

1
0

【
市

女
性

職
員

の
人

材
育

成
・
能

力
開

発
研

修
】

参
加

人
数

①
自

治
大

学
（
2
5
日

間
）

②
市

町
村

ア
カ

デ
ミ

－
（
a 

4
日

間
・
b
 8

日
間

)
③

国
際

文
化

ア
カ

デ
ミ

－
(5

日
間

)
④

そ
の

他
の

研
修

①
1
人

②
1
人

③
1
人

④
1
人

①
１

人
②

１
人

③
１

人
④

１
人

①
１

人
②

１
人

③
１

人
④

１
人

①
１

人
②

１
人

③
１

人
④

１
人

①
１

人
②

１
人

③
１

人
④

１
人

数
値

報
告

１
　

男
女

共
同

参
画

の
意

識
の

高
揚

２
　

人
権

の
尊

重
と

D
V

等
暴

力
の

根
絶
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施
策

番
号

項
　

目
平

成
2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値

報
告

1
1

【
男

女
共

同
参

画
研

修
】
（
階

層
別

）
①

対
象

階
層

②
参

加
人

数

「
メ

デ
ィ

ア
リ

テ
ラ

シ
ー

入
門

～
あ

ふ
れ

る
情

報
を

読
み

解
き

，
主

体
的

に
伝

え
る

～
 」

①
主

事
級

 ②
2
2
0
名

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
」

①
係

長
級

②
1
9
2
名

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
～

家
族

と
社

会
の

境
界

面
を

支
え

る
男

女
共

同
参

画
人

材
へ

の
期

待
～

」
①

主
任

級
 ②

2
7
5
名

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
」

①
主

査
級

　
②

2
5
7
名

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
」

①
主

査
補

・
技

査
補

級
　

②
2
3
1
名

1
2

高
等

学
校

進
学

率
①

全
体

②
男

　
 ③

女

①
9
6
.9

％
②

9
5
.5

％
　

　
③

9
8
.5

％
①

9
7
.9

％
②

9
6
.9

％
　

③
9
9
.1

％
①

9
8
.1

％
②

9
6
.7

％
　

③
9
9
.3

％
①

9
7
.7

％
②

9
6
.6

％
　

③
9
8
.9

％
①

9
8
.6

％
②

9
8
.2

％
　

③
9
9
.1

％

1
3

市
立

学
校

(小
・
中

・
特

別
支

援
学

校
)に

お
け

る
①

女
性

教
職

員
人

数
(比

率
)

②
女

性
管

理
職

人
数

(比
率

)

①
1
,0

6
0
人

（
6
7
.7

％
）

②
2
8
人

（
2
1
.4

％
）

①
1
,0

0
0
人

（
7
1
.3

％
）

②
3
0
人

（
2
3
.3

％
）

①
1
,0

1
0
人

（
6
6
.1

％
）

②
3
1
人

（
2
4
.0

％
）

①
9
5
1
人

（
6
6
.0

％
）

②
3
7
人

（
2
9
.1

％
）

①
9
8
3
人

（
6
5
.4

％
）

②
3
7
人

（
2
9
.4

％
）

1
4

街
頭

補
導

状
況

【
市

少
年

補
導

セ
ン

タ
ー

】
①

在
学

少
年

  
 (
小

・
中

・
高

校
・
そ

の
他

の
学

校
)

②
非

在
学

少
年

(有
職

・
無

職
)

①
1
9
4
人

（
う

ち
女

子
3
9
人

）
②

1
4
人

（
う

ち
女

子
 0

人
）

①
1
1
8
人

（
う

ち
女

子
2
4
人

）
②

2
1
人

（
う

ち
女

子
 0

人
）

①
1
1
3
人

（
う

ち
女

子
4
2
人

）
②

2
4
人

（
う

ち
女

子
  
５

人
）

①
1
4
3
人

　
（
う

ち
女

子
４

７
人

）
②

1
0
人

　
　

（
う

ち
女

子
２

人
）

①
5
3
人

（
う

ち
女

子
1
4
人

）
②

９
人

（
う

ち
女

子
０

人
）

1
5

相
談

受
理

状
況

【
市

少
年

補
導

セ
ン

タ
ー

】
夜

間
電

話
相

談
「
ｱ

ｼ
ｽ

ﾄ1
1
9
」
「
ｼ
ﾝ
ﾅ

ｰ
1
1
9
」
含

む
①

在
学

少
年

  
 (
小

・
中

・
高

校
・
そ

の
他

の
学

校
)

②
非

在
学

少
年

(有
職

・
無

職
)

①
2
9
6
人

（
う

ち
女

子
9
4
人

）
②

2
4
人

（
う

ち
女

子
1
6
人

）
①

1
6
4
人

（
う

ち
女

子
7
1
人

）
②

6
人

（
う

ち
女

子
 2

人
）

①
1
4
5
人

（
う

ち
女

子
5
2
人

）
②

６
人

（
う

ち
女

子
　

３
人

）
①

1
3
8
人

（
う

ち
女

子
4
２

人
②

５
人

（
う

ち
女

子
３

人
）

①
1
7
2
人

（
う

ち
女

子
6
6
人

）
②

９
人

（
う

ち
女

子
４

人
）

1
6

人
材

バ
ン

ク
へ

の
登

録
女

性
比

率
①

新
規

登
録

者
数

②
登

録
者

数

①
6
3
.6

％
　

（
1
1
人

の
う

ち
女

性
7
人

）

②
6
4
.4

％
　

（
5
9
人

の
う

ち
女

性
3
8
人

）

①
5
0
.0

％
　

（
4
人

の
う

ち
女

性
2
人

）

②
6
5
.4

％
　

（
5
2
人

の
う

ち
女

性
3
4
人

）

①
1
6
.7

％
　

（
1
2
人

の
う

ち
女

性
2
人

）

②
5
2
.6

％
　

（
5
7
人

の
う

ち
女

性
3
0
人

）

①
5
0
.0

％
　

（
４

人
の

う
ち

女
性

2
人

）

②
5
4
.5

％
　

（
5
5
人

の
う

ち
女

性
3
0
人

）

①
6
2
.5

％
　

（
８

人
の

う
ち

女
性

５
人

）

②
5
8
.6

％
　

（
5
8
人

の
う

ち
女

性
3
4
人

）

1
7

ス
ポ

ー
ツ

推
進

指
導

員
数

（
う

ち
女

性
数

）
4
0
6
人

（
う

ち
女

性
1
4
5
名

）
4
1
2
人

（
う

ち
女

性
1
4
3
人

）
4
0
2
人

（
う

ち
女

性
1
3
9
人

）
3
8
5
人

（
う

ち
女

性
1
3
5
人

）
3
8
7
人

（
う

ち
女

性
1
3
4
人

）

1
8

意
識

調
査

「
性

別
に

よ
る

不
当

な
扱

い
と

感
じ

る
項

目
と

割
合

」

賃
金

格
差

　
7
.8

％
昇

給
･昇

格
　

8
.3

％
自

由
に

休
暇

と
り

に
く
い

9
.4

％
育

児
･介

護
休

暇
と

り
に

く
い

  
6
.9

％

－
-

-
-

1
9

ひ
と

り
親

家
庭

自
立

支
援

相
談

件
数

　
(延

件
数

)
<
医

療
・
健

康
，

就
労

，
児

童
，

経
済

的
支

援
等

>

①
母

子
家

庭
相

談
数

②
父

子
家

庭
相

談
数

①
母

子
家

庭
  
2
,2

1
7
件

②
父

子
家

庭
　

3
6
件

①
母

子
家

庭
　

　
1
,8

6
3
件

②
父

子
家

庭
　

　
2
2
件

①
母

子
家

庭
　

　
2
,0

7
3
件

②
父

子
家

庭
 5

2
件

①
母

子
家

庭
　

　
1
,4

1
8
件

②
父

子
家

庭
 2

3
件

①
母

子
家

庭
　

　
1
,4

1
2
件

②
父

子
家

庭
 2

2
件

３
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

よ
る

教
育

・
学

習
の

充
実
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施
策

番
号

項
　

目
平

成
2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値

報
告

2
0

母
子

家
庭

等
就

業
･自

立
支

援
セ

ン
タ

－
事

業
【
高

知
県

と
共

同
実

施
】

(就
業

相
談

・
就

業
情

報
提

供
等

支
援

ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞｽ

提
供

)

①
相

談
件

数
②

就
業

者
数

①
1
,0

6
1
件

②
6
4
人

（
高

知
市

の
み

）
①

8
7
1
件

②
4
7
人

（
高

知
市

の
み

)
①

7
2
1
件

②
4
2
人

（
高

知
市

の
み

)
①

8
3
0
件

②
2
7
人

（
高

知
市

の
み

)
①

5
4
3
件

②
2
6
人

（
高

知
市

の
み

)

2
1

意
識

調
査

「
家

事
を

全
く
し

な
い

男
性

の
割

合
」

2
2
.7
%

－
-

-
-

2
2

家
族

経
営

協
定

締
結

数
3
戸

4
戸

1
2
戸

8
戸

3
戸

2
3

①
男

性
の

育
児

休
暇

 取
得

者
数

・
取

得
率

（
市

職
員

）
②

配
偶

者
出

産
休

暇
 取

得
者

数
・
取

得
率

（
市

職
員

）

①
5
人

　
6
.9

％
②

5
0
人

　
9
2
.6

％
※

Ｈ
2
7
年

2
月

末
時

点

①
８

人
　

1
0
.6

％
②

4
2
人

　
8
5
.3

％
※

Ｈ
2
8
年

2
月

末
時

点

①
３

人
　

3
.6

％
②

6
8
人

　
8
1
.9

％
①

４
人

　
 5

.5
％

②
6
2
人

　
8
4
.9

％
①

６
人

　
 8

.3
％

②
5
7
人

　
7
9
.2

％

2
4

高
知

市
管

理
・
監

督
職

（
係

長
級

以
上

）
女

性
比

率
2
6
.2
%

（
5
1
2
人

う
ち

女
性

1
3
4
人

）
2
8
.8
%

（
5
4
9
人

う
ち

女
性

1
5
8
人

）
3
0
.7
%

（
5
7
0
人

う
ち

女
性

1
7
5
人

）
3
1
.3
%

（
5
8
7
人

う
ち

女
性

1
8
4
人

）
3
1
.6
%

（
6
0
7
人

う
ち

女
性

1
9
2
人

）

2
5

市
新

規
採

用
職

員
(事

務
職

)女
性

比
率

<
実

施
年

度
別

>
5
9
.6
%

(5
1
人

の
う

ち
女

性
3
0
人

）
3
4
.1
%

(4
1
人

の
う

ち
女

性
1
4
人

）
3
9
%

(4
1
人

の
う

ち
女

性
1
6
人

）
6
1
%

(5
9
人

の
う

ち
女

性
3
6
人

）
7
3
%

(6
0
人

の
う

ち
女

性
4
4
人

）

2
6

就
職

に
つ

な
が

っ
た

市
主

催
セ

ミ
ナ

－
修

了
者

①
若

者
就

職
応

援
セ

ミ
ナ

ー
①

９
人

（
う

ち
女

性
９

人
）

①
８

人
（
う

ち
女

性
８

人
）

①
2
0
人

（
う

ち
1
2
人

女
性

）
①

４
人

（
う

ち
女

性
３

人
）

①
1
1
人

（
う

ち
女

性
４

人
）

2
7

母
子

訪
問

指
導

（
実

人
数

／
延

人
数

)
①

妊
婦

②
産

婦
③

新
生

児
④

未
熟

児
<
2
1
年

度
か

ら
⑧

の
数

に
再

掲
>

⑤
乳

児
⑥

幼
児

⑦
そ

の
他

⑧
赤

ち
ゃ

ん
誕

生
お

め
で

と
訪

問
<
全

戸
訪

問
>

（
実

人
数

／
対

象
者

数
＝

訪
問

率
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
べ

人
数

）
①

妊
婦

　
  
（
8
9
／

1
7
2
）

②
産

婦
　

 （
3
2
7
／

5
9
7
）

③
新

生
児

  
（
6
5
／

1
0
2
）

④
未

熟
児

 (
6
8
／

1
2
4
）

⑤
乳

児
  
 （

3
3
1
／

6
4
9
）

⑥
幼

児
  
 （

2
8
5
／

5
6
6
）

⑦
そ

の
他

 （
3
9
/
1
3
5
）

①
～

⑦
合

計
  
　

2
,3

4
5
人

（
延

）

⑧
赤

ち
ゃ

ん
（
訪

問
率

）
（
2
,6

6
4
／

2
,7

2
5
＝

9
7
.8

％
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
べ

人
数

）
①

妊
婦

　
  
（
5
4
／

1
8
3
）

②
産

婦
　

 （
2
1
0
／

5
2
6
）

③
新

生
児

  
（
2
9
／

5
7
）

④
未

熟
児

 (
1
6
／

4
1
）

⑤
乳

児
  
 （

2
8
9
／

6
7
8
）

⑥
幼

児
  
 （

8
3
7
／

1
,2

2
1
）

⑦
そ

の
他

 （
3
1
/
1
0
2
）

①
～

⑦
合

計
  
　

2
,8

0
8
人

（
延

）

⑧
赤

ち
ゃ

ん
（
訪

問
率

）
（
2
,7

1
8
／

2
,7

6
6
＝

9
8
.3

％
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
べ

人
数

）
①

妊
婦

　
  
（
8
0
／

1
6
5
）

②
産

婦
　

 （
3
1
6
／

6
7
9
）

③
新

生
児

  
（
1
3
3
／

1
7
3
）

④
未

熟
児

 (
3
0
／

4
6
）

⑤
乳

児
  
 （

3
6
7
／

7
6
0
）

⑥
幼

児
  
 （

1
,2

7
7
／

1
,7

0
6
）

⑦
そ

の
他

 （
5
4
/
1
1
8
）

①
～

⑦
合

計
  
　

3
,6

4
7
人

（
延

）

⑧
赤

ち
ゃ

ん
（
訪

問
率

）
（
2
,5

7
2
／

2
,6

3
5
＝

9
7
.6

％
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
べ

人
数

）
①

妊
婦

　
  
（
8
0
／

1
4
8
）

②
産

婦
　

 （
2
0
3
／

4
5
3
）

③
新

生
児

  
（
4
4
／

5
4
）

④
未

熟
児

 (
2
6
／

5
6
）

⑤
乳

児
  
 （

2
7
7
／

6
1
9
）

⑥
幼

児
  
 （

9
7
7
／

1
,2

1
1
）

⑦
そ

の
他

 （
1
6
/
2
3
）

①
～

⑦
合

計
  
　

2
,5

6
4
人

（
延

）

⑧
赤

ち
ゃ

ん
（
訪

問
率

）
（
2
,5

7
6
／

2
,6

4
7
＝

9
7
.3

％
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
人

数
）

①
妊

婦
　

  
（
1
0
3
／

2
0
3
）

②
産

婦
　

 （
2
4
6
／

5
8
2
）

③
新

生
児

  
（
5
5
／

7
7
）

④
未

熟
児

 (
2
3
／

4
5
）

⑤
乳

児
  
 （

3
6
2
／

8
9
9
）

⑥
幼

児
  
 （

8
0
4
／

1
,0

9
4
）

⑦
そ

の
他

 （
2
1
／

2
4
）

①
～

⑦
合

計
  
2
,9

2
4
人

（
延

）

⑧
赤

ち
ゃ

ん
（
訪

問
率

）
（
2
,3

6
1
／

2
,4

3
6
＝

9
6
.9

％
）

４
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

よ
る

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現
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施
策

番
号

項
　

目
平

成
2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値

報
告

2
8

パ
パ

マ
マ

教
室

（
初

め
て

の
妊

娠
の

方
と

パ
ー

ト
ナ

ー
対

象
）

①
実

参
加

組
数

②
延

参
加

組
数

-
①

2
1
組

②
5
9
組

①
5
8
組

②
1
6
7
組

①
5
9
組

②
1
6
9
組

①
6
5
組

②
1
8
3
組

2
9

フ
ァ

ミ
リ

－
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

－
①

依
頼

会
員

登
録

者
数

②
援

助
会

員
登

録
者

数
③

両
方

会
員

登
録

者
数

④
活

動
件

数

①
7
9
9
人

（
男

性
3
4
人

，
女

性
7
6
5
人

）
②

4
2
6
人

（
男

性
2
0
人

，
女

性
4
0
6
人

）
③

7
4
人

（
男

性
1
人

，
女

性
7
3
人

）
④

7
,5

7
0
件

①
8
2
2
人

（
男

性
3
7
人

，
女

性
7
8
5

人
）

②
4
1
1
人

（
男

性
2
0
人

，
女

性
3
9
1

人
）

③
6
9
人

（
男

性
２

人
，

女
性

６
７

人
）

④
5
,9

5
4
件

①
8
0
1
人

（
男

性
4
1
人

，
女

性
7
6
0
人

）
②

4
1
0
人

（
男

性
2
3
人

，
女

性
3
8
7
人

）
③

6
7
人

（
男

性
2
人

，
女

性
6
5
人

）
④

7
,0

2
9
件

①
8
1
8
人

（
男

性
3
6
人

，
女

性
7
8
2
人

）
②

4
2
6
人

（
男

性
2
5
人

，
女

性
4
0
1
人

）
③

6
7
人

（
男

性
1
人

，
女

性
6
6
人

）
④

8
,1

6
7
件

①
7
9
4
人

（
男

性
3
3
人

，
女

性
7
6
1
人

）
②

4
3
0
人

（
男

性
2
2
人

，
女

性
4
0
8
人

）
③

6
1
人

（
男

性
1
人

，
女

性
6
0
人

）
④

6
,4

5
6
件

3
0

病
児

･病
後

児
童

保
育

実
施

施
設

・
利

用
人

数
①

細
木

病
院

  
  
  
<
定

員
：
6
人

>
②

三
愛

病
院

  
  
  
<
定

員
：
6
人

>
③

う
ら

ら
か

保
育

園
<
定

員
：
3
人

>
④

も
み

の
き

病
院

(合
計

 利
用

人
数

)

①
6
0
2
人

②
6
4
6
人

③
2
2
7
人

④
4
5
8
人

(計
1
,9

3
3
人

)

①
6
2
5
人

②
6
0
7
人

③
2
1
2
人

④
5
3
1
人

(計
1
,9

7
5
人

)

①
5
1
7
人

②
6
9
4
人

③
2
2
5
人

④
5
7
2
人

（
計

2
,0

0
8
人

）

①
4
9
2
人

②
6
0
0
人

③
2
5
2
人

④
4
9
9
人

（
計

1
,8

4
3
人

）

①
4
1
9
人

②
5
9
0
人

③
2
7
2
人

④
4
4
0
人

（
計

1
,7

2
1
人

）

3
1

子
育

て
相

談
件

数
(延

件
数

)

③
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
－

a「
あ

い
」

b
「
ぽ

け
っ

と
ラ

ン
ド

」
ｃ
「
く
す

く
す

ひ
ろ

っ
ぱ

」
d
「
は

る
の

・
わ

く
わ

く
ぽ

け
っ

と
」

③
a 

 1
0
3
件

b
 9

6
件

c
  
5
5
件

ｄ
 8

5
件

③
a 

　
1
0
0
件

b
　

 1
0
5
件

 c
 
　

 3
9
件

　
 ｄ

 　
　

4
2
件

③
a 

　
1
0
8
件

b
　

 1
2
4
件

 c
 
　

 3
2
件

　
 ｄ

 　
　

3
1
 件

③
a 

　
1
4
8
件

b
　

 1
2
4
件

 c
 
　

 4
2
件

　
 ｄ

 　
　

1
4
件

③
a 

　
2
6
3
件

 b
　

　
 9

3
件

 c
 　

　
8
9
件

　
ｄ
 　

1
8
6
件

3
2

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

①
ク

ラ
ブ

数
②

児
童

数
③

指
導

員
数

（
男

女
比

）

①
7
1

②
2
,9

8
2
人

③
1
2
9
人

(う
ち

女
性

1
2
8
人

)

①
7
8

②
3
,7

1
5
人

③
1
3
1
人

(う
ち

女
性

1
3
0
人

)

①
8
1

②
3
,3

9
4
人

③
1
3
5
人

（
う

ち
女

性
1
3
4
人

）

①
8
5

②
3
,5

1
6
人

③
1
4
4
人

（
う

ち
女

性
1
4
3
人

）

①
8
8

②
3
,4

5
7
人

③
1
4
1
人

（
う

ち
女

性
1
4
0
人

）

3
3

保
育

所
入

所
児

童
数

／
就

学
前

児
童

数
（
入

所
率

）
(へ

き
地

保
育

所
は

除
く
)

9
,4

9
9
人

／
1
6
,7

3
4
人

（
5
6
.8

％
）

9
,1

2
6
人

／
1
6
,5

0
2
人

（
5
5
.3

％
）

9
,0

4
5
人

／
1
6
,2

3
2
人

（
5
5
.7

％
）

8
,8

9
4
人

／
1
5
,9

0
6
人

(5
5
.9

%
)

8
,7

8
8
人

／
1
5
,6

2
7
人

(5
6
.2

%
)

3
4

市
保

育
所

待
機

児
童

数

①
４

月
１

日
時

点
②

１
月

１
日

時
点

児
童

の
年

齢

①
2
5
人

  
  
0
歳

 4
人

1
･2

歳
　

  
 1

8
人

3
歳

以
上

 　
 3

人
②

2
3
8
人

  
0
歳

 1
6
4
人

1
･2

歳
　

  
6
9
人

3
歳

以
上

　
 5

人

①
4
3
人

  
  
0
歳

 3
人

1
･2

歳
　

  
 3

3
人

3
歳

以
上

 　
 7

人
②

2
4
7
人

  
0
歳

  
  
1
8
0
人

1
･2

歳
　

  
5
9
人

3
歳

以
上

　
 8

人
（
※

H
2
7
年

度
か

ら
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

新
制

度
に

よ
り

，
保

育
所

の
他

，
認

定
こ

ど
も

園
（
保

育
認

定
）
，

小
規

模
保

育
事

業
も

対
象

）

①
4
2
人

  
  
0
歳

 4
人

1
･2

歳
　

  
3
3
人

 3
歳

以
上

  
 5

人
②

1
8
3
人

  
 0

歳
 1

3
1
人

1
･2

歳
　

  
4
9
人

3
歳

以
上

　
 3

人

①
7
3
人

  
  
0
歳

 5
人

1
･2

歳
　

  
6
3
人

 3
歳

以
上

  
 5

人
②

2
2
8
人

  
 0

歳
 1

5
9
人

1
･2

歳
　

  
6
5
人

3
歳

以
上

　
 4

人

①
4
3
人

  
  
0
歳

 8
人

1
･2

歳
　

  
3
3
人

 3
歳

以
上

  
 2

人
②

2
0
3
人

  
 0

歳
 1

5
6
人

1
･2

歳
　

  
4
4
人

3
歳

以
上

　
 3

人

５
　

子
育

て
・
介

護
分

野
に

お
け

る
環

境
の

整
備
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施
策

番
号

項
　

目
平

成
2
6
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度

数
値

報
告

3
5

延
長

保
育

実
施

保
育

所
数

／
認

可
保

育
所

全
数

利
用

人
数

①
民

営
　

3
9
園

／
全

5
9
園

②
市

営
　

1
7
園

／
全

2
8
園

①
1
,1

7
9
人

＋
②

1
9
7
人

=
1
,3

7
6
人

①
民

営
　

4
5
園

／
全

6
2
園

②
市

営
　

1
7
園

／
全

2
7
園

①
1
,5

3
7
人

+
②

1
9
8
人

=
1
,7

3
5
人

（
※

H
2
7
年

度
か

ら
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

新
制

度
に

よ
り

延
長

保
育

が
変

わ
っ

た
た

め
，

前
年

度
と

同
条

件
（
1
1

時
間

超
過

）
の

数
値

）

①
民

営
　

4
0
園

／
全

6
2
園

②
市

営
　

1
7
園

／
全

2
7
園

①
1
,5

9
4
人

＋
②

1
4
4
人

=
1
,7

3
8
人

①
民

営
　

4
0
園

／
全

6
2
園

②
市

営
　

1
7
園

／
全

2
7
園

①
1
,3

8
3
人

＋
②

1
7
7
人

=
1
,5

6
0
人

①
民

営
　

4
0
園

／
全

6
1
園

②
市

営
　

1
6
園

／
全

2
6
園

①
1
,5

4
1
人

＋
②

1
7
2
人

=
1
,7

1
3
人

3
6

一
時

保
育

実
施

保
育

所
数

利
用

人
数

①
民

営
　

 7
園

②
市

営
　

 2
園

①
＋

②
=
1
2
,4

5
0
人

①
民

営
　

 7
園

②
市

営
　

 2
園

①
+
②

=
1
2
,6

7
0

①
民

営
　

 7
園

②
市

営
　

 2
園

①
+
②

=
1
0
,2

5
3

①
民

営
　

 7
園

②
市

営
　

 2
園

①
+
②

=
1
1
,4

1
7

①
民

営
　

 7
園

②
市

営
　

 2
園

①
+
②

=
1
1
,0

5
8
人

3
7

低
月

齢
保

育
児

受
入

れ
実

施
保

育
所

数
受

入
れ

人
数

（
待

機
人

数
）

①
４

月
１

日
時

点
②

１
月

１
日

時
点

8
4
園

①
4
7
3
人

  
(4

人
）

②
8
5
3
人

　
(1

6
4
人

)

8
6
園

①
5
0
7
人

  
(3

人
）

②
8
9
1
人

　
(1

8
0
人

)

 8
6
園

①
5
1
2
人

  
(4

人
）

②
9
1
2
人

　
(1

3
1
人

)

 8
6
園

①
5
1
5
人

  
(5

人
）

②
8
4
6
人

　
(1

5
9
人

)

 8
4
園

①
5
0
9
人

  
(8

人
）

②
8
3
9
人

　
(1

5
6
人

)

3
8

子
育

て
相

談
件

数
(延

件
数

)
①

<
保

育
園

>
①

3
,9

8
5
件

①
3
,1

0
1
件

①
2
,5

5
3
件

①
2
,3

7
2
件

①
2
,6

1
3
件

3
9

子
育

て
相

談
件

数
(延

件
数

)
②

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

－
(実

数
／

延
件

数
）

②
8
1
9
件

（
延

件
数

）
②

9
2
6
件

（
延

件
数

）
8
8
3
件

（
延

件
数

）
9
5
3
件

(延
件

数
)

1
,0

1
5
件

(延
件

数
)

4
0

地
区

人
権

啓
発

推
進

委
員

会
の

女
性

委
員

比
率

3
5
.8
%

(1
,1

8
6
人

の
う

ち
女

性
4
2
5
人

)
3
6
.0
%

(1
,1

3
7
人

の
う

ち
女

性
4
0
9
人

)
3
5
.8
%

(1
,0

3
3
人

の
う

ち
女

性
3
7
0
人

)
3
6
.8
%

(1
,0

2
9
人

の
う

ち
女

性
3
7
9
人

)
3
6
.5
%

(1
,1

5
5
人

の
う

ち
女

性
4
2
2
人

)

4
1

交
通

安
全

指
導

員
協

議
会

人
数

（
う

ち
女

性
数
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こうち男女共同参画センター
（ソーレ）事業報告



プラン2016



Ⅰ 情報収集及び提供に関する業務

１図書・情報資料収集・提供事業

本 12,494冊

ビデオ・ＤＶＤ 980本

計 13,474冊・本 7,812人

（2）図書団体貸出

南国市 5月31日  ～ 7月25日 100冊

（3）新聞クリッピング

２図書・情報資料室利用促進事業

テーマ別図書展示

定期的にテーマを決めて関連図書等を展示し、図書室の利用促進を図った。

Ⅱ 調査研究に関する業務

（１） 男女共同参画に関する統計データ収集・提供事業

Ⅲ 県民の理解を深めるための広報及び啓発に関する業務

１広報・啓発事業

（１）情報紙の発行

情報紙「ソーレ・スコープ vol.85～88」の発行（7・10・1・4月に各6,000部発行）

セミナーガイドの発行（4月と９月にソーレ開催事業の紹介）

（２）ホームページによる情報発信

（３）メールマガジンの発行（ソーレの事業、他県や市町村、関連機関の取組みを掲載）

メールマガジン「ＦＲＯＭ ソーレ」の発信（毎月１日、計12回　発信件数 214～230件）

（４）ＳＮＳによる情報発信

フェイスブック等のＳＮＳを活用した広報・啓発を行った。（年度末フォロワー数128人）

こうち男女共同参画センター「ソーレ」　平成30年度　事業実施報告書

実施事業の紹介・報告、センターの利用案内、男女共同参画に関する情報の提供、財団の経営状況等を
広く県民に公開するためホームページを開設し、情報の更新等を行った。

　〃　 　累計

防災、政治・経済、労働、お金・年金、子育て、教育、環境、食、からだ・健康、暮らし・生き方、介護・高齢
者、男性、女性、男女共同参画・人権、その他の新聞記事の切り抜きを館内に掲示した。

（1）図書・DVDの購入・整理

蔵書数 図書利用登録者数

利用登録者数 195人

統計データの収集・分析を行い、ホームページで公表している「データでみるこうちの男女共同参画」を更
新した。

４月 新年度　スタート応援 10月 あえて年代にこだわるのには訳がある

５月 多様な家族関係　居場所のない男、時間がない女　講演会 11月 DV防止啓発講演会　DVを考える

６月 男女共同参画週間「走り出せ、性別のハードルを超えて今」 12月 ベストリーディング～今年よく読まれた本

７月 ページをめくる楽しさスマホから本へ～１ １月 多様性∼ダイバシティひとりひとり違っていい

８月 ページをめくる楽しさスマホから本へ～２ ２月 体・メンテナンス

９月 絵から伝わるメッセージ ３月 節約・エコ
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（５） 開館20周年記念誌作成

平成 31年度の発行に向け、過去の資料からソーレ実施事業等を整理した。

（６） 啓発パネルの作成

地域のイベントなどでの活用を図るため、啓発誌をもとにパネルを作成した。

　　　「メディア・リテラシー（全面改訂）」

（７） 啓発パネルの貸出

広く啓発を行うため、これまでに作成した啓発パネルの貸出しを行った。

（８）啓発パネルの企画展示

２出前講座事業

（１）出前講座（県内・県外講師活用）

（）内は男性参加者数で内数

佐賀県多久市総合政策課  ～ 7月4日

高知市人権同和・男女共同参画課  ～ 7月3日

香南市人権課 7月9日  ～ 7月13日

高知市人権同和・男女共同参画課  ～ 7月31日

安芸市女性の家  ～ 8月31日

高知市人権同和・男女共同参画課  ～ 11月6日

高知市人権同和・男女共同参画課  ～ 11月20日

西東京市協働コミュニティ課  ～ 11月26日

香美市立ふれあい交流センター  ～ 11月26日

（公財）京都市男女共同参画推進センター  ～ 2月7日

香南市人権課

ジェンダーってなあに？
宿毛市人権推進課

いの町総合政策課

11月8日 DV　ドメスティック・バイオレンス

11月21日 女性と働き方

1月7日 ジェンダーってなあに？

11月22日  ～ 11月28日

11月30日  ～ 12月10日

 ～ 12月14日12月6日

貸出先 貸出期間 貸出パネル

南海トラフ地震発生!!そのとき、あなたは…

DV　ドメスティック・バイオレンス

6月15日  ～ 7月2日高知県県民生活・男女共同参画課

ひとりでがんばりすぎない介護
DV　ドメスティック・バイオレンス
南海トラフ地震発生!!そのとき、あなたは…
こうち男女共同参画プラン

6月19日 ジェンダー物語

6月21日 ジェンダーってなあに？

ジェンダーってなあに？

ジェンダー物語

DV　ドメスティック・バイオレンス
南海トラフ地震発生!!そのとき、あなたは…

7月19日 男女が共に輝く高知市男女共同参画条例

7月31日 メディア・リテラシー

11月9日 それってラブラブ…？

11月1日 南海トラフ地震発生!!そのとき、あなたは…

アトリウム  ～ 6月9日

３階掲示板 5月27日  ～ 6月29日

アトリウム  ～ 6月20日

アトリウム  ～ 6月29日

３階掲示板  ～ 9月6日

アトリウム  ～ 11月17日

3階エレベーターホール  ～ 11月25日

12月9日

展示場所 展示期間 展示パネル

6月20日 男女共同参画週間ポスター集

5月19日 男女共同参画社会ってなあに？

6月9日 ジェンダーってなあに？

8月23日 南海トラフ地震発生!!そのとき、あなたは…

じんけんふれあいフェスタ

メディア・リテラシー

10月25日 DV　ドメスティック・バイオレンス

メディア・リテラシー

11月18日 DV　ドメスティック・バイオレンス

派遣講師 開催日 派遣先

1 6月22日(金) 高知市公立保育所園長研修 50名 (1)

2 11月16日(金) ＬＧＢＴについて
高知県高等学校保健委員研修
会

132名 (22)

(23)

県
内
・
県
外
講
師

園田正世

長澤紀美子
浜口ゆかり

182名

内 容 参加者数

男女共同参画・多様性配慮の視点で学ぶ
防災と減災
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（２）出前講座（サポーター講師活用）

（）内は男性参加者で内数

派遣講師 派遣先

1 筒井早智子 5月11日(金) 職場のハラスメント防止 仁淀消防連合会（団役員・職員） 48名 (48)

県立宿毛高校（全日制・生徒） 279名 (141)

県立宿毛高校（定時制・生徒） 31名 (23)

3 筒井早智子 6月4日(月) ハラスメントについて 高知県警察本部（生活相談員等） 61名 (34)

6月19日(火) 55名 (32)
6月19日(火) 63名 (29)
6月26日(火) 65名 (32)
6月26日(火) 52名 (27)
7月10日(火) 38名 (18)

10月23日(火) 69名 (33)

6月20日(水) 12名 (10)

6月26日(火) 16名 (9)

6月27日(水) 60名 (24)

6 廣瀬淳一 6月24日(日) 「しあわせ」「孤独」と男女共同参画 四万十市市民人権課（一般） 16名 (8)

7 山中千枝子 6月27日(水) セクハラ・パワハラによる不祥事防止 県立須崎高校（教職員） 8名 (7)

7月17日(火) 16名 (15)

8月3日(金) 72名 (64)

8月10日(金) 73名 (64)

8月24日(金) 92名 (87)

9 西村静代 7月20日(金) ワーク・ライフ・バランスを考えよう
特別養護老人ホームやすらぎ
の家（職員）

33名 (12)

10 西村静代 7月30日(月) ワーク・ライフ・バランスについて考えよう
香美市教育研究会（学校事務
部会）

11名 (3)

11 山中千枝子 8月1日(水) メディア・リテラシー
高知市立春野西小学校（教職
員）

14名 (5)

12 福岡盟人 9月3日(月) 免疫力！講座
いの町あったかふれあいセン
ター（一般）

25名 (4)

9月3日(月)
9月11日(火)

14 金川淳子 9月6日(木) 男女共同参画って？
香美市立ふれあい交流ｾﾝﾀｰ（男
女共同参画推進委員）

8名 (4)

15 山中千枝子 9月13日(木) 仲間づくり
四万十市立中村南小学校（児
童）

72名 (44)

16 筒井早智子 9月28日(金) 職場のハラスメント防止
高知県国民健康保険団体連合
会（職員）

51名 (17)

17 筒井早智子 10月1日(月) 職場のハラスメント防止 南国市生涯学習課（一般） 81名 (40)

18 西村静代 10月18日(木) ワーク・ライフ・バランス 社会福祉法人香南会（職員） 18名 (6)

19 山中千枝子 10月20日(土) 仲間づくり 高知市立小高坂小学校（児童） 76名 (28)

10月28日(日) 18名 (6)

1月20日(日) 12名 (5)

2月3日(日) 18名 (8)

21 筒井早智子 11月10日(土) 職場のハラスメント防止 株式会社シ―メック（管理職） 22名 (18)

11月14日(水) 46名 (22)

11月21日(水) 45名 (27)

23 筒井早智子 11月19日(月) 職場のハラスメント対策
高知市東部障害者福祉セン
ター（職員）

12名 (4)

11月20日(火)
11月27日(火)

25 山中千枝子 11月29日(木) メディア・リテラシー 県立高岡高校（生徒） 40名 (21)

26 植田美和子 12月4日(火) 高知県警察本部（職員） 44名 (3)

27 山中千枝子 12月5日(水) 女性と人権 四万十市生涯学習課（一般） 42名 (17)

28 津野美保 12月5日(水) 防災について デイサービスいちご学校（利用者） 14名 (3)

29 植田美和子 12月20日(木) コミュニケーション研修 香南市生涯学習課（一般） 29名 (1)

30 山中千枝子 1月24日(木) メディア・リテラシー 安芸市立穴内小学校（児童） 52名 (23)

31 山中千枝子 2月1日(金) メディア・リテラシー
高知市立小高坂小学校ＰＴＡ
（児童）

90名 (40)

32 植田美和子 2月22日(金)
幡多信用金庫（企業若手従業
員）

14名 (8)

33 山中千枝子 2月24日(日) インターネットと人権 四万十市生涯学習課（一般） 105名 (12)

34 山中千枝子 2月26日(火) メディアリテラシー 高知市立十津小学校（児童） 82名 (35)

(1,185)

光本朱實2

4

5

8

13

20

22

24

開催日 内 容 参加者数

性をもって生きるって？～自分を大切に、他
人も大切に

高知市立潮江東小学校（児童）

6月1日(金)

48名 (23)
高知県市町村共済組合（職員）

職場のハラスメント防止

情報モラル教育について

ワーク・ライフ・バランスとライフプランについ
て考える

(41)

ハラスメントと人権

2,295名

ワークライフバランス・キャリアデザインのす
すめ

ワークライフバランス・キャリアデザインのす
すめ

筒井早智子

職場のハラスメント筒井早智子 47名高知県公営企業局（職員）

四万十市生涯学習課（一般）

サ
ポ
ー

タ
ー

講
師

山中千枝子

筒井早智子

中平公哉
香美市立ふれあい交流セン
ター（一般）

親子料理教室

西村静代
高知県法人会連合会（企業新
入社員等）

ヤンマー農機製造株式会社
（管理職・全職員）

筒井早智子
職場におけるセクシュアルハラスメント・パ
ワーハラスメント防止
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（３）出前講座（ソーレ職員）

（）内は男性参加者数で内数

（４） ウェルカムセミナー

（）内は男性参加者数で内数

(５) 出前上映会

ソーレへの来館が難しい地域で、男女共同参画に関する映画上映と合わせ、ミニ講座を開催した。

（）内は男性参加者数で内数

内容（テーマ）

1 7月23日(月) 地域生活と女性 高知大学地域協働学部（学生） 9名 (1)

2 11月15日(木) デートＤＶ 南国市立香長中学校（生徒） 203名 (116)

3 2月5日(火) デートDV 県立岡豊高校（生徒） 305名 (139)

4 2月7日(木) デートDV 県立高知北高校定時制昼間部（生徒） 115名 (67)

5 2月18日(月) デートDV 県立高知工業高校（生徒） 239名 (199)

(522)

1 6月29日(金) 相談の聴き方 高知地方法務局（人権擁護委員） 28名 (13)

2 6月29日(金)
職場の円滑なコミュニ
ケーション

高知太平洋鉱業株式会社（職員） 32名 (29)

10月31日(水)
11月30日(金)

4 11月6日(火) ＤＶ 高知市朝倉地区人権啓発推進委員会（推進委員） 10名 (5)

5 11月16日(金) ＤＶ 高知市老人クラブ連合会女性部（会員） 14名 -

6 2月17日(日) 男女共同参画 香美市立ふれあい交流センター（一般） 26名 (10)

7 2月27日(水) 男女共同参画 高知市地区人権啓発推進委員会（一般） 33名 (22)

8 3月1日(金) 相談の聴き方 高知地方法務局（人権擁護委員） 11名 (5)

(104)

(626)

学校
及び

教育関係機関

その他

対象者

ソ
ー

レ
職
員

133名3

開催日

(20)

1,158名

287名

派遣先 参加者数

871名

ハラスメント しまんと町社会福祉協議会（職員）

内容

1 4月12日(木) 施設見学・セミナー 高知県立大学（文化学部） 13名 (2)

2 12月10日(月) 施設見学・セミナー 高知県立大学（社会福祉学部） 23名 (1)

3 9月27日(木) 施設見学 高知市立旭東小学校 4名 (2)

4 2月14日(木) 施設見学 高知市立旭小学校 63名 (33)

103名 (38)

ウェルカムセミナー

参加者数来館者開催日

78名 (9)

28名 (6)

3月8日(金)
ソーレ

映画「未来を花束にして」の上映とミニ講座
香南市

開催地 開催日 内 容 参加者数
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３男女共同参画推進事業

(１)啓発広告

６月の男女共同参画推進月間に合わせて、路面電車（１台）内で啓発ポスターの掲出と啓発誌の配布を行った。

(２)啓発パネル等企画展示

６月の男女共同参画推進月間に合わせて、館内で啓発パネルの展示等を行った。

（３）講演会概要掲載

男女共同参画推進月間講演会の概要をソーレスコープに掲載した。

４ＤＶ防止啓発事業

(１)啓発パネル等企画展示

（２）講演会概要掲載

ＤＶ防止啓発講演会の概要をソーレスコープに掲載した。

５防災啓発事業

(１)地域での防災啓発

(２)啓発パネル等企画展示

防災週間（８月30日から９月５日まで）に合わせて、館内で啓発パネルの展示等を行った。

６その他の啓発事業

　地域のイベント等に参加し、男女共同参画に関する啓発を行った。

旭オンリーワン芸術祭 10月20日 (土 )

じんけんふれあいフェスタ 12月 9日 (日 )

Ⅳ 講演会、講習会、研修会等の開催に関する業務

１男女共同参画推進事業

（）内は男性参加者数で内数

地域の防災ベントと連携し、ソーレの防災についての取組を周知し、さらには防災に男女共同参画の視点
の必要性を啓発した。

女性に対する暴力をなくす運動期間（11月12日から25日まで）に合わせて、館内で啓発パネルの展示等を
行った。

22名現代人が感じるジェンダー～「女らしさ」「男らしさ」に惑わされない生き
方を学ぶ～
　講師　濱田智崇（京都橘大学准教授/臨床心理士）

(5)

事業（講座名） 開催日 内 容 参加者数

男女共同参画推進月
間講演会

6月2日(土)

広く県民に対し、男女共同参画についての理解と意識の浸透を図るた
め、6月の男女共同参画推進月間に講演会を実施した。

　「『居場所』のない男、『時間』がない女～ワークライフアンバランスな
社会を考える～」
　講師　水無田気流（詩人/社会学者/国学院大学経済学部教授）

229名 (40)

男女共同参画講座 12月9日(日)

男女共同参画の基本的なテーマについて、県民の理解を深めるための
講座を実施した。
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２ＤＶ防止啓発事業

（）内は男性参加者数で内数

３ワーク・ライフ・バランス事業

（）内は男性参加者数で内数

４ 防災啓発事業

（）内は男性参加者数で内数

５

（）内は男性参加者数で内数

他機関連携・共催事業

ＤＶ防止啓発講演会
（共催）

11月4日(日)

11月の「女性に対する暴力をなくす運動」に合わせ、ドメスティックバイオ
レンスの防止を広く県民に啓発するためDVに関する講演会を実施した。

「男性の非暴力宣言～男性の立場から取り組むＤＶのない社会づくり
～」
講師 多賀太（関西大学文学部教授/一般社団法人ホワイトリボンキャン
ペーン・ジャパン共同代表）

105名 (24)

9月23日(日)
51名 (29)

2月2日(土)

54名 (15)

5名 (5)

「子育てが100倍！楽しくなる♪夫婦のコミュニケーションセミナー」
講師　小﨑恭弘（大阪教育大学教育学部准教授）

男性家事講座 1月27日(日)

漠然とできないと抵抗感を感じている家事について男性の中にある家事
へのハードルを下げ、家事分担意識の改革を図るために実施した。

「おとう飯レシピコンテスト」
審査　津野美保（元高知県栄養士会会長）
　　　　三谷英子（RKC調理製菓専門学校 校長）
　　　　山本 尚高（ザ クラウンパレス新阪急 副総料理長）

24名 (10)

講座名 開催日 内　　　　容 参加者数

大学生向けキャリア形
成支援事業

これから就職する学生を対象に、ライフイベント（結婚、出産等）をどう乗り
越えるか、自らはどのような人生を求めているか（仕事も含めて）について
考える講座を高知大学・県立大学と連携して実施した。

高知大学
　　「これからのキャリアについて考える」
　　講師　筒井淳也（立命館大学産業社会学部現代社会学科教授）
高知県立大学
　　「人生100年時代の働き方と生き方を考える」
　　講師　古瀬正也（古瀬ワークショップデザイン事務所）

（応募25件）

男性応援講座 7月21日(土)

「自分だけが大変」だという考えに陥りがちな忙しい子育て夫婦を対象
に、お互いの違いを大切に、それぞれの夢を共有しフォローしあえる関係
を築くためのコミュニケーションの方法を学びながら、夫婦が共に育児を
行うことで大変さや楽しさを共有し、自分たちらしい家族のあり方を考える
機会を提供した。

① 6月23日(土)

71名 (9)

② 11月24日(土) 21名 (2)

講座名 開催日 内　　容 参加者数

防災教室

マタニティから就学前児童の保護者に対し、自分と子どもの命を守るため
の知識を学び、防災意識の向上を図るとともに、自分の家族以外のさま
ざまな立場の人の命を守るために、避難所運営等の地域における防災
活動への参画の必要性について気づく機会とし、グループを形成するこ
とを目指す。

「ママとパパのための防災のおはなし～災害が起きたとき、小さ
な命を守るために～」
講師　園田正世（特定非営利活動法人だっことおんぶの研究所理
事長）

「親子で学ぼう！災害が起きたときに役立つ、備えと行動」
講師　津野美保（ソーレサポーター講師）

講座名 開催日 内　　容 参加者数

102名 (19)2月3日(土)

連携先と女性の人権についての問題意識を共有し、テーマを決めて行う
講演会を実施し、「女性の人権」について学ぶ機会を提供した。

「13歳、『私』をなくした私～性暴力と生きることのリアル～」
講師　山本潤（一般社団法人Spring代表理事/SANE(性暴力被害者支
援看護師)）

「女性の人権」講演会

≪共催団体≫
ＮＰＯ法人こうち被害
者支援センター
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Ⅴ 人材育成に関する業務

１人材育成事業

（）内は男性参加者数で内数

２就業・起業支援事業

３県民からの企画提案事業

（１）高知市内で実施する事業 応募３団体

（２）高知市外で実施する事業 応募３団体

（）内は男性参加者数で内数

 　男女共同参画を推進するための事業の企画運営に、県民のアイデア等を活用するとともに、事業の企画運
営を通じて団体等の企画力、実践力を養うことを目的に事業を公募し、運営を委託した。

① 7月29日(日)

② 11月11日(日)

③ 12月14日(金)

5月13日(日) 86名 (7)

※公開講座

7月22日(日) 24名

9月9日(日) 9名

10月14日(日) 15名

11月18日(日) 13名

1月20日(日) 17名

3月3日(日) 25名 (2)

※公開プレゼン

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　神原咲子（高知県立大学大学院看護学研究科准教授）
公開講座講師　浅野幸子（減災と男女共同参画研究推進ｾﾝﾀｰ共同代
表）
その他講師等　浜田展和（高知県南海トラフ地震対策課長）、岡田
和恵（高知市地域防災推進課職員）、板倉由美子（Gallup社認定ス
トレングスコーチ）、畠山典子（高知県立大）、渡辺聡子(高知県立
大学准教授）、山本美咲(元・高知市地域防災推進課職員）

女性防災プロジェクト

防災における男女共同参画の視点、また発言力を持つ立場として参画する
ためのスキルを学ぶことで、地域に踏み出すアクションに結びつける目的で
実施した。

講座名 開催日 内　　容 参加者数

女性の活躍応援

職場等で活用できるスキルやリーダーシップを発揮するために必要なことを
学び、自分のスキルを活用しその場の運営にあたる力を養うことを目的に実
施した。また、この期間に別途２回の参加者交流会を開催した。

　女性リーダー応援塾「先輩に学ぶキャリアの作り方」

36名

34名

講師　①③川村晶子（土佐MBA講師）
②廣井護（土佐中高等学校国語教師）

23名

10月28日(日)

一人一人がリーダーの時代に社会の中で女性が置かれている立場や状
況を女性自身が考えスキルアップし、社会参画する力を身につけることを
目的とする。

「自己肯定からはじめるエンパワメント講座～『わたしまるごとOK』のす
すめ～」
講師　工藤紀子（一般社団法人日本セルフエスティーム普及協会代表
理事）

エンパワメント講座 32名

講座名 内　　容

就労支援パソコン講座
仕事や仕事選びの幅を広げることにつながるようパソコン講座
を実施した。
　委託先 ＮＰＯ法人とさはちきんねっと

●基礎講座（共催） ① 5月26日(土) ～5月28日(月) ①３日で学ぶ！エクセル基礎講座（全３回） ① 20名

≪共催団体≫ ② 7月21日(土) ～7月23日(月) ②３日で学ぶ！ワード基礎講座（全３回） ② 20名
ひとり親家庭等就業・
自立支援センター

③ 11月17日(土) ・11月24日(土) ③パワーポイント基礎講座（全２回） ③ 16名

●検定対策講座 ④ 6月16日(土) ～7月7日(土) ④エクセル検定対策講座（全４回） ④ 19名

⑤ 8月18日(土) ～9月22日(土) ⑤ワード検定対策講座（全５回） ⑤ 20名

⑥ 11月25日(日) ・12月1日(土) ⑥パワーポイント検定対策講座（全２回） ⑥ 12名

参加者数開催日

講座等の名称

2月24日(日)
学ぼう防災
～自閉症・発達障害の方を家族で守る、地域で守る～

58名 (15)

12月2日(日)
ランナーのためのセルフケアのお灸
～走ることを楽しむ女性へ～

12名

9月1日(土)
9月8日(土)
9月29日(土)
11月11日(日)

11月17日(土)
(2)植田美和子

あたたかい地域づくりをめざして
～みんなで仲良くアンガーマネジメント～

延べ
9名

(1)

(1)セルフケアもぐもぐ

(2)特定非営利活動法人LIFE 子育てママの”ワクワク”応援プロジェクト
延べ
21名

委託先 開催日 参加者数

(1)いっぽいっぽつながり企画

108



４ボランティア育成・活用事業

（）内は男性参加者数で内数

Ⅵ 女性問題の解決その他男女共同参画の推進に向けた相談に関する業務

１相談事業

相談の種類別件数

２講座等

（）内は男性参加者数で内数

88名 (15)

5月12日(土)
33名 (6)

5月26日(土)
30名 (6)

6月9日(土)
25名 (3)

相談員スキルアップ研修

講座名 内  容

相談員研修会 9月3日(月)

講師　一色和男（家庭問題情報センター/養育費相談支援センター主
任研究員）

参加者数

３回延べ

フェミニストカウンセリングとＤＶ～多様な相談者への対応～
　講師　加藤　伊都子（㈲フェミニストカウンセリング堺）
高知市の生活保護行政～事例検討をふまえて～
　講師　森尾祐二(高知市健康福祉部福祉管理課課長補佐）
　　　　田中祐樹（高知市健康福祉部第一福祉課第六保護係長）

講師　橋本明子（リアライズYOKOHAMA代表/WEN-DOインストラク
ター）

女性の立場を理解し、ジェンダーに敏感な視点で相談業務に従事できる
よう、県内相談機関の相談員を対象とした研修を実施した。

離婚と面会交流・養育費の取り決めについての知識を身につけ、子ども
の福祉について当事者支援ができる相談員を養成するための講座を実施
した。
　離婚と面会交流・養育費の取り決めに関する当事者支援について

認知症と相談～認知症を知って相談に活かす～
　講師　永野縁（高知県認知症疾患医療センター看護師）

20名 (-)

相談関連講座 5月20日(日)

相談の多い内容について、社会の中で女性が置かれている立場や状況を
女性自身が考え、社会参画する力を身につけるための講座を実施した。
　「ことば」による護心術 37名 (-)

件    数

女性対象相談 2,225 件

一般相談 2,108 件

510 件

102 件

124 件

866 件

57 件

449 件

法律相談 93 件

こころの相談 24 件

男性対象相談 男性のための悩み相談 50 件

2,275 件

上 記 以 外

合   計

相談の種類

家 族 ・ 家 庭

生 き 方

暴 力

性・身体・健康

金 銭

事業（講座名）

ボランティア活用 年間

3月10日(日)
3月11日(月)

参加者数

ソーレ事業への県民の参画を図るため、事業へのサポートを行うボラン
ティアを広く県民から募集・活用し、あわせて、事業への参画を通じてボ
ランティア自身の男女共同参画への理解の浸透を図ることを目的に実
施した。
セミナーボランンティア、交流ボランティア、図書・展示ボランティアを設
定。

活動登録者数
28名

活動人数
延168名

14名 (1)ボランティア育成研修

全てのボランティアを対象に、２日に分けて研修を実施した。

ジェンダーと性別役割分業～今、何を考えるべきか～
　講師　山中千枝子（千斗枝グローバル研究所代表）

開催日 内　　容
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Ⅶ 関係団体等の相互の交流の促進及び自主的活動への支援に関する業務

１団体等の自主活動支援事業（ソーレえいど事業）

男女共同参画の推進に資する事業を実施した団体等の活動を支援するため、団体に対し助成事業を実施
応募６団体　

２ ソーレフォーラム・団体企画イベント

（）内は男性参加者数で内数

開催日 事業内容

8月26日(月) 第６４回日本母親大会分科会

9月21日(土)

9月22日(日)

10月27日(日)
ひろっしゅスペシャル講座
子育ては期間限定～イライラの感情とうまくつき合おう～

12月9日(月) 「ごはんが子どもたちを変えた！」大塚貢・食育講演会

12月16日(月)
あっ　それセクハラです！
～女性が堂々と#Me Tooと言える社会を目指して！～

計 768,757円

デルタ・カッパ・ガンマ・ソサエティ・
インターナショナルジャパン・ステイ
ト

168,757円

こうち男女共同参画ポレール 72,800円

ママの働き方応援隊高知校 177,200円

助　成　団  体  名 助成額

高知県母親運動連絡会 150,000円

「夜間もやってる保育園」上映委員
会

「夜間もやってる保育園」上映と非正規で働く女性の働き方アン
ケート調査

200,000円

開催日

運営委員会 ３回開催

ソーレ直営
イベント

団体
イベント

ソーレ利用団体に
よる企画・発表など
（54団体参加）

延べ 2,527名

①39名(4)
②33名(-)
③20名(3)

委託先：新日本婦人の会高知県本部
①なぜ、こんな働き方？～非正規で働く女性のアンケート結果より～
②これって個性？育て方？障がい？2019
③ミュージックケア　～赤ちゃんから高齢の方までご一緒に～

①19名(1)
②16名(2)
③30名(7)

講座・体験教室・作品展示等
バザー
ミニステージ

30企画
14団体
10団体

来場者総数（2日間）

ソーレまつり
2019

ソーレまつり2019の運営の基本方針、テーマ設定等の検討、イベント
（講座等）委託先の選考、報告会等を実施

運営委員
9名

「ちがい」を持つ人々との豊かな出会いに向けて

1月
26日（土）
27日（日）

・クイズラリー/アンケート
　　景品（あったか講座受講セット、お菓子セット）
・開館２０周年記念式典行事
・ソーレ２０年のあゆみ展
・おとう飯レシピコンテスト

クイズラリー
448名

団体委託
イベント

委託先：こうち男女共同参画ポレール
①親子でご飯づくり～防災食を作ってみよう～
②科学で遊ぼう
③女性議員が増える!?～政治分野における男女共同参画推進法を知
る～

事業（講座名） 内  容 参加者数

記念講演会 1月27日(日) 236名 (48)講師　ロバート　キャンベル（東京大学名誉教授/日本文学研究
者）
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